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安 全 指 導 

本製品をご使用になる前に、人身傷害を防ぎ、接続機器等が破損しないよう、以下の安全指示をよくお

読みください。 

 

1. NVR の開口部を通して、内部を触ったり、物を入れたりしないでください 

 

感電やその他の事故を避けるために、NVR の開口部から内部へアクセスし

ないでください。 

 

 

2. 装置をほこりだらけの現場に入れないでください 

装置をほこりだらけの現場に入れないでください。 

 

3. 雨や湿気の多い環境下に機器を配置しないでください 

地下室のような湿気の多い環境下に機器を配置しないでください。機器が誤って水と接触した場合

は、電源ケーブルを抜いてすぐに代理店にお問い合わせください。 

 

4. 装置の表面を清潔で乾燥した状態に保つ 

NVR のお手入れは、本体表面を柔らかい湿った布を使用して拭き上げてください(液体エアロゾル

クリーナーを使用しないでください)。 

 

5. 問題が見つかった場合は操作しない 

 

 NVR から異臭・異音・発煙がある場合は、直ちに電源ケーブルを抜いて

使用を中止して代理店へご連絡下さい。 

 

 

6. 上部カバーを取り外そうとしない 

警告:感電を避けるために NVR の上部カバーを取り外さないようにしてくだ

さい。 

 

7. 注意して取り扱う 

NVR が強い衝撃を受けて正常に動作しない場合は、直ちに電源ケーブル

を抜いて使用を中止して代理店へご連絡下さい。 
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8. 標準リチウム電池を使用する。 

（注意:メーカーが取り付けたバッテリーまたは指定したバッテリーを使用） 

電源を切った後、システム時刻が動作し続けられない場合は、メインボードの標準 3V リチウム電池

（ボタン電池）を交換してください。 

警告: バッテリーを交換する前に NVR をオフにして電源ケー

ブルを抜いてください。重大な感電に見舞われる可能性があり

ます。 

本 NVR 内に装着されているコイン型電池は通常ゴミとして廃棄しない

でください。使用済みの電池は適切に処分してください。 

Battery Disposal: This product may contain a battery that cannot be 

disposed of as unsorted municipal waste in the European Union. See the 

product documentation for specific battery information. The battery is 

marked with this symbol, which may include lettering to indicate cadmium 

(Cd), lead (Pb), or mercury (Hg). For proper recycling return the battery to 

your supplier or to a designated collection point. For more information see: 

www.recyclethis.info. 

 

9. 換気の良い場所に置く 

NVR は動作中に大量の熱を作り出す HDD を搭載しています。その結果、運転中にシステムを冷却

するための換気口(上部、底部、両サイド)を塞がないでください。換気の良い場所に機器を

配置してください。 

 

10. 接続された AC アダプタは、1 台の NVR にのみ使用できます。 

それ以上の機器を接続すると NVR が不十分な電力のために再起動を繰り返す可能性があります。 

 

11. 装置への水滴や水しぶきを防いでください。 

 

花瓶などの水を含む物体を、NVR や接続機器の上、及び周辺へ配置しな

いでください。 

 

 

12. 電池の誤飲事故に注意して下さい。化学やけどを起こします。 

この製品は、コイン/ボタンセル電池が含まれています。コイン/ボタン電池を

飲み込むと、わずか 2 時間で重度の内熱を引き起こし、死に至る可能性があ

ります。新しい電池や使用済み電池を子供から遠ざけてください。バッテリーコ

ンパートメントがしっかりと閉まらない場合は、製品の使用を中止し、子供の手

に触れないようにしてください。 

電池を誤って飲み込んだ場合、あるいは、その可能性があると思

われる場合は、直ちに医師の診察を受けてください。 

 

13. 必ず NVR に付属の AC コード，AC アダプタを使用してください。 

14. AC コード、AC アダプタのプラグは奥までしっかり差し込んだことをご確認ください。 
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15. 爆発の恐れのある場所で使用しないでください。 

 

 

この製品（付属の AC コード，AC アダプタを含む）を爆発の恐れのある

場所で使用しないでください。 

 

 

16. 衝撃や振動にさらさないでください。 

17. 不安定な位置に設置しないでください。 

18. 改造しないでください。 

19. 内部へ異物を入れないでください。 

20. 使用中に衝撃や振動が発生した場合は動作が正常であるかご確認ください。電源、NVR 本体、ケーブ

ル類の接続等に異常がないかご確認ください。  
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第 1 章 製品概要 

1.1 リアパネル 
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アイ

テム 
コネクタ 説明 

1 

 電源スイッチ 
電源 オン／オフ 

2 

電源 
付属の AC アダプタを接続 

3 

 (USB)※ 
USB マウスや USB フラッシュ ディスクなどの USB デバイスを接続 

※USB フラッシュメモリの容量は最大 128GB まで 

4 SENSOR,  

ALARM,  

RS-485 

S E N S O R： 外部センサーに接続。（DC30V/3A） 

A L A R M： アラームデバイスに接続。（TTL レベル） 

R S 4 8 5： RS-485 に接続。（半二重） 

4ch 

 

8ch 

 

16ch 

 

5 HDMI ポート HDMI 高精細ポート 

6 VGA ポート VGA モニタに接続 

7 ラインイン ラインインオーディオ入力 

8 オーディオ出力 オーディオ出力 

9 WAN ポート ルータ/IP カメラに接続するネットワーク入力インターフェイス。 

10 LAN ポート 

 
 

LAN ネットワークインターフェースは POE をサポートしており、カメラに電力供

給できます。 
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1.2 フロントパネル 
フロントパネルキーのご利用には、“システム”の“基本設定”で [パネルキー操作] が“オン”である必要が

あります。フロントパネルキーをご利用には、「5.6.1.4 パネルキー設定」をご参照ください。 

フロントパネルの  ボタンを約 3 秒間長押ししますと誤動作防止機能（操作ロック）が解除されます。こ

の誤動作防止機能が解除されますと全てのフロントパネルキーが操作可能な状態となります。全てのフロ

ントパネルキーが操作可能な状態の間（操作ロック解除中）は、全てのボタンが青点灯しております。 

 

■TNV-R4PW 

 

 

■TNV-R8PW,TNV-R16PW 

 

 

 

注意：フロントパネルキーのご利用には、システムの基本設定で[パネルキー操作]が“オン”である必

要があります。 

注意：フロントパネルキーの操作する際は、 ボタンを約３秒間長押しして操作ロック解除が必要で

す。 

注意：フロントパネルキーは約 30 秒間の未操作状態が続きますとキーロック状態となります。 

注意：全てのフロントパネルキーが操作可能な状態の間（操作ロック解除中）は、全てのボタンが青点灯

しています。 
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ボタン 説明 

（赤） 

 

ハードディスクへのアクセス中に点滅します。 

（緑） 
電源が入っていると点灯します。 

 ←キー/早戻し 

再生時の早戻し、カーソルやコントロールバーを左に動

かす際に使用します。 

 →キー/早送り 

再生時の早送り、カーソルやコントロールバーを右に動

かす際に使用します。 

 上キー 

音量ボリューム（0%,10%,40%,70%,100%で変化）を大きくした

いとき、カーソルを上に動かす際に使用します。 

     

 下キー 

音量ボリューム（0%,10%,40%,70%,100%で変化）を小さくした

いとき、カーソルを上に動かす際に使用します。 

ENTER/ 

PTZ メニュー 

選択した項目を確定します。また、ライブ画面上で PTZ メ

ニューを出す際に使用します。 

※ 誤動作防止機能を解除するには、このボタンを３秒間

長押しします。 

MENU/ 

ESC キー 

ライブ画面でタスクバーを出したり消したりできます。ま

た、キャンセル処理したい場合や前の画面に戻る場合に

も使用します。 

 録画開始/停止 選択している CH の手動録画を開始/停止します。 

再生/一時停止 録画再生時、映像を一時停止/再生します。 

全 CH 表示 表示レイアウト変更。 

分割画面で全 CH を表示します。 

 CH1 を表示 

[TNV-R4PW のみ] 
1 画面表示で CH1 を表示します。 

 CH2 を表示 

[TNV-R4PW のみ] 
1 画面表示で CH2 を表示します。 

 CH3 を表示 

[TNV-R4PW のみ] 
1 画面表示で CH3 を表示します。 
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 CH4 を表示 

[TNV-R4PW のみ] 
1 画面表示で CH4 を表示します。 

 次の CH 
[TNV-R8PW/R16PW のみ] 

１つ次の CH を表示します。 

 前の CH 
[TNV-R8PW/R16PW のみ] 

１つ前の CH を表示します。 

 消音(ミュート) 
[TNV-R8PW/R16PW のみ] 

音声出力の消音（ミュート）を有効化/無効化します。 

 検索メニュー 
[TNV-R8PW/R16PW のみ] 

検索メニュー。 

 

付属のマウスまたは USB フラッシュメモリーを接続しま

す。本機で USB フラッシュメモリーのフォー 

マット処理が可能です。詳しくは、「3.4 USB フラッシュメモ

リーを本機でフォーマットする」をご参照ください。 

※USB フラッシュメモリーの容量は最大 128GB までで

す。 

注意：USB 端子に接続して使用される、USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォーマット形式

にてご使用ください。対応している USB フラッシュメモリーの容量は 128GB までとなって

おります。 
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第 2 章 NVR の設置・接続 

注意：環境条件が仕様範囲に合致していることを確認してください。 

注意：電源環境の悪い場所では、UPS（無停電電源装置）を接続して御利用ください。 

注意：機器が正しくラックや棚に固定されているか御確認ください。 

注意：本機は屋内専用です。 

 

2.1 機器接続例 

 

① 既設の IP カメラを LAN 端子を介して接続することが可能です。 

② PoE ハブを介した既設 IP カメラの接続へ対応しています。 

③ PoE PORTS へ IP カメラを接続します。PoE PORTS は PoE 対応の接続口です。 

④ AUDIO INPUT 端子へアンプ付きマイクの RCA プラグを接続します。 

⑤ アンプ付きスピーカーの RCA プラグを AUDIO OUTPUT へ接続します。 

⑥ センサーデバイスの配線棒端子を SENSOR 端子へ接続します。 

⑦ アラーム受信機を接続の場合は配線棒端子を ALARM 端子へ接続してください。 

⑧ メインモニタを HDMI 端子または VGA 端子へ接続します。 

⑨ 主電源スイッチが OFF であることを確認して、付属の AC アダプタを へ接続します。

付属の AC アダプタをコンセントへ差し込むと AC アダプタのパイロットランプが緑色に光ります。 

⑩ 主電源電スイッチを入れます。NVR が通電すると NVR 本体右上の PWR ランプが緑色へ点灯し

ます。 

⑪ USB フラッシュメモリ，USB マウスは (USB)端子へ接続します。 

 

注意：実際の接続は、購入された NVR によって異なる場合があります。 

注意：ケーブルに曲げストレスがないかなど十分に御確認ください。 

注意：装置を複数台設置の場合、その間隔は少なくとも周囲 2cm 以上のスペースを空けてください。 

注意：敷設ケーブに過度な圧迫ストレスがかかっていないか十分に御確認ください。 

注意：雷・サージ対策のため、NVR がアースされることを確認してください。 

6 

7 8 8 

9 

10 

11 
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2.2 AC アダプタの接続 
 

注意：必ず NVR に付属の AC コード、AC アダプタを使用してください。 

注意：AC コード、AC アダプタのプラグは奥までしっかり差し込んでいることをご確認ください。 

 

NVR 背面の電源コネクタへ接続し、スイッチをオンします。 
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第 3 章 NVR の 一般的な操作方法 

3.1 付属のマウスを使用する 

 

1. 左ボタン: 

 クリックしてメニューオプションを選択します。  

 分割画面表示でライブ表示中に、チャンネルをダブルクリックして全画面表示にします。チャンネ

ルをもう一度ダブルクリックすると、分割画面表示に戻ります。 

 ライブ表示画面でチャンネルをクリックすると、カメラクイックツールバーが開きます。チャンネルを

ドラッグするとチャンネル配置替えができます。 

2. 右ボタン:  

 1 回右クリックして、ライブ表示画面でタスクバーを開きます。 4.2.2 タスクバーをご覧ください。メ

ニュー内で右クリックすると、戻す/閉じる ができます。 

3. スクロールホイール: 

 それぞれのメニューでスクロールホイール操作して、メニューの内容を上下移動に使用します。 

 ボリュームコントロールの上にマウスを合わせると、スクロールホイール操作でシステム音量を

上/下することができます。 

 録画再生のプログレスバーの上でスクロールホイール操作するとプログレスバーの時間間隔を

狭めたり広げたりできます。 
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3.2 仮想キーボードの使用 
データを入力する必要があるときに、仮想キーボードが自動的に画面に表示されます。 

クリックして大文字と句読点のキーボードに切り替えます。

 
  

クリックすると、

文字を削除できま

す。 

クリックして入力

を完了します。 

カーソルを右に移動します。 

カーソルを左に移動します。 
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3.3 パスワード（工場出荷時） 
3.3.1 初期パスワード 
NVR の工場出荷時パスワードは“CCTV1212@”となっておりますが、プライバシーを保護するために、パス

ワードを変更して御使用下さい。ユーザー名とパスワードは記録し、安全な場所に保存してください。パス

ワード変更の場合は、「5.6.3.1 パスワードの変更」をご覧ください。 

 

注意：セキュリティ上、NVR の初期パスワードは変更してご使用下さい。 

注意：パスワードを忘れた場合はシステムにログインできなくなります。

日頃からパスワードは大切に管理してください。 

注意：予期せぬアクセスを防ぐため、定期的なパスワードの変更実施を

強く推奨します。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

20 
 

3.3.2 動作モード切替、リセットの場合のパスワード設定画面 
システム設定をリセットした場合はパスワードの再設定が必要となります。 

 

① 言語:  日本語を選択します。 

② デバイス ID:  （使用しません。デフォルトの 000000 のままで構いません） 

③ 新しい管理者名:  admin となります。 

④ パスワードの強度:  赤は簡単に解読され安全ではないことを示し、緑は複雑でとてもセキュリティパ

フォーマンスが優れていて解読されないことを示します。パスワードの強みと弱さの

プロンプトをご参考にセキュリティパフォーマンスが高いパスワードを設定してくださ

い。 

⑤ 新しい管理者パスワード: パスワードを設定します。パスワードには次の制約の元、半角文字を使

用して設定します。（予め入力されている は“CCTV1212@”が入力されてお

ります） 

＜ 8 ～9 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

8 ～9 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 3 組以上

を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 

＜ 10 ～15 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

10 ～15 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 2 組以

上を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 

＜いずれの場合もかかる制約＞ 

4 桁以上の繰り返し文字はパスワードとして設定できません。(例：“6666”や“bbbb”といったパ

スワードはいずれの場合も設定できません) 

4 桁以上の連続文字はパスワードとして設定できません。(例：“1234”や“abcd”といったパス

ワードはいずれの場合も設定できません) 

4 桁以上のキーボード上で連続している文字はパスワードとして設定できません。(例：

“qwer”や“ghjk”といったパスワードはいずれの場合も設定できません) 

注意： 

 
 

⑥ パスワードの確認: もう 1 度パスワードを入力してください。誤設定防止のため、パスワードと一致す

る必要がございます。 

⑦ パターンロックを解除します。: パターンロックを設定しますと、一般操作でのロック解除の際にパス

ワード文字入力が不要になり操作性向上へ貢献致します。 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 
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パターンロックを御設定の場合は、“有効”を選択後に の アイコンをクリックしま

す。次にロック解除の際に使用するパターンをマウス操作で設定します。 

画面の指示に従って御設定下さい。 

    

 

 

注意：パターンロックは 4 点以上の一筆書きで作成される必要がございます。 

 

 

 

⑧ [適用]をクリックします。 

⑨ 次に、“ダイアログ”画面が表示されます。このダイアログではパスワードをお忘れの際の万が一の場

合に備えてパスワードリカバリ設定が可能です。設定される場合は、「3.3.3 パスワードリカバリ設定

（RecoverPwdDialog）」 をご覧ください。 

 

 

⑩ 設定したロック解除パターン又はパスワードを入力します。正しく入力されますとライブ画面へ移行し

ます。 
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注意：パスワードを忘れた場合はシステムにログインできなくなります。

日頃からパスワードは大切に管理してください。 
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3.3.3 パスワードリカバリ設定（RecoverPwdDialog） 
パスワードを御設定後、パスワードリカバリ設定画面が表示されます。ここで事前にパスワードリカバリ設

定を行っておきますと、パスワードをお忘れの場合に、パスワードの再設定が可能になります。パスワード

リカバリ手段は 3 通りございます。希望するパスワードリカバリ手段へチェックを入れて有効化します（複

数選択が可能です）。 

注意：パスワードリカバリ設定は、システム設定の初期値アップロードが実施されない

と再設定できません。後でこのパスワードリカバリ設定を実施する場合には、シ

ステム設定の初期値アップロードと再起動が必要となりますのでご注意くださ

い。 

・セキュリティ質問の設定：“セキュリティ問題への回答”によるパスワードリカバリ方法です。“セキュリティ

問題”と対応する回答内容(“アンサー”)を３通り登録する必要がございます。万が一の場

合は、ここで設定した“セキュリティ問題”と“アンサー”が 3 つ全て一致した場合はパスワー

ドの再設定を行えます。答えはアルファベットと数字（ローマ字）で設定する必要がございま

す。“アンサー”へ空欄（未入力）は設定できません。 

 

選択可能な質問の一覧 

あなたのお父さんの名前は? 

あなたのお母さんの名前は? 

高校の先生の名前は? 

中学校の先生の名前は? 

あなたが最もよく知っているルームメイトの名前？ 

誰が最もあなたに影響を与える? 

あなたの好きな有名人? 

あなたの好きな自動車ブランド? 

あなたの好きなゲーム? 

あなたの好きな本? 

あなたの好きな色? 

あなたの好きな映画? 

お好きな花は何ですか? 
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・認可申請書(Certificate of authorization)： [エクスポート]をクリックして USB フラッシュメモリーへ認可

証明書ファイルを保存します（”完了した証

明書ファイルをエクスポートします。”は USB

フラッシュメモリーへ認可証明書ファイルの

保存が完了したことをお知らせします）。万

が一の場合には、この USB フラッシュメモ

リーの証明書ファイル(certificate.txt 認可)を

NVR へ読み込ませることでパスワードの再

設定を行うことが可能です。 

認可証明書ファイルの拡張子を除くファイル

名変更については問題ございません。（例：

certificate.txt を certificate1.txt へ変更して

も問題はございません） 

 

・スーパーコード(推奨されません)：（使用できません） 

 

 

注意： “認可申請書” を選択した場合は認可証明書ファイルをエクスポートする必要がございます。 

注意：USB フラッシュメモリーの認可証明書ファイル(certificate.txt)を紛失しますとパスワードリカバリが

できなくなります。日頃からの認可証明書ファイル(certificate.txt)は別のデバイスへバックアップす

る等を行い、大切に管理してください。 

注意：認可証明書ファイル(certificate.txt)はファイルを開いて編集しないでください。パスワードリカバリ

認証の際に使用できなくなります。 

注意：パスワードリカバリ設定（“RecoverPwdDialog”）で “スーパーコード(推奨されません)”を選択しな

いでください。 
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3.3.4 パスワードリカバリ認証（RecoverPwdAuthDialog） 
これは、パスワードリカバリ（“RecoverPwdDialog”）を設定された場合のみ有効です。 

（詳しくは、「3.3.3 パスワードリカバリ設定（RecoverPwdDialog）」をご覧ください） 

 

①パターン入力画面の場合は[パスワード]をクリックし、パスワード入力画面へ移行します。 

  

②[パスワードをお忘れですか]をクリックします。 

③[検証モード]で希望のパスワードリカバリ方法を選択してパスワードリカバリを行います。 

 新しく設定するパスワードを“パスワード”と“確認”へ入力して[OK]をクリックします。 

(セキュリティ質問の検証) セキュリティ質問に答えます。全問正解（３つ）する必要がございます。 
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 (認可申請書) USB フラッシュメモリーから certificate.txt を読み込みます。 

  

 

 

 

 

 

注意：  “インポート証明書ファイルが完了しました。”と表示の場合でも、正しい認可証明書ファイルでは

ない場合は  “認証が失敗しました” と表示されてパスワードリカバリが出来ないようになっており

ます。 
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3.4 USB フラッシュメモリーを本機でフォーマットす

る 
 

注意：本機で使用可能な USB フラッシュメモリーは総容量 128GB までのもの

となっております。 

注意：USB フラッシュメモリーフォーマットを行いますと、その USB フラッシュ

メモリー内全てのデータが消去されますのでご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、USB フラッシュメモリーフォーマット期間

中はシステムの電源を落とさないようにご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、USB フラッシュメモリーフォーマット期間中

は本機から USB フラッシュメモリーを取外さないようにご注意ください。 
 

本機で使用する USB フラッシュメモリーは、本機の検索画面内の“ビデオクリップ－バックアップ”又は、本

機の検索画面内“手動キャプチャ”より USB フラッシュメモリーの FAT32 形式フォーマットが可能です。 

USB フラッシュメモリーフォーマットを行いますと、その USB フラッシュメモリー内全てのデータが消去され

ますのでご注意ください。 

なお、“ビデオクリップ－バックアップ”画面（検索画面内）の表示方法につきましては、「6.1.1.1 ビデオク

リップのバックアップ」をご参照ください。“手動キャプチャ” 画面（検索画面内）の表示方法につきまして

は、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照ください 

1. フォーマットする USB フラッシュメモリーを本機の USB 挿入口へしっかり挿入します。この際、誤操作

防止のためにフォーマットする USB フラッシュメモリー以外の USB フラッシュメモリーを本機へ挿入し

ないでください（誤操作防止のために同時に複数の USB フラッシュメモリーを本機へ挿入しないでくだ

さい）。 

2. “ビデオクリップ－バックアップ”画面（検索画面内）又は“手動キャプチャ” 画面（検索画面内）を表示し

て画面左下の [フォーマット]ボタン をクリックします。 

3. USB フラッシュメモリーフォーマット実行確認画面が表示されます。[OK]ボタン をクリックして続行しま

す。 
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4. USB フラッシュメモリーフォーマット実行中はバックアップ画面下へ、フォーマットの進行状況が表示さ

れます。USB フラッシュメモリーフォーマットが完了しましたら、進行状況表示が 100%を表示後に進行状

況表示（進行状況表示バー）が消えます。 

 

注意：故障の原因となりますので、進行情報（進行状況バー）の表示期

間中は本機から USB フラッシュメモリーを取外さないようにご注意

ください。 
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他、“ビデオクリップ－バックアップ”，“手動キャプチャ”以外でも、音声警告の音声インポート画面，システ

ムのアップグレード画面，システムのパラメータ管理画面からでも USB フラッシュメモリーの FAT32 形式

フォーマットが可能です。 
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第 4 章 NVR 起動 

NVR 立ち上げの最初には起動スプラッシュ画面が表示されます。 

 

 

 

 

起動スプラッシュ画面の表示後、出力解像度設定の自動認識が有効化されていて高解像度モニター

を御利用の場合は次のプロンプト画面が表示される場合がございます。 “OK”をクリック致しますと高

解像度出力でご利用いただけます。このプロンプト画面は、出力解像度設定の自動認識が有効化され

ていない場合は表示されません。詳しくは、「5.6.2.1 画面出力（ライブ出力）」をご覧ください。 
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4.1 起動ウィザード 
起動ウィザードを使用することで、NVR の最低限必要なシステム構成を簡易に行えます。 

4.1.1 起動ウィザード - スタートウィザード 
[スタートウィザード]をクリックして次の手順に進みます。 
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4.1.2 起動ウィザード - ネットワーク設定 

4.1.2.1 起動ウィザード - ローカル接続 

  

・固定 IP の場合（手動設定） 

IP アドレス: IP アドレスはネットワーク内の NVR を識別します。0 から 255 までの 4 つのグループ

から成り、ピリオドで区切られます。（例‟192.168.001.100”） 

サブネット マスク: サブネット マスクは、ネットワークで使用できる IP アドレスの範囲を定義するネット

ワーク パラメータです。サブネットアドレスは、ピリオドで区切られた 4 つのグループ

の数字で構成されています。（例"255.255.255.000"） 

ゲートウェイ: このアドレスは、NVR がインターネットにアクセスできるようにします。ゲートウェイアド

レスの形式は IP アドレス と同じです。（例"192.168.001.001"） 

DNS1/DNS2: DNS1 はプライマリ DNS サーバで、DNS2 はバックアップ DNS サーバです。 少なくと

も、DNS1 は必ず設定する必要があります。DNS1 から参照されます。 

 

・DHCP の場合 

DHCP ボックスをチェックしてください。ルーター※は、NVR のすべてのネットワークパラメータを自

動的に割り当てます。 

※ DHCP モードを使用する場合、ネットワーク上に DHCP サーバの機能のあるルーターなどが必要で

す。 

 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

33 
 

4.1.2.2 起動ウィザード - ポート 
※競合する場合はネットワーク管理者と協議の上、適宜変更してください。 

Http/Https/RTSP:これは、NVR にリモートでログインする場合 (Web クライアントを使用する場合など) 

に使用するポートを設定します。遠隔監視で必要なポートはデフォルトで 80 です。 

クライアント: これは、NVR が(スマートフォンアプリを使用するなど)を介して情報を送信するために使

用するポートです。遠隔監視で必要なポートはデフォルトでは 9000 です。 

内部ポート：LAN 側（ルーターの内側）で使用するネットワークポート番号です。 

外部ポート：WAN 側（ルーターの外側）で使用するネットワークポート番号です。UPnP 機能を使用して外

部ポートのマッピングを手動設定する場合に設定します。 

UPNP: Web クライアントを使用して NVR にリモートでログインする場合やスマートフォンアプリを使用

する場合は、ルーターでポート転送（ポートフォワーディング）設定を行う必要がありますが、

ルーターが UPnP をサポートしている場合は NVR が UPnP 機能を用いることでルーターへ

ポート転送（ポートフォワーディング）設定が行えます。外部ポート番号を自動で行う場合は‟

マッピングプラン”を[自動]へします。外部ポート番号を手動で行う場合は‟マッピングプラン”

を[手動]へ設定し、“外部ポート”へ外部のポート番号を設定して下さい。設定後、ポート転送

（ポートフォワーディング）が正常に機能しているかを確認してください。 

 

 

 

4.1.2.3 起動ウィザード - PPPoE 
これは、NVR を“フレッツ光”や“フレッツ ADSL‟などのモデムを介

してインターネットへ直接接続する場合に使用します。[PPPOE 起

動] チェックボックスをオンにし、PPPoE のユーザー名とパスワー

ドを入力します。 

 

 

 

※ “フレッツ光”、“フレッツ ADSL”は東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社の登録

商標です。 
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4.1.3 起動ウィザード - 日時 
このメニューでは、日付，時刻，日付形式，時刻形式，タイムゾーン，NTP，サマータイムを設定できます。 

4.1.3.1 起動ウィザード - 日付と時刻 

カレンダーアイコンをクリックして、現在のシステム日付を設定します。 

 

日付: カレンダーアイコンをクリックして、システム日付を設定します。 

時間: 時刻を設定する場合にクリックします。 

日付表示形式: ドロップダウンメニューから選択して、表示する日付形式を設定します。 

時刻表示形式: 24 時間と 12 時間の間の時間形式を選択します。 

タイムゾーン: 日本標準時である「GMT+09:00」に設定します。 
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4.1.3.2 起動ウィザード - NTP 
NTP(ネットワークタイムプロトコル)機能により、NVR は自動的にクロックをタイムサーバと同期させること

ができます。これにより、正確なシステム時間を設定できます。NTP 機能を使用するには、NTP サーバに

アクセスするためのネットワーク環境が必要です。 

注意：NTP 機能が有効になっている場合、システムは 毎日 00:07:50 とシステムの起動時にシステム時

刻を更新します。 

 

 

[NTP 有効]ボックスをオンにし、NTP サーバを選択します。 

 

注意：NTP 機能を有効にした際は、[今すぐ更新する]ボタンで NTP 機能の動作確認を実施して下さい。 
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4.1.3.3 起動ウィザード - サマータイム 
日本ではサマータイム（DST）の設定は不要です。 

必要に応じて御設定下さい。 

 

DST 起動: 御使用の地域で夏時間 (サマータイム) が実施される場合は有効にします。 

時間オフセット: サマータイム のオフセット時間を選択します。 

サマータイム: 夏時間を週または日で設定します。 

開始時刻 / 終了時刻: 夏時間の開始時刻と終了時刻を設定します。 
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4.1.4 起動ウィザード - IP カメラ 
このメニューでは、IP カメラを NVR に追加できます。併せて、「5.1.1 IP チャンネル設定」につきましても

ご一読ください。 

注意：[TNV-R4PW]の 端子、[TNV-R8PW]，[TNV-R16PW]の 端子といった非 PoE 端

子側のネットワークへ属する IP カメラは、 [スイッチモード]が “手動モード”の CH へ登録が可

能です。 

 
 

ⅰ． 非 PoE 端子側のネットワークへ属する IP カメラの登録手順 

①図中 A のエリアで登録先チャンネルの[編集]列の ボタンをクリックして IP カメラの接続情報画

面で、[スイッチモード]を “手動モード”へ設定します。 

 

 

➁[スイッチモード]が “手動モード”となっている CH が 1 つ以上存在するようになると、 ボタン

がクリックできるようになります。 ボタンをクリックして非 PoE 端子側のネットワークへ属す

る IP カメラを検索します。同じネットワークセグメント内の IP カメラが検索されます。 

Ａ 

“POE”表示はその CH が

PoE ポートへマッピングされて

いることを示します。 
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③追加する IP カメラを図中 B から選択して、ウィンドウ中央の アイコンをクリックすると IP カメラ

追加の画面が表示されます。 ボタンをクリックして NVR へ選択した IP カメラを追加できま

す。 

Ｂ 

“POE”非表示はその CH が

非 PoE ポートへマッピングさ

れていることを示します。 
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・IP アドレス/ドメイン :IP カメラの IP アドレスまたはドメイン 

・カメラ名: IP カメラの名前 

・ポート: IP カメラのポート 

・プロトコル:ドロップダウンメニューから IP カメラのプロトコルを選択します。 

 

・ユーザー名:  IP カメラのユーザー名 

・パスワード: IP カメラのパスワード 

・チャンネルのバインド: 登録先 CH を選択します。 

 

また、 ボタンをクリックして、個々の IP カメラを 1 台に追加することもできます。 
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④IP カメラが追加されたことを御確認下さい。 
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① また、図中 A のエリアで[編集]列の ボタンをクリックしますと、登録済み IP カメラの接続

情報を編集可能です。 

 
 

非 POE の CH 設定 

項目 内容 

チャンネル 編集中の CH 番号が表示されます 

スイッチモード 

（非 PoE ポートへのマッピングを維持するために

“手動モード”のままにします。 “自動モード”へ変

更しますと非 PoE ポートへのマッピングが解除さ

Ａ 
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れ、同時に現在の IP カメラの登録は削除されま

す） 

POE モード 
（この場合、非 PoE ポートへマッピング中ため PoE

機能は使用されません。“自動”のままにします） 

カメラ名 IP カメラ名 

IP アドレス/ドメイン IP カメラのアドレス又はドメイン 

サブネットマスク IP カメラのサブネットマスク 

ポート IP カメラのポート 

プロトコル 

IP カメラのプロトコルを次から選択可能です。 

 

ユーザー名 IP カメラのユーザー名 

パスワード IP カメラのパスワード 

 

 

注意：登録した IP CH の状態表示をご確認ください。 
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ⅱ． PoE 端子へ接続した IP カメラの登録手順（PoE 給電機能の使用有無は問いません） 

 

② 図中 A のエリアで[編集]列の ボタンをクリックして IP カメラの接続情報を編集可能です。 

 
  

Ａ 

“POE”表示はその CH が

PoE ポートへマッピングされて

いることを示します。 
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POE モードの CH 設定 

項目 内容 
スイッチモード： 

自動モード 

スイッチモード： 

手動モード 

チャンネル 編集中のチャンネル番号 

スイッチモード “自動モード”，“手動モード”を選択します。 

POE モード 

“自動”，“EPOE”から選択します。“EPOE”は給電距離が延長されますが、

通信帯域が 10Mbps へ制限されます。“自動”の最大帯域幅は 100Mbps

です。IP カメラが 100 メートルより長い RJ45 ケーブルを介して PoE で給電

されているときに“自動”で接続の問題が発生した場合は、安定した接続の

ために“EPOE”をお試しください。 

 

カメラ名 IP カメラ名 （自動設定されます） 編集可能です 

IP アドレス/ドメイン 
IP カメラのアドレス又はドメ

イン 
（自動設定されます） 編集可能です 

サブネットマスク IP カメラのサブネットマスク （自動設定されます） 編集可能です 

ポート IP カメラのポート （自動設定されます） 編集可能です 

プロトコル 

IP カメラのプロトコルを次

から選択します。 

 

（自動設定されます） 編集可能です 

ユーザー名 IP カメラのユーザー名 （自動設定されます） 編集可能です 

パスワード IP カメラのパスワード （自動設定されます） 編集可能です 

 

注意：１つの PoE ポートに 1 台の IP カメラのみを接続できます。PoE ポートにスイッチまたはルーター

を介して複数のカメラを接続しないでください。 
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4.1.5 起動ウィザード - ディスク 

 

上書き設定:  HDD がいっぱいになったときに、HDD の古い録画を上書きするには、このオプションを

使用します。たとえば、[7 日間]を選択した場合、HDD 上の最新の 7 日間の録画のみが

保持されます。このオプションの日数は、[1 日間]，[3 日間]，[7 日間]，[14 日間]，[30 日

間]，[90 日間]，[自動]が選択可能で、このオプションを使用しないように、[オフ]も選択

できます（古い録画が上書きされないようにするには、[オフ] を選択します）。[オフ]へ設

定した場合は HDD が満杯になると録画が停止してしまいますので、定期的に HDD が満

杯ではないかを確認し、満杯による録画停止にご注意下さい。 

 

 

 

4.1.6 起動ウィザード - メインモニタ出力解像度 
モニターに一致する出力解像度を選択します。NVR は、出力解像度設定の自動認識が有効化されて

いるとシステムの起動時にモニターの最適な解像度に合わせて出力解像度を自動的に調整すること

をサポートします。詳しくは、「5.6.2.1 画面出力（ライブ出力）」をご覧ください。 
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4.1.7 起動ウィザード – モバイル 
P2P 有効がオンの場合には “P2P ID” 及び P2P ID の “QR コード” がこの画面で表示されます。P2P に

ついては「5.4.5 P2P」をご参照ください。 

※QR コードは P2P スイッチが有効になっている場合に表示されます。 

（P2P オフの場合 表示例） 

 

 

（P2P オンの場合 表示例） 
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4.1.8 起動ウィザード - 概要 
 

開始ウィザードで設定したシステムの概要情報を確認し、ウィザードを終了できます。 

次回システムを再起動したときにウィザードの起動を表示しない場合は、[次回このウィンドウを表示しない]

チェック ボックスをオンにします。[完了]ボタンをクリックして保存して終了します。 
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4.2 ライブビュー画面の概要 

 

 

  

CH 番号 

カメラクイックツールバー 

スタートメニュー 

ステータスアイコン 

タスクメニューバー システム日付＆時間 

通知ポップアップエリア 
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ステータスアイコン： 

これは、NVR が現在録画中であることを示します。 

このアイコンは、カメラが動きを検出したときに表示されます。 

このアイコンは、外部 I/O アラーム デバイスがトリガされていることを示します。 

このアイコンは、HDD が動作するためにエラーであることを示します。 

このアイコンは、HDD がフォーマットされていない状態であることを示します。 

このアイコンは、HDD がいっぱいであることを示します。 

 このアイコンは、HDD が読み取り専用であることを示します。 

 

カメラなし: IP カメラが接続解除されています。 

デコードに失敗しました: NVR は、この種の IP カメラ圧縮規格をサポートしていません。 

 ：クリックして クイック追加 メニューを開き、IP カメラを追加します。 

：現在の IP カメラを編集するにはクリックします。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

50 
 

4.2.1 カメラクイックツールバー 
ライブ表示で、接続されているカメラでマウスの左ボタンをクリックすると、カメラのクイックツールバーが表

示されます。 

 

 
 

 クリックすると、すぐに手動でチャンネルを記録できます。手動で録画が行われると、アイコンは赤色

になります。手動での録画を停止するには、もう 1 度クリックします。 

 クリックすると、現在のカメラ映像のスナップショットが保存されます。スナップショットのキャプチャ画

質・解像度の設定は、5.2.3.1 キャプチャを参照してください。 

 クリックすると、このチャンネルの最新の 5 分間の録画を再生します。 

 クリックして PTZ コントロール パネルに入ります。 

 クリックすると、チャンネルが拡大表示されます。 アイコンが表示されたら、マウスの左ボタンを押し

たままにして、拡大したい領域をドラッグします。 

 クリックしてチャンネルの画像の色を調整します。画像の色相、明るさ、コントラスト、彩度を調整でき

ます。 

 ライブビュービデオストリームを HD と SD の間で切り替えます。HD はメインストリーム、SD は

サブストリームです。 

クリックしてカスタムタグを追加します。 

 NVR で AI 機能がアクティブになっているときに、このアイコンにマウスを合わせると AI 統計が表示

されます。 
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4.2.2 タスクバー 

 

  [スタート] メニューを開きます。 

 ライブビュー用に別のレイアウトを選択する場合に使用します。お使いの機種で選択可

能な画面分割数，レイアウトは異なります。 

 ライブビュー用のレイアウトを選択するには、このアイコンをクリックします。お使いの機種で選

択可能な画面分割数，レイアウトは異なります。 

  

 シーケンス機能によるチャンネルの表示が開始されます。 

 クイック再生。このアイコンをクリックすると、当日の初めからすべてのチャンネルの最新の録

画を再生します。または、▲をクリックして最新の 5 秒、10 秒、30 秒、1 分、5 分の再生を選択

することができます。 

  クリックして音量を調整します。 

クリックすると、すべてのチャンネルのライブ画面のストリーム切替え（メインストリーム/サブス

トリーム）ができます。 

  クリックすると、アスペクト比（オリジナル又はストレッチ）を選択できます。 

 
クリックすると、 “バランス”，“スムーズ”からビューを選択ができます。IP-CH の受信バッファ

が変化します。表示エフェクトモードは、ライブ画面だけ影響しますが、録画品質には影響しま

せん。（XVR モードのみの機能です） 

 

 手動記録および手動アラームの開始または停止。 

 システム情報、チャンネル情報、レコード情報、ネットワーク状態を表示します。 

 このアイコンは、ネットワークが切断されている場合に表示されます。 

このアイコンは、ネットワークが接続されている場合に表示されます。 

注意： アイコンはグローバルネットワークへ接続されていない場合は表示されません。 

 

：映像のアスペクト比で表示します。 

：画面（CH 枠）のアスペクト比で表示します。 

：受信バッファは比較的小さめで動作します。 

：受信バッファは比較的大きめで動作します。 
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4.2.3 スタートメニュー 
スタートメニューを使用すると、スイッチユーザー、検索＆再生、システム設定メニューの入力、画面のロック

とロック解除、シャットダウン、再起動、システムのログアウトを行うことができます。 

現在のログインユーザー。マルチユーザーを有効にするには、 5.6.3 

マルチユーザーをご覧ください。 

検索と再生。第 6 章の検索、再生、バックアップの詳細をご覧くださ

い。 

NVR システムの設定。 第 5 章の NVR システムの設定をご覧くださ

い。 

ロックとロック解除画面。 4.2.3.1 画面のロック解除とロックをご覧くだ

さい。 

システムをシャットダウン、再起動、ログアウトします。4.2.3.2 シャット

ダウンをご覧ください。 

 

4.2.3.1 画面のロック解除とロック 
デフォルトで 1 分間 NVR のメニュー操作が無い場合は、画面は不正な OSD

操作を保護するためにロックされます。 

必要に応じて、画面操作を手動でロックすることもできます。これを行うには、

スタートメニューに移動し “画面ロック”をクリックします。 

システムがロックされている場合は、 “ロック解除”をクリックしてシステム

のロックを解除し、操作を行うことができます。 
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4.2.3.2 シャットダウン 
 

スタートメニューから [シャットダウン] ボタンをクリックし、処理方法を選択します。 [OK]ボタンをクリックす

ると、認証のために管理者パスワードを入力する必要があります。 

  

  

“ログアウト” を選択すると、ライブ表示画面が消えます。さらに操作を行うには、システムにログインする

必要があります。ユーザーを選択する場合はパスワードログインする必要がございます。パスワードログ

イン画面へ切替える場合は ボタン をクリックします。 

ロック解除パターンでのログインの場合は “admin” でのログインとなります。 
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第 5 章 NVR システムの設定 

メインメニューより NVR のチャンネル，録画設定，アラーム，ネット，ストレージ管理，システム, AI 等の各

種設定画面へアクセスすることができます。 

 
 

＜メインメニューパネル表示方法＞ 

方法１： ライブ画面上で右クリック。 

 

方法２： [スタート]メニュー をクリック  → 
 [設定] をクリック。 

 
 

＜メインメニューパネル表示取消方法＞ 

方法１： ライブ画面上のメインメニューパネルエリア外で右クリック。 

     
 

方法２： メインメニューパネル右上「×」をクリック。 

 

注意：メインメニューパネルエリア内で右クリックした

場合はメインメニューパネル表示取消はできま

せん。 
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5.1 チャンネル 
このセクションでは、ライブビュー表示，IP カメラの管理，IP カメラの画像の調整，PTZ 設定，モーション設

定，変換モードなど接続カメラの設定をすることができます。 

 

 

注意：IP カメラの登録が済みましたら、状態表示をご確認ください。 
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5.1.1 IP チャンネル 

注意：[TNV-R4PW]の 端子、[TNV-R8PW]，[TNV-R16PW]の 端子といった非 PoE 端

子側のネットワークへ属する IP カメラは、 [スイッチモード]が “手動モード”の CH へ登録が可

能です。 

 

ボタン:  IP カメラへの接続情報入力画面等でプロトコル別に予め入力されるユー

ザー名とパスワードを設定可能です。 

 
  

“POE”表示はその CH が

PoE ポートへマッピングされて

いることを示します。 
“POE”非表

示はその CH

が非 PoE

ポートへマッ

ピングされて

いることを示

します。 
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ⅰ． 非 PoE 端子側のネットワークへ属する IP カメラの登録手順 

①図中 A のエリアで登録先チャンネルの[編集]列の ボタンをクリックして IP カメラの接続情報画

面で[スイッチモード]を “手動モード”へ設定します。 

 

➁[スイッチモード]が “手動モード”となっている CH が 1 つ以上存在するようになると、 ボタン

がクリックできるようになります。 ボタンをクリックして非 PoE 端子側のネットワークへ属す

る IP カメラを検索します。同じネットワークセグメント内の IP カメラが検索されます。 

 

③ 追加する IP カメラ検索結果より選択して、 ボタンをクリックすると IP カメラ追加の画面が表

示されます。 ボタンをクリックして NVR へ選択した IP カメラを追加できます。 

 

・IP アドレス/ドメイン :IP カメラの IP アドレスまたはドメイン 

・カメラ名: IP カメラの名前 
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・ポート: IP カメラのポート 

・プロトコル:ドロップダウンメニューから IP カメラのプロトコルを選択します。 

 

・ユーザー名:  IP カメラのユーザー名 

・パスワード: IP カメラのパスワード 

・チャンネルのバインド: 登録先 CH を選択します。 

 

また、 ボタンをクリックして、個々の IP カメラを 1 台に追加することもできます。 

 

 

④ IP カメラが追加されたことを御確認下さい。 

 

⑤ また、登録済み IP カメラの[編集]列の ボタンをクリックしますと、登録済み IP カメラの接

続情報を編集可能です。 
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非 POE の CH 設定 

項目 内容 

チャンネル 編集中の CH 番号が表示されます 

スイッチモード 

（非 PoE ポートへのマッピングを維持するために

“手動モード”のままにします。 “自動モード”へ変

更しますと非 PoE ポートへのマッピングが解除さ

れ、同時に現在の IP カメラの登録は削除されま

す） 

POE モード 
（この場合、非 PoE ポートへマッピング中ため PoE

機能は使用されません。“自動”のままにします） 

カメラ名 IP カメラ名 

IP アドレス/ドメイン IP カメラのアドレス又はドメイン 

サブネットマスク IP カメラのサブネットマスク 

ポート IP カメラのポート 

プロトコル 

IP カメラのプロトコルを次から選択可能です。 

 

ユーザー名 IP カメラのユーザー名 

パスワード IP カメラのパスワード 

 

⑥ ボタンについて： クリックすると先ずネットワークの IP カメラ検索が行われ、“IP アドレ

ス/ドメイン”の若番順で全ての空の非 POE の CH チャンネルへ IP カメラの追加ができます。[ポー

ト]，[プロトコル]で登録対象の IP カメラを絞ることができます。 
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⑦ ボタンについて: 追加された IP カメラは、その IP アドレスが NVR と同じ

ネットワークセグメントになければ接続できません。 を使用することで追加

されたすべての IP カメラへ IP アドレスを再割り当てすることができます。 

 

注意：追加されたすべての IP カメラへ を使用して IP アドレスの再割り当

てを行うには、それらすべての IP カメラのユーザー名とパスワードが同じである必要がご

ざいます。 

 

⑧ ボタンについて： 追加済みの非 POE の CH チャンネルの IP カメラをチェックし

て ボタンをクリックしますと、その IP カメラ CH の登録を解除します。 アイコ

ンも同じ機能を提供いたします。 
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⑨ アイコンについて： 複数のストリームが存在する場合に検索結果の編集列へ表示されます。

ご登録の際は登録対象のストリームを御選択ください。 

 
 

⑩ アイコンについて： IP カメラ自体の設定を修正可能です。 

 
 

 

ⅱ． PoE 端子へ接続した IP カメラの登録手順（PoE 給電機能の使用有無は問いません） 

① 下側のエリアで[編集]列の ボタンをクリックして IP カメラの接続情報を編集可能です。 

 
  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

62 
 

POE モードの CH 設定 

項目 内容 
スイッチモード： 

自動モード 

スイッチモード： 

手動モード 

チャンネル 編集中のチャンネル番号 

スイッチモード “自動モード”，“手動モード”を選択します。 

POE モード 

“自動”，“EPOE”から選択します。“EPOE”は給電距離が延長されますが、

通信帯域が 10Mbps へ制限されます。“自動”の最大帯域幅は 100Mbps

です。IP カメラが 100 メートルより長い RJ45 ケーブルを介して PoE で給電

されているときに“自動”で接続の問題が発生した場合は、安定した接続の

ために“EPOE”をお試しください。 

 

カメラ名 IP カメラ名 （自動設定されます） 編集可能です 

IP アドレス/ドメイン 
IP カメラのアドレス又はドメ

イン 
（自動設定されます） 編集可能です 

サブネットマスク IP カメラのサブネットマスク （自動設定されます） 編集可能です 

ポート IP カメラのポート （自動設定されます） 編集可能です 

プロトコル 

IP カメラのプロトコルを次

から選択します。 

 

（自動設定されます） 編集可能です 

ユーザー名 IP カメラのユーザー名 （自動設定されます） 編集可能です 

パスワード IP カメラのパスワード （自動設定されます） 編集可能です 

 

注意：１つの PoE ポートに 1 台の IP カメラのみを接続できます。PoE ポートにスイッチまたはルー

ターを介して複数のカメラを接続しないでください。 

 

➁ アイコン： IP カメラへの接続情報を編集可能です。 
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③ アイコンについて： IP カメラ自体の設定を修正可能です。 

 
 

④  アイコン： 登録のある IP チャンネルの状態列へ表示されます。緑色アイコンの場合は

IP カメラの映像を確認できます。グレーアウトしている場合は IP カメラへ接続できないことを示しま

す。この場合はネットワーク環境，ネットワークの設定状況，IP カメラの設定状況をご確認下さい。 
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⑤ : 画面下部のこの“表示”をチェックしますと、登録されている IP カメラチャンネルのパ

スワード列が追加され、登録されている IP カメラチャンネルのパスワードを一覧表示できます。 
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5.1.2 POE 電源 
本機 PoE ポートの PoE 使用状況が確認できます。 
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5.1.3 ライブ 
カメラパラメータを設定します。 

 
 

チャンネル：チャンネル番号 

設定： アイコンをクリックして設定します 

 

注意：IP カメラが対応していない項目（機能）は御利用いただけません。 
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設定するチャンネルを選択する 
 

カメラに名前を付ける 

カメラに表示する日付形式 
 

カメラ用に表示する時刻形式 

フリッカー周波数 

ライブビュー画面でカメラ名を表示する場合チェッ

クボックスをオンにする 
システム時刻をライブビュー画面で表示する場合

チェックボックスをオンにする 

この CH の色合いを調整する 

この CH の色の明るさを調整する 

この CH の明暗差を調整する 

この CH の色の濃さを調整する 

この CH の輪郭強調を調整する 

この [初期化]ボタンは、その CH の“色

相”, “明るさ”, “コントラスト”, “彩度”, 

“シャープネス”のみをデフォルトの値へ戻

す場合に使用します。 

 

 

 

 

 

設定を保存するには[適用]をクリックし、マウ

スの右ボタンをクリックして終了します。 

 

  

注意：「非表示」を有効にした場合、VGA，HDMI 出力に対してのみ有効です。Web クライアント等

のネットワークアクセスした場合には「非表示」を有効にしたチャンネルであっても非表示と

なりませんのでご注意ください。 
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5.1.4 イメージ設定 
このメニューでは、サポートされている IP カメラのイメージ設定を制御できます。 

 
 

 

 

  
設定： アイコンをクリックして設定します。 

チャンネル：チャンネル番号 

設定するチャンネルを選択します。 

IR カットフィルタモードを選択します。 

IR カットスイッチングの遅延時間。 

左右反転と上下反転を有効にする場合はオンにします。 

画面の回転角度を設定します。 

路地，廊下監視用モードです。アングルとアスペクト比

が路地や廊下の監視に特化しております。 

3D ノイズリダクション機能を有効または無効にします。 

明るい光源で暗闇の中で撮影するとき、自動的にビデオの明るさ

とコントラストを調整することを可能にします。 

ホワイトバランスを設定します。 

シャッターモードを設定します。 

カメラの露出時間を選択します。 

（フリッカーレス）はここで設定可能です。 

IR-LED を設定します。 

IR-LED 照度を設定します。 
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5.1.5 PTZ 設定 
このメニューでは、ドームカメラの PTZ(パン チルト ズーム)設定を行うことができます。 

設定の際はカメラの説明書をご覧ください。 

 

チャンネル: チャンネル番号 

信号タイプ: デジタル又は、RS-485 を用いる場合にはアナログを選択します。 

プロトコル: プロトコルがアナログの場合に設定します。PTZ 対応カメラと NVR 間の通信プロトコルを選

択します。 “Pelco-D”，“Pelco-P”が選択可能です。 

ボーレート:  プロトコルがアナログの場合に設定します。NVR から PTZ 対応カメラに送信される情報の速

度を設定します。PTZ 対応カメラの互換性レベルと一致していることを確認します。 

データビット/ストップビット:  プロトコルがアナログの場合に設定します。NVR と PTZ 対応カメラの間の

情報は、個別のパッケージで送信されます。 データビットは送信されたビット数を示し、ストッ

プビットはパッケージの終了と次の (情報) パッケージの先頭を示します。データビットで使用

可能なパラメータは、8、7、6、5 で、ストップビットで使用可能な値は 1 または 2 です。   

パリティ: プロトコルがアナログの場合に設定します。エラーチェック用です。この設定を構成するには、

PTZ 対応カメラのマニュアルを参照してください 。 

アドレス: プロトコルがアナログの場合に設定します。PTZ システムのコマンドアドレスを設定します。各

PTZ 対応カメラは、適切に一意のアドレスを必要とすることに注意してください。 
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5.1.5.1 PTZ 制御（操作） 
PTZ の設定が終了したら、PTZ 機能を使用して PTZ カメラを制御できます。 

 
 

1) ライブ表示画面のチャンネル上でマウスを左クリックして カメラクイック ツールバーを開き 、PTZ コ

ントロールアイコンを選択 します。 

 

2) PTZ 操作パネルを操作します。 

 

No. アイコン アイテム 形容 

1 
 

チャン 

ネル 
PTZ カメラのチャンネルを選択します。 

2 
 

ステップ数 
＋，－ボタンをクリックした際の 1 クリックのステップ数

を選択できます。 

3 
- ズーム + ズーム クリックしてズームイン/アウトします。 

- 焦点+ フォーカス クリックしてフォーカスを調整します。 

4 
 

自動焦点 オートフォーカスするにはクリックします。 

5 
 

復旧 デフォルトへ戻します。 
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5.1.6 モーション: パラメータ設定 
このメニューでは、モーション検知のパラメータを設定できます。 

モーション検知時のカメラ映像/画像が添付された E メールアラートを送信したり (このオプションが有

効になっている場合)、スマートフォンアプリを介してプッシュ通知を送信したりすることが可能となりま

す。 

 

設定: アイコンをクリックして設定画面へ移動します。 

スイッチ: モーション検出を有効または無効にします。 

感度: 感度レベルを設定します。レベル 1 は最低感度レベル、レベル 8 は最高感度レベルです。 

モーション検出領域: モーション検出する範囲の透明ブ

ロックをクリックまたはドラッグして赤いブロックへ設定

します。赤いブロックは検出される領域です。赤いブ

ロックをクリックまたはドラッグすると透明ブロックとなり

ます。透明ブロックの部分は検出されない領域です。 

[すべて選択]をクリックするとすべてのブロックが赤い

ブロックとなり、全ての領域が検出領域となります。 

[すべてクリア]をクリックするとすべてのブロックが透明

ブロックとなり、全ての領域が未検出領域となります。 

ターゲット検知： 本機のモーション機能はモーションの検知対象を

設定可能です。既定値の“モーション”をご選択の

場合は全ての物体のモーション（従来のモーショ

ン機能をご利用の場合は“モーション”をご選択下

さい）を検知します。 

 

設定が完了したら、マウスの右ボタンをクリックして戻り、[適用]をクリックしてエリア設定を有効にします。 
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5.1.6.1 モーション: アラーム設定 
[ アラーム ]ボタンをクリックして、動き検出アラーム機能を設定します。 

 

ブザー  :NVR は、アラーム音を発するために、その内部ブザーを使用することができます。モーション

が検出された場合、ブザーの継続時間を秒単位で設定できます。 

アラーム出力:NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで設

定します。 

ラッチタイム:動きが検出された場合の外部アラーム時間を設定します。 

録画 : アイコンをクリックし、モーション検出がトリガされたときに記録するチャンネルを選択します。 

 
録画継続時間: イベント発生後、NVR が記録を継続する期間を設定できます。 

推奨される録音時間は 30 秒ですが、最大 5 分まで設定できます。 

メッセージ表示 : モーションが検出されたときに、ライブビュー画面に アイコンを表示する場合は

チェックボックスをオンにします。 

メール送信: モーションが検出されたときに、NVR に自動でメールを送信させることができます。メー

ルの設定については 5.4.3 メールをご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内でモーションが

検出されると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアップ

ロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラウドスト

レージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドストレー

ジ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定については、「5.3.8 音声警

告」を参照ください。 
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5.1.7 人感センサー：パラメータ設定 
（使用しません） 

5.1.7.1 人感センサー：アラーム設定 
（使用しません） 
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5.1.8 プライバシー設定 
このメニューでは、映像へプライバシーゾーンを作成できます。カメラ映像上の任意のサイズと場所へ最

大 4 箇所 のプライバシーゾーンを作成できます。 

プライバシーゾーンを有効 にして、必要なゾーン数を選択します。ゾーンは「赤いボックス」として表示さ

れます。赤いボックスの端をクリックし、任意のサイズにドラッグしてプライバシーゾーンを作成します。 

 

注意： 設定したプライバシーゾーンの領域は、ライブビューと録画ビデオの両方で有効になります。 

注意：IP カメラがこの機能へ対応している必要がございます。 
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5.1.9 インテリジェント機能 

インテリジェント機能には、以下の機能があります。 

 エリア侵入検知（PID: Perimeter Intrusion Detection） 

 ラインクロス（ライン侵入）検知（LCD: Line Crossing Detection） 

 人＆車両検知（PD&VD: Human&Vehicle Detection） 

 物体検知（SOD: Stationary Object Detection） 

 顔認識（FD: Face Detection） 

 人・車カウント（CC: Cross Counting） 

 音声検知（Sound Detection） 

 妨害検知（Video Tampering） 

 人・車カウント統計（Cross Counting Statistics） 
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注意：IP カメラが未対応の機能はご利用いただけません。 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

注意：インテリジェントの各機能には同時使用が不可能な組合わせがございます。詳しくは下の表をご覧

ください。この表はインテリジェント各機能を使用した場合の同時使用可否を示したものです。例え

ば、“音声検知”と“PID（エリア侵入検知）”は同時使用が可能ですが“PID（エリア侵入検知）”と FD

（顔認識）”は同時使用不可であることを示しています。 

 

  Ｂ 

 
インテリジェ

ント各機能の

同時使用可

否一覧 

エリア

侵入検

知 

（PID） 

ラインク

ロス検知

（LCD） 

人＆車両

検知

（PD&VD） 

物体検知 

（SOD） 

顔認識

（FD） 

人・車

カウン

ト 

（CC） 

音 

声 

検 

知 

妨

害 

検

知 

Ａ 

エリア侵入検

知 

（PID） 

 ○ × × × × × ○ 

ラインクロス

検知（LCD） 
○  × × × × × ○ 

人＆車両検知

（PD&VD） 
× ×  × × × × ○ 

物体検知 

（SOD） 
× × ×  × × × ○ 

顔認識（FD） × × × ×  × × ○ 

人・車カウン

ト 

（CC） 

× × × × ×  × ○ 

音声検知 × × × × × ×  ○ 

妨害検知 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  
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5.1.9.1 エリア侵入検知 (PID) 
 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

 

エリア侵入検知(PID)機能は、事前定義された仮想エリアに出入りする人，車両，その他のオブジェクトを

検出し、アラームがトリガされたときに特定のアクションを実行できます。 

エリア侵入検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

エリア侵入検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 

チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ : エリア侵入検知 (PID)機能を有効または無効にします。 
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ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。エリア侵入検知 

(PID)が検出された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

感度: 感度レベルは 1～4 です。感度が高いほど、検出をトリガしやすくなります。 

録画継続時間: イベントが発生した後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力:NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: エリア侵入検知(PID)がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色字

：トリガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内でエリア侵入検知 

(PID)が検出されると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

録画: アイコンをクリックし、PID(エリア侵入検知) 検出がトリガされたときに録画するチャンネルを選

択します。 

 
FTP 画像送信/FTP 動画送信: エリア侵入検知(PID)されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サー

バにアップロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: エリア侵入検知(PID)されたときに、チャンネルの映像/画像をク

ラウドストレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウ

ドストレージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定については、

「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

設定: アイコンをクリックしてセットアップ ページに移動します。 

 

 

1. 規則番号で対象のエリア侵入検知 (PID)エリアを選択します。最大 4 つの領域が設定できます。 

2. [規則スイッチ]を へトグルして検出を有効にします。 
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3. [規則タイプ] ルールの種類を選択します。 

A->B  : NVR は、A 側から B 側への越境のみを検出します。 

B->A  : NVR は、B 側から A 側への越境のみを検出します。 

A<->B: NVR は、B 側から A 側の越境と、A 側から B 側への越境を検出します。 

4. 仮想エリアを描画するにはマウスを使用して、カメラの画像内の 4 ポイントをクリックします。領域の

形状は凸形状のポリゴンである必要があります。凹形状のポリゴンは保存できません。 

5. 保存するには[保存]をクリックします。 

6. 仮想エリアの位置や形状を変更する場合は、線の赤いボックスをクリックすると、仮想エリアの境界

線が赤い色に変更されます。マウスの左ボタンを長押しして仮想エリアの位置を移動するか、 コー

ナーをドラッグして仮想エリアのサイズを変更します。 

7. カメラ映像から仮想エリアを削除する場合は、その仮想エリアの赤いボックスをクリックし、[削除] ボタ

ンをクリックします。[すべて削除] をクリックすると、すべての仮想エリアが削除されます。 

 

注意：ターゲットがエッジ/コーナーを通過したときに検出を トリガできない可能性があるため、周囲はカメ

ラ映像のエッジ/コーナーに近すぎないようにしてください。 

 

注意：ターゲットが境界外を通過するときに検出を トリガすることができない可能性があるため、領域の形

状は狭すぎたり、小さすぎたりすることはできません 。 
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5.1.9.2 ラインクロス（ライン侵入）検知 (LCD) 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

ラインクロス検知(LCD)機能は、事前に定義された仮想線を横切る人，車両，その他のオブジェクトを検出

し、アラームがトリガされたときに特定のアクションを実行できます。 

ライン侵入検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

ライン侵入検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 

チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ: ラインクロス検知 (LCD)機能を有効または無効にします。 
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ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。LCD(ラインクロス検

知)が検出された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

感度: 感度レベルは 1 ～ 4 です。感度が高いほど、検出をトリガしやすくなります。 

録画継続時間 :イベント発生後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: ラインクロス検知(LCD)がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色

字：トリガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内でラインクロス検知 

(LCD)が検出されると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

録画: アイコンをクリックし、LCD(ラインクロス検知) 検出がトリガされたときに録画するチャンネルを

選択します。 

 

FTP 画像送信/FTP 動画送信: ラインクロス検知(LCD)されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP

サーバにアップロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: インクロス検知(LCD)検出されたときに、チャンネルの映像/画

像をクラウドストレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 

クラウドストレージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定については、

「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

設定:カメラ映像に仮想ラインを描く場合は アイコンをクリックします。  
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1. [規則スイッチ]設定する仮想線の番号を選択します。ラインクロス検知 (LCD)の仮想線は最大 4 本

を描画することができます。 

2. [規則スイッチ]を へして検出を有効にします。 

3. [規則タイプ]を選択します。 

A->B   : NVR は、A 側から B 側への越境のみを検出します。 

B<-A   : NVR は、B 側から A 側への越境のみを検出します。 

A<->B : NVR は、B 側から A 側への越境と A 側から B 側への越境を検出します。 

4. 仮想線を描画するには、マウスを使用してカメラ映像内の 2 箇所をクリックします。 

5. [保存] をクリックして設定を保存します。 

6. 線の位置や長さを変更する場合は、線の赤いボックスをクリックすると、線の色が赤に変わります。

マウスの左ボタンを長押しして線を移動するか、端をドラッグして線の長さまたは位置を変更します。 

7. 設定した線を 1 本削除する場合は、線の赤いボックスをクリックし、[削除] ボタンをクリックします。

[すべて削除] をクリックすると、すべての線が削除されます。 

 

注意：ターゲットが越境した際の トリガ失敗を避けるために、仮想ラインがカメラ映像の端（ふち）に近すぎ

ないようご注意ください。 

注意：ターゲットが通過した際の トリガ失敗を避けるために、仮想ラインをあまりにも短く設定しないようご

注意ください。 
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5.1.9.3 物体検知 (SOD) 
 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

カメラに物体検知 (SOD)機能がある場合は、ここで物体検知(SOD) 機能を設定できます。 

物体検知 (SOD) 機能は、手荷物，財布，危険物などの事前定義された領域に残った物体や紛失物を検

出し、アラームがトリガされたときに特定のアクションを実行できます。 

物体検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

物体検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 
チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ: 物体検知(SOD)機能を有効または無効にします。 
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感度: 感度設定。設定範囲は 1 ～ 4 で、既定値は 2 です。数値が高いほど、検出をトリガしやすくなりま

す。 

ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。物体検知 (SOD)機能

が検知された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

録画継続時間: イベント発生後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

録画: アイコンをクリックし、物体検知 (SOD)検出がトリガされたときに録画するチャンネルを選択し

ます。 

 
ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: 物体検知 (SOD)機能がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色

字：トリガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で物体検知 (SOD)

機能がトリガされると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信:SOD 検出されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアップ

ロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信:SOD 検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラウドストレ

ージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドストレージ

」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定については、

「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 

 
 

1. 規則番号：設定する仮想領域の番号を選択します。物体検知 (SOD) 機能には最大 4 つの領域が設

定できます。 
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2. 規則スイッチ： へして検出を有効にします。 

3. “規則タイプ”を選択します。 

置き去り: NVR は、残った物体のみを検出します。 

持ち去り:NVR は失われた物体だけを検出します。 

置き去り& 持ち去り:NVR は、残った物体と失われた物体の両方を検出します。 

4. 仮想領域を描画するには、マウスを使用してカメラ映像内の 4 箇所をクリックしてください。領域の形状

は凸形状ポリゴンである必要があります。凹形状ポリゴンは保存できません。 

5. [保存]をクリックして設定を保存します。 

6. 領域のサイズを調整する場合は、線の赤いボックスをクリックすると、領域の境界線が赤い色に変更さ

れます。マウスの左ボタンを長押しして領域全体を移動するか、 コーナーをドラッグして領域のサイズを

変更します。 

7. カメラ映像から領域を削除する場合は、その領域の赤いボックスをクリックし、[削除]ボタンをクリック

します。[すべて削除] をクリックすると、すべての領域が削除されます。 

 

注意：検出エリアは、検知対象の物体のサイズ以上で内包していなければなりません。 

注意：検知対象の物体を、覆ったり，遮ったりしてはいけません。 
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5.1.9.4 人＆車両検知 
 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

 

人＆車両検知機能は、事前に定義された仮想エリア内の移動する人を検出し、アラームがトリガされた

ときに一連のアクションを実行することができます。 

人検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

人検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 

 

チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ: 人＆車両検知機能を有効または無効にします。 
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ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。人＆車両検知検出

がトリガされた場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

録画継続時間: イベント発生後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

録画: アイコンをクリックし、人＆車両検知検出がトリガされたときに録画するチャンネルを選択し

ます。 

 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイム

で設定します。 

メッセージ表示: 人＆車両検知がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色字：トリ

ガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で人＆車両検知が

トリガされると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信: 人＆車両検出されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバに

アップロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: 人＆車両検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラウド

ストレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドス

トレージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定について

は、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 

1. チャンネル：設定するチャンネルを選択します。 
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2. スナップモード：“初期化”，“リアルタイムモード”，“インターバルモード”から選択します。“インター

バルモード”をご選択の場合は“スナップ番号”，“スナップ間隔” の項目が表示されますのでこれら

も設定します。 

 

3. 最小ピクセル：検出する顔の最小サイズを指定します。システムはこの指定値より大きい顔を検出す

るように動作します。数値入力以外にも、右側の映像エリア内緑枠右下黄色ポイントをドラッグして

直感的に指定することも可能です。 

4. 最大ピクセル：検出する顔の最大サイズを指定します。システムはこの指定値より小さい顔を検出す

るように動作します。数値入力以外にも、右側の映像エリア内緑枠右下黄色ポイントをドラッグして

直感的に指定することも可能です。 

5. 感度：感度を 1～100 の間で設定します。 

6. 検知タイプ：検知対象をチェックします。 

 

7. 検知モード：“静的モード”，“モーションモード”から選択します。 

8. 検知範囲： “全画面”又は“カスタマイズ”から選択し、“カスタマイズ”で検出エリアを任意に設定可

能です。“カスタマイズ”の検出エリアは右側映像エリアへ赤枠で示されます。赤枠の 4 角にある■

をドラッグして対象エリアを設定します。 

9. [保存] をクリックして設定を保存します。 

 

注意：検出領域は、人が到達できない領域にあってはなりません。 

注意：検出領域内へ完全に人体の全てが入っている人のみ検出されます。 

 
  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

89 

5.1.9.5 顔認識(FD) 
 

注意：各種パラメータ設定後は所望する動作であるかをご確認ください。 

 

カメラに顔認識(FD)機能がある場合は、ここで顔認識(FD)機能を設定できます。 

顔認識(FD)機能とは設定したパラメーターに則って人物の顔を検知する機能です。また、顔認識(FD)検

出機能がトリガされたときに一連のアクションを実行できます。 

顔認識の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

顔認識のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 
チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ: 顔認識(FD)機能を有効または無効にします。 

ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。顔認識(FD)機能が検知

された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

録画継続時間: イベント発生後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

録画: アイコンをクリックし、顔認識(FD)検出がトリガされたときに録画するチャンネルを選択します。 
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ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイム

で設定します。 

メッセージ表示: 顔認識(FD)機能がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色字：ト

リガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示:（メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で顔認識(FD)機能

がトリガされると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信: 顔認識(FD)されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアッ

プロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: 顔認識(FD)検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラ

ウドストレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウ

ドストレージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定について

は、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 
1. スナップモード：“最適モード”，“リアルタイムモード”，“インターバルモード”から選択します。“イン

ターバルモード”をご選択の場合は“スナップ番号”，“スナップ間隔” の項目が

表示されますのでこれらも設定します。 
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2. アングル： “フロントビュー” ，“マルチアングル” ，“カスタマイズ”から選択します。“カスタマイズ”を

ご選択の場合は“Roll 範囲”，“Pitch 範囲”，“Yaw 範囲”，“ぼかし”の項目が表示されま

すので設定します。 

 

3. 最小ピクセル：検出する顔の最小サイズを指定します。システムはこの指定値より大きい顔を検出す

るように動作します。数値入力以外にも、右側の映像エリア内緑枠右下黄色ポイン

トをドラッグして直感的に指定することも可能です。 

4. 最大ピクセル：検出する顔の最大サイズを指定します。システムはこの指定値より小さい顔を検出す

るように動作します。数値入力以外にも、右側の映像エリア内緑枠右下黄色ポイン

トをドラッグして直感的に指定することも可能です。 

5. 顔強調：高度なフィルターを用いて顔の解像度を上げます。 

6. 顔特徴：属性検出（性別/年齢/マスク/眼鏡/表情）の有効/無効。 

7. 検知モード：“静的モード”，“モーションモード”から選択します。 

8. ルールの種類：“四角形”，“ライン”から選択します。 

9. 検知範囲：ルールの種類で“四角形”をご選択の場合は、“全画面”，“カスタマイズ”から選択し、“カ

スタマイズ”で検出エリアを任意に設定可能です。ルールの種類で“ライン”をご選択の

場合は仮想ラインを設定して、“A->B”，“B->A”から選択します。 
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(検知範囲 設定例) 

 

10. [保存]をクリックして設定を保存します。 

 

注意：検出領域は、人が到達できない領域にあってはなりません。 

注意：検出領域内へ完全に顔の表面の全てが入っている場合のみ検出されます。 
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5.1.9.6 人・車カウント(CC) 
カメラに人・車カウント(CC)機能がある場合は、ここで人・車カウント(CC)機能を設定できます。人・

車カウント(CC)機能は、仮想ラインを越えて移動する人又は車をカウントします。「人・車カウント統

計（Cross Counting Statistics）」で、時間帯別・移動方向別の統計情報を閲覧可能です。 

人・車カウントの設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

人・車カウントのアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 
チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ:  人・車カウント(CC)機能を有効または無効にします。 

感度 : 感度を設定します。設定範囲は 1 ～ 4 で、既定値は 2 です。数値が高いほど、検出をトリガし

やすくなります。 

ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。人・車カウント(CC)機

能が検知された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

録画継続時間: イベント発生後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 
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録画: アイコンをクリックし、人・車カウント(CC)検出がトリガされたときに録画するチャンネルを選択し

ます。 

 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: 人・車カウント(CC)機能がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色

字：トリガ録画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示:（メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で人・車カウント

(CC)機能がトリガされると、そのチャンネルが全画面表示されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信: 人・車カウント(CC)したときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバ

にアップロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: 人・車カウント(CC)したときに、チャンネルの映像/画像をクラウ

ドストレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウド

ストレージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定について

は、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 

 
 

1. アラーム番号：設定する仮想ラインの番号を選択します。人・車カウント(CC)機能には最大 1 つの領

域が設定できます。 

2. タイプ：カウント対象を“人”，“車両” ，“Non-mortorized Vehicle” から選択します。 

3. 開始時間：カウントの開始時間を設定します。 

4. 終了時間：カウントの終了時間を設定します。 

5. [カウントをリセット]：カウントをリセットするにはこのボタンをクリックします。 

6. 規則番号：設定する仮想ラインの規則番号を選択します。人・車カウント(CC)機能には最大 1 つの

領域が設定できます。 
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7. 規則スイッチ： へして検出を有効にします。 

8. 仮想ラインを描画するには、マウスを使用してカメラ映像内の 2 箇所をクリックします。 

9. 規則タイプを選択します。 

・A->B  : NVR は、A 側から B 側への越境のみを検出（カウント）します。 

・B<-A : NVR は、B 側から A 側への越境のみを検出（カウント）します。 

・A<->B: NVR は、B 側から A 側への越境と A 側から B 側への越境を検出（カウント）します。 

10. [保存] をクリックして設定を保存します。 

11. 仮想ラインの位置や長さを変更する場合は、仮想ラインの赤いボックスをクリックすると、仮想ライ

ンの色が赤に変わります。マウスの左ボタンを長押しして仮想ラインを移動するか、端をドラッグして

仮想ラインの長さまたは位置を変更します。 

12. カメラ映像から仮想ラインを削除する場合は、その仮想ラインの赤いボックスをクリックし、[削除]ボ

タンをクリックします。[すべて削除] をクリックすると、すべての仮想ラインが削除されます。 

13. [マーキング]：有効にすると、検知した際に検知物をマーキング表示します。 

 

注意：仮想ラインをカメラ映像の端（ふち）に設定しないでください。正しく トリガできない可能性が

ございます。 

注意：仮想ラインは検出対象が交わる範囲へ設定する必要がございます。 

注意：仮想ラインを短く設定しないでください。正しく トリガできない可能性がございます。 

 

 

5.1.9.7 人・車カウント統計（Cross Counting Statistics）で人・車カウントの統計情報を検索して表示する

ことが可能です。 
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5.1.9.7 人・車カウント統計（Cross Counting Statistics） 

人・車カウント（CC）機能の結果を指定した条件で集計して閲覧が可能です。クロスイン（Cross In），

クロスアウト（Cross Out）それぞれの場合で、集計期間を年/月/週/日別で指定してチャンネル別

に照会することができます。 
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5.1.9.8 インテリジェント機能のスケジュール設定 
インテリジェント内の各種検知機能を有効にするには、インテリジェントのスケジュールを設定する必要

があります。 

注意：インテリジェントの音声検知につきましては、音声検知のライトスケジュールで動作致します

のでご注意ください。   

※インテリジェントのスケジュール設定は音声検知機能に対して無関係です。 

 

 

スケジュールは上図の画面で各ブロックを用いて指定します。 

スケジュールを設定するには、チャンネルを選択し、マウスでカーソルをクリックまたはドラッグしてブ

ロックを青空色のブロックへします。青空色のブロックはインテリジェント検出が有効になります。青空

のブロックをマウスでカーソルをクリックまたはドラッグすると黒色ブロックとなります。黒色ブロックの

部分はインテリジェント検出が無効になります。 

他のチャンネルでも同じスケジュールを使用する場合は、コピー機能を使用します。[適用] をクリックし

て設定を保存します。 
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5.1.9.9 音声検知 
音声検知機能は音程の上昇・下降や音の強さ（大きさ）をトリガします。検出がトリガされたときに特定の

アクションを実行できます。 

注意：インテリジェントの音声検知につきましては、音声検知のライトスケジュールで動作致しますの

でご注意ください。   

※インテリジェントのスケジュール設定は音声検知機能に対して無関係です。 

音声検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

音声検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 

 

 

チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ : 音声検知機能を有効または無効にします。 
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ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。音声検知がトリガさ

れた場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

上昇: 音程の上昇を検知する場合は有効にします。 

上昇感度: 音程の上昇感度レベルを 1～100 の間で設定します。感度が高いほど、検出をトリガしやすく

なります。 

音の強さ: 検出する音の大きさを 1～100 の間で設定します。大きさが小さいほど、検出をトリガしやすく

なります。 

下昇: 音程の下昇を検知する場合は有効にします。 

下昇感度: 音程の下昇感度レベルを 1～100 の間で設定します。感度が高いほど、検出をトリガしやすく

なります。 

ライトスケジュール: このチャンネルに対する音声検知機能の動作を有効にする場合は該当するマスを

クリック又はドラッグして水色（ ）にします。水色（ ）のマスをクリック又はドラッグし

ますと色なし（ ）のマスになり、その期間の動作は有効になります。 

 

録画継続時間: イベントが発生した後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム動作時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: 音声検知がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色字：トリガ録

画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については、「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で音声検知が検出

されると、そのチャンネルが全画面表示されます。全画面表示期間には録画継続時間が

使用されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信: 音声検知したときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアップ

ロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信: 音声検知したときに、チャンネルの映像/画像をクラウドストレ

ージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドストレー

ジ」を参照してください。 

録画: アイコンをクリックし、音声検知がトリガされたときに録画するチャンネルを選択します。 
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音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定につい

ては、「5.3.8 音声警告」を参照ください。  
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5.1.9.10 妨害検知 
妨害検知機能はカメラが布などで覆われたりした場合にトリガします検出がトリガされたときに特定のア

クションを実行できます。 

妨害検知の設定を行うには、設定の アイコンをクリックします。 

妨害検知のアラームの設定を行うには、 ボタンをクリックします。 
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チャンネル: 構成するチャンネルを選択します。 

スイッチ : 妨害検知機能を有効または無効にします。 

感度: 1～6 の間で設定します。感度が高いほど、検出をトリガしやすくなります。 

ブザー: NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。妨害検知がトリガさ

れた場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

録画継続時間: イベントが発生した後、NVR が録画を継続する期間を設定できます。 

ラッチタイム: 検出がトリガされた場合の外部アラーム動作時間を設定します。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

メッセージ表示: 妨害検知がトリガされると、画面右上に「S」の文字が表示されます。（青色字：トリガ録

画無し，褐色字：トリガ録画あり） 

メール送信: アラームがトリガされた場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については、「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）この機能が有効で、チャンネル内で妨害検知が検出

されると、そのチャンネルが全画面表示されます。全画面表示期間には録画継続時間が

使用されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信:妨害検知したときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアップ

ロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信:動妨害検知したときに、チャンネルの映像/画像をクラウドス

トレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドス

トレージ」を参照してください。 

録画: アイコンをクリックし、妨害検知がトリガされたときに録画するチャンネルを選択します。 

 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定については、

「5.3.8 音声警告」を参照ください。 
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5.2 録画設定 
このメニューでは、録画パラメータを設定することができます。 

 

5.2.1 エンコード 
このメニューで、各ストリームの画質等を設定します。 

一般的に、メインストリームは、HDD に保存される録画ビデオ品質を定義します。サブストリームは、

Web クライアントや CMS など、リモート アクセスを介して表示されるビデオ品質を定義します。モバ

イルストリーム は、スマートフォン デバイス経由でリモートアクセスを介して表示されるビデオ品質を

定義します。 

 

解像度 : 解像度を設定します。 

FPS（フレームレート）: このパラメータは、NVR が記録する 1 秒あたりのフレーム数です。 

ビデオエンコードタイプ:  ‟H.264“または‟H.265”を選択します。 

ビットレート制御:  “可変ビットレート(VBR)”または‟固定ビットレート(CBR)”を選択します。基本的に

は VBR の方がおすすめです。 

＜VBR と CBR について＞ 

動きの少ない映像で VBR なら容量が圧縮でき、動きが多い映像なら CBR の方が安定した容量に

なります。具体的には、灰色の壁のような単純なシーンの場合は、“可変ビットレート(VBR)”を、交

通量の多い通りなどより複雑なシーンには、‟固定ビットレート(CBR)”と使い分ける場合が多いで

す。しかし、CBR の場合、撮影映像に対して設定したビットレート値が低いと（適切でなかった場合）

映像が崩れる場合がございます。このため、基本的には VBR の方がおすすめです。 

ビットレートモード: ビットレートを自分で設定したい場合は、“入力式”を選択します。定義済みのビット

レートを選択する場合は、“選択式”を選択します。 

ビットレート: より高いビットレートでエンコードされた録画は、より良い品質になります。 

推奨範囲 

1024kbps～8192 kbps 

音声:  これをチェックすると録画に音声を含めます。このオプションを選択する場合は、アンプとマイ

クを NVR に接続してご利用ください。 
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ETR:   これをチェックすると、このチャンネルへアラーム用（モーションまたは I/O アラーム）の、最大フ

レームレートとビットレートが設定できます。 

I フレーム間隔:   映像のキーフレーム間隔を設定します。 
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5.2.2 録画 
このメニューでは、チャンネルの録画パラメータを設定できます。 

5.2.2.1 録画 

 

録画スイッチ:  このチャンネルで録画を有効にする場合にチェックを入れます。 

ストリームモード:  録画するストリームを選択します。 [デュアルストリーム] を選択すると、システムは

メインストリームとサブストリームの両方で録画します。 

プレ録画:  これをチェックした場合、アラームイベント発生の 2～3 秒前から録画を開始します。 

ANR:  Automatic Network Recovery。ネットワークが切断されたときに自動的にビデオ録画をカメラの

SD カードに保存する機能です。ネットワークが復元されるとその間のビデオ録画データが NVR

に転送されます。したがって、ネットワークが一時的に失敗してもすべてのビデオ録画が保存され

るように機能します。ANR を使用すると、NVR に"冗長性" が提供されます。この機能を使用する

には IP カメラが ANR 機能へ対応していて且つ DC 電源（POE 電源の場合は ANR 機能が動作し

ません）で動作している必要があります。 

 

 
  

（これは IP カメラのリモート設定画面です） 

IP カメラの 

ANR 機能項目 
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5.2.2.2 録画スケジュール 
このメニューでは、NVR がビデオを録画するタイミングを指定し、各チャンネルの録画モードを定義でき

ます。録画スケジュールでは、通常の(連続)録画、モーション録画、I/O アラーム録画、人感センサー録

画(サポートしている場合)によって、毎日と毎時などのスケジュールを設定できます。録画モードを設定

するには、まず、設定するチャンネルを選択します。録画モードラジオボタン(ノーマル、モーション、IO、

人感センサー)をクリックしてから、マウスでクリックまたはドラッグしてブロックへ色付けます。録画モー

ドラジオボタンの色とブロックの色は対応しています。色付のブロックをクリックまたはドラッグすると黒

色ブロックとなります。黒色ブロックの部分はいずれの録画モードが無効となり録画しません。録画スケ

ジュールを他のチャンネルでも使用する場合は、“コピー機能”を使用します。[適用] をクリックして設定

を保存します。 

 

チャンネル:  チャンネルを選択して、その録画パラメータを設定します。 

連続   :  タイムブロックが緑色に設定されている場合、チャンネルはそのタイムブロックで連続録

画を実行することを示します。 

モーション   :  タイムブロックが黄色でマークされている場合、チャンネルは、その時間帯に

モーションが検出されたときにのみ、チャンネル録画を実行することを示します。 

IO アラーム   :  タイムブロックが赤色に設定されている場合、これは、その時間帯にセンサー

がトリガされたときにのみチャンネル録画を実行することを示します。 

人感センサー   : （この機能は使用しません） 

[録画なし]  :  黒のみのタイムブロックは、いずれの録画スケジュールがないことを意味します。 
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5.2.3 キャプチャ 
このメニューは、画像キャプチャ機能を設定することができます。 

5.2.3.1 キャプチャ 

 

自動キャプチャ:  チャンネルでの自動キャプチャを有効または無効にします。 

ストリーム:  キャプチャするストリームを、メインストリームまたはサブストリームより選択します。 

通常間隔:  通常の録画（連続録画）で画像をキャプチャする時間間隔 。 

アラーム間隔:  モーション，IO アラーム，人感センサーがトリガされたときに画像をキャプチャする時

間間隔。 

アラーム解像度:  モーション，IO アラーム，人感センサーがトリガされたときにキャプチャする画像の解

像度。 

アラーム画質:  モーション，IO アラーム，人感センサーがトリガされたときにキャプチャする画像の画

質。 
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5.2.3.2 キャプチャスケジュール 

 

チャンネル : キャプチャパラメータを設定するチャンネルを選択します。 

連続   : タイムブロックが緑色に設定されている場合、チャンネルはそのタイムブロックの通常の

キャプチャを実行することを示します。 

モーション   : タイムブロックが黄色に設定されている場合、そのチャンネルの画像キャプチャ

は、そのタイムブロックでモーションが検出された場合にのみ実行することを示します。 

IO アラーム   : タイムブロックが赤色に設定されている場合、その時間帯にセンサーがトリガさ

れたときにのみ、そのチャンネルの画像キャプチャを実行することを示します。 

人感センサー   : （この機能は使用しません） 

[キャプチャなし] : 黒のみのタイムブロックは、自動でそのチャンネルの画像をキャプチャしないこ

とを意味しますが、チャンネルで手動キャプチャを実行すると手動で画像をキャ

プチャできます。 
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5.3 アラーム 
このセクションでは、アラームパラメータを設定できます。アラームの動作にはアラームスケジュールの

設定が合わせて必要です。 

5.3.1 モーション 
5.1.6 モーション（パラメータ設定）及び 5.1.6.1 モーション（アラーム設定）をご覧ください。 
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5.3.2 I/O アラーム（外部入力アラーム） 
外部センサーI/O アラームデバイスを接続して NVR を使用します。 

外部アラームを NVR のトリガとして使用可能です。 

 

アラーム入力:  外部入力アラームチャンネル。 

アラームタイプ: センサーの種類に合わせて、ノーマルオープン・ノーマルクローズから選択可能で

す。[オフ] を選択するとその外部入力アラームチャンネルのアラーム入力を無効に

します。 

ブザー  :NVR は、アラーム音を鳴らすのに内部ブザーを使用することができます。外部入力アラーム

チャンネルからトリガが入力された場合、ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。 

アラーム出力: 外部入力アラームチャンネルからトリガが入力された場合、外部出力アラームへアラー

ムを発します。 

ラッチタイム: 外部入力アラームチャンネルからトリガが入力された場合のブザーの鳴り時間を設定で

きます(10 秒、20 秒、40 秒、1 分)。 

チャンネル: アイコンをクリックし、外部入力アラームチャンネルからトリガが入力された場合の録画

するチャンネルを選択します。 

録画継続時間: 外部入力アラームチャンネルからのトリガ入力が終了してからのアラーム録画の持続

時間を設定できます(30 秒、1 分、2 分、5 分)。 

メッセージ表示: 外部入力アラームチャンネルからトリガが入力された場合、チャンネル画面にアラーム

アイコンを表示します。 

メール送信: 外部入力アラームチャンネルからトリガが入力された場合、事前設定されたメールアカウ

ントにメールが送信されます。メールの設定については「5.4.3 メール」をご覧ください。 

全画面表示: （メイン画面出力の SPOT 機能設定）外部入力アラームチャンネルからトリガが入力され

た場合、対応するチャンネルが全画面モードに切り替わります。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアッ

プロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラウドス

トレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドスト

レージ」を参照してください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定について

は、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 
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5.3.3 人感センサー 
（使用しません） 

 

5.3.4 PTZ 連動 
PTZ カメラを接続している場合は、モーションアラーム/外部入力アラーム/人感センサーアラームと

PTZ 連動設定できます。PTZ 連動を使用すると、モーションアラーム/外部入力アラーム/人感セン

サーアラームが発生したときに、PTZ カメラのフォーカスをプリセットポイントに合わせることができ

ます。 

 

スイッチ: PTZ 連動機能を有効または無効にします。 

モーション: チェックされている場合、モーション検出アラームをトリガとして使用します。 

IO アラーム: チェックされている場合、外部入力アラームをトリガとして使用します。 

人感センサー: チェックされている場合、人感センサーをトリガとして使用します。 

PTZ:  アイコンをクリックして、PTZ カメラをプリセットポイントに関連付けます。プリセットポイン

トの設定については、「5.1.5.1 UTC・PTZ 制御（操作）」をご覧ください。 
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5.3.5 異常 
異常イベントについての動作を設定します。 

 

イベントタイプ: 以下のオプションからイベントタイプを選択します。 

- HDD 空き領域なし : HDD がいっぱいのとき。 

- H D D エ ラ ー : HDD が正しく検出されない場合。 

- ビ デ オ ロ ス : カメラが正しく接続されていない場合。 

- ネットワーク接続 : インターネット接続されていない場合。 

スイッチ: そのイベントの監視を有効にするには、このチェックボックスをオン にします。 

ブザー: そのイベントがトリガされたときに NVR は、その内部ブザーを使用してアラーム音を発すること

ができます。ブザーの持続時間を秒単位で設定できます。ブザーを無効にするには、[オフ] を

選択します。 

ラッチタイム:そのイベントがトリガされたときの外部アラームの時間を設定できます（10 秒、20 秒、40

秒、1 分）。 

アラーム出力:そのイベントがトリガされたときに NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。

トリガの出力期間はラッチタイムで設定します。 

メッセージ表示 : そのイベントが発生したときに、メッセージアイコンを画面に表示するには、このチェック

ボックスをオンにします。 

メール送信: そのイベントが発生した場合、事前設定されたメールアカウントにメールが送信されます。

メールの設定については 5.4.3 メールをご覧ください。 

音声警告: イベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。時間帯別で案内

する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。音声警告の設定について

は、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 

 

注意：ネットワーク接続異常の場合は、インターネット接続が再開されるまで全てのメール通知がオフ

になります。 
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5.3.6 アラームスケジュール（リンケージアクションのスケジューリ

ング） 
 

このメニューでは、各チャンネル別に次のアラーム動作（リンケージアクション）に関するスケジュール設

定が可能です。 

 

 アラーム出力（外部アラーム出力） 

 プッシュ（スマートフォンアプリ等、遠隔へのプッシュ通知） 

 FTP アップロード 

 クラウドアップロード 

 （NVR 本体の）ブザー 

 

まず、設定するチャンネルを選択します。 

次に、設定するリンケージアクションのラジオボタン(アラーム出力，プッシュ，FTP アップロード，クラウ

ドアップロード，ブザー)を選択してから、マウスでクリックまたはドラッグしてブロックへ色付けます。色

付のブロックの部分はそのリンケージアクションが動作します。色付のブロックをクリックまたはドラッグ

すると黒色ブロックとなります。黒色ブロックの部分はそのリンケージアクションが無効となり動作しませ

ん。スケジュールを他のチャンネルでも使用する場合は、“コピー機能”を使用します。[適用] をクリック

して設定を保存します。 
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5.3.7 コンビネーションアラーム(Combination Alarm) 
この機能を使用すると、単独の 2 つのアラームを複合させて新たなアラームを作成することが可能で

す。なお、複合元の単独の 2 つのアラームは無効化されます。 

 

アラーム有効:有効/無効を選択します。 

コンビネーション設定(Combination Configure):  アイコンをクリックして、アラームを作成します。 

 

（コンビネーションアラーム作成例 ①） 

NVR 外部 IO アラームがトリガされ、且つ、モーションアラームが

同時にトリガされた場合に発動するアラームを作成した例。この

場合、外部 IO アラームとモーションアラームは単独でトリガ発動

しません。 

 

 

 

 

（コンビネーションアラーム作成例 ②） 

異常音がトリガされ、且つ、モーションアラームが同時にトリガされ

た場合に発動するアラームを作成した例。この場合、異常音と

モーションアラームは単独でトリガ発動しません。 

 

 

 

ブザー  :NVR は、アラーム音を発するために、その内部ブザーを使用することができます。コンビネー

ションアラームがトリガした場合、ブザーの継続時間を秒単位で設定できます。 

アラーム出力: NVR から外部へトリガ発信できます（外部アラーム）。トリガの出力期間はラッチタイムで

設定します。 

ラッチタイム: トリガ発動した場合の外部アラーム動作時間を設定します。 
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録画 : アイコンをクリックし、作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに記録するチャン

ネルを選択します。 

 
録画継続時間: 作成したコンビネーションアラームがトリガした際に、NVR が記録を継続する期間を設

定できます。推奨される録音時間は 30 秒ですが、最大 5 分まで設定できます。 

メッセージ表示 : 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、ライブビュー画面に ア

イコンを表示する場合はチェックボックスをオンにします。 

メール送信: 作成したコンビネーションアラームがトリガされたときに、NVR に自動でメールを送信

させることができます。メールの設定については、5.4.3 メールをご覧ください。 

全画面表示: この機能が有効で、チャンネル内で作成したコンビネーションアラームがトリガされる

と、そのチャンネルが全画面表示されます。全画面表示期間には録画継続時間が使

用されます。 

FTP 画像送信/FTP 動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像を FTP サーバにアッ

プロードします。FTP を有効にするには、 5.4.4 FTP を参照してください。 

クラウド画像送信/クラウド動画送信:動きが検出されたときに、チャンネルの映像/画像をクラウドス

トレージにアップロードします。クラウドストレージを有効にするには、 「5.5.3 クラウドスト

レージ」を参照してください。 

音声警告: 作成したコンビネーションアラームがトリガの際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出

力と HDMI）。時間帯別で案内する音声を変更できます。“なし”は音声案内を行いません。

音声警告の設定については、「5.3.8 音声警告」を参照ください。 
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5.3.8 音声警告 
指定した時刻やイベント発生の際に、設定した音声で案内します（RCA 音声出力と HDMI）。 

設定後は、[適用]をクリックして設定を保存してください。 

音声警告再生中はチャンネル音声がミュートになります（音声警告再生後にチャンネル音声のミュート

は解除されます）。 

 

 

・ファイル管理 

ここで、音声警告で使用する音声ファイルを準備します。 

チャンネル : 音声の出力先設定です。 

“音声警告”で音声を選択し、 をクリックすると試聴できます。 

 

 

音声警告  : “音声警告”で音声を選択し、 をクリックするとその音声を削除できます。 

 

モード  :音声ファイルの取込み、又は、作成を行います。 

[ファイル インポート]:  をクリックして、USB フラッシュメモリーより

音声ファイルの取込みを行います。ステレオの音声ファイルはモノラルで再生さ

れます。 
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・音声ファイルの対応フォーマット：WAV, MP3 

・音声ファイルの最大ファイルサイズ：500k Byte  

[ローカル変換]: NVR 本体で音声ファイルを作成できます。“名称”に音声ファイル名、

“テキスト形式”へ作成する音声を文字入力し、 をクリックします。（英語のみ

対応） 

   

  

[インターネットサーバー変換] NVR がインターネット上の音声作成サーバーを使用して

音声ファイルを作成できます。“言語”に作成音声に使用する言語、“名称”に音声ファイ

ル名、“テキスト形式”へ作成する音声を文字入力し、 をクリックします。これ

を使用するには、インターネットへ接続している必要があります。（日本語で作成する場合

はローマ字で入力します） 
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・連続再生管理 

ここでは、毎日定時での音声案内設定が可能です。 

 

 
 

チャンネル  : 音声の出力先設定です。 

音声警告  :定時再生させる音声ファイルを選択し、再生させる時間帯を設定します。音声は設定時間帯

内でリピート再生されます。 をクリックすると試聴できます。 をクリックすることで

複数設定できます。 をクリックするとその設定は削除されます。 
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5.4 ネットワーク 
このメニューでは、PPPoE，DHCP などのネットワークパラメータを設定できます。 

 

5.4.1 基本設定（ネットワーク） 

 

[TNV-R4PW] 

 

[TNV-R8PW] 

 

[TNV-R16PW] 

 

  

A B 

A 
B 

A 
B 

A 

B 
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＜エリアＡ＞ 

・固定 IP の場合（手動設定） 

IP アドレス:  IP アドレスはネットワーク内の NVR を識別します。0 から 255 までの 4 つのグルー

プから成り、ピリオドで区切られます。（例‟192.168.001.100”） 

サブネットマスク: サブネットマスクは、ネットワークで使用できる IP アドレスの範囲を定義するネッ

トワークパラメータです。サブネットアドレスは、ピリオドで区切られた 4 つのグルー

プの数字で構成されています。（例"255.255.255.000"） 

ゲートウェイ: このアドレスは、NVR がインターネットにアクセスできるようにします。ゲートウェイ

アドレスの形式は IP アドレスと同じです。（例"192.168.001.001"） 

DNS1/DNS2: DNS1 はプライマリ DNS サーバで、DNS2 はバックアップ DNS サーバです。 少

なくとも、DNS1 は必ず設定する必要があります。DNS1 から参照されます。 

・DHCP の場合 

DHCP ボックスをチェックしてください。ルーターは、NVR のすべてのネットワークパラメータを自

動的に割り当てます。 

・WEB 互換モード: ご使用のブラウザでデバイスへのアクセスができない場合、このオプションを有

効にします。 

 

 

＜エリア B＞ 

POE DHCP Server:  エリア B で DHCP 割当する場合はチェックします。変更する場合は再起動を伴

います。 

 

IP アドレス:  DHCP 割当しない場合は IP アドレスを設定します。 

サブネットマスク: DHCP 割当しない場合はサブネットマスクを設定します。 
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5.4.1.1 PPPoE 
これは、NVR を“フレッツ光”や“フレッツ ADSL‟ などのモデムを介してインターネットへ直接接続する

場合に使用します。インターネットサービスプロバイダーから届いたユーザー名とパスワードを設定して

使用します。 

 

※ “フレッツ光”、“フレッツ ADSL”は東日本電信電話株式会社および西日本電信電話株式会社の

登録商標です。 

 

 

[PPPOE 起動] チェックボックスをオンにし、PPPoE のユーザー名とパスワードを入力します。 

[適用]をクリックして保存すると、NVR が再起動して PPPoE 設定が有効になります。 
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5.4.1.2 ポート設定 
 

注意：ポート競合の場合はネットワーク管理者と協議の上、適宜変更してください。 

 

 

Http:これは、NVR にリモートでログインする場合（Web クライアントを使用する場合など）に使用する

ポートを設定します。デフォルトのポートは 80 です。 

クライアント: これは、NVR が(スマートフォンアプリを使用するなど)を介して情報を送信するために

使用するポートです。デフォルトのポートの 9000 が既に他のアプリケーションによって

予約済みの場合は変更してください。 

RTSP: これは NVR が他のデバイスにリアルタイム ストリーミングを送信することを許可されるポー

トです。例えば、ストリーミングメディア プレーヤーを使用する場合に使用されます。デフォル

トのポート番号は 80 です。 

Https：これは NVR へ HTTPS 接続する場合に使用するポートを設定します。デフォルトのポート番

号は 80 です。 

内部ポート：LAN 側（ルーターの内側）で使用するネットワークポート番号です。 

外部ポート：WAN 側（ルーターの外側）で使用するネットワークポート番号です。UPnP 機能を使用して

外部ポートのマッピングを手動設定する場合に設定します。 

UPNP: Web クライアントを使用して NVR にリモートでログインする場合やスマートフォンアプリを使用す

る場合は、ルーターでポート転送（ポートフォワーディング）設定を行う必要がございますが、ルー

ターが UPnP をサポートしている場合は NVR が UPnP 機能を用いることでルーターへポート転送

（ポートフォワーディング）設定が行えます。外部ポート番号を自動で行う場合は‟マッピングプラ

ン”を[自動]へします。外部ポート番号を手動で行う場合は‟マッピングプラン”を[手動]へ設定し、“

外部ポート”へ外部のポート番号を設定して下さい。設定後、ポート転送（ポートフォワーディング）

が正常に機能しているかを御確認ください。 

ForwardPort: B 側ポートを A 側ポートへポートフォワーディングを行う場合はチェックします。 
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5.4.2 DDNS 
このメニューでは、DDNS 設定を構成できます。DDNS は、NVR へのリモート接続を簡素化する静的ア

ドレスを提供します。DDNS を使用するには、まず DDNS サービスプロバイダーの Web ページでアカウ

ントを開く必要があります。 

 

DDNS: DDNS を有効にする場合にチェックを入れます。 

サーバ: 優先する DDNS サーバ (DDNS_3322，DYNDNS，NO_IP，CHANGEIP，DNSEXIT，MYDNS) を

選択します。 

ドメイン: DDNS サービス プロバイダの Web ページで作成したドメイン名を入力します。これは、パ

ソコン経由で NVR にリモート接続する場合に、[URL]ボックスに入力するアドレスになりま

す。（例:nvr.no-ip.org） 

ユーザー名/パスワード:  DDNS サービス プロバイダの Web ページで、アカウントを作成するときに取

得したユーザー名とパスワードを入力します。  

すべてのパラメータを入力したら、[テスト] をクリックして DDNS 設定をテスト

します。テスト結果が 「ネットワークに到達できないか、DNS が間違ってい

ます！」である場合は、ネットワークが正常に動作するか、DDNS 情報が正

しいかどうかを確認してください。 

 

注意：DDNS 設定後は、[テスト] をクリックして DDNS 設定をテストし、DDNS 情報が正しいかどうかを御

確認ください。 

 

注意：DDNS 設定のテスト結果が 「ネットワークに到達できないか、DNS が間違っています！」である場

合は、ネットワークが正常に動作するか、DDNS 情報が正しいかどうかを御確認ください。 
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5.4.3 メール 
このメニューでは、E メールの設定を構成できます。アラームがトリガされたとき、HDD が満杯になっと

き、HDD がエラー状態にあるとき、IP カメラへの接続断が発生したときに、E メールでシステム通知を

受け取りたい場合は、このメニューの設定を完了してください。 

 

5.4.3.1 メール設定 
メール: E メールでシステム通知を受け取りたい場合は、

チェックして有効にする。 

暗号化タイプ: メールサーバで SSL または TLS の検証

が必要な場合に有効にします。不明な場

合は、“自動”に設定します。 

SMTP ポート: E メールサーバの SMTP ポートを入力しま

す。 

SMTP サーバ: E メールの SMTP サーバアドレスを入力し

ます。 

ユーザー名: メールアドレスを入力します。 

パスワード: メールのパスワードを入力します。 

送信者: NVR からイベント通知を送信する場合のメール送信者名を入力します。 

受信者 1〜3:NVR からイベント通知を受信するメールアドレスを入力します。（1～3 全て To へ設定され

ます） 

間隔: NVR からの通知メールの最短間隔を設定します。 

すべての設定が正しいことを確認するには、[テスト] をクリックします。NVR は、テスト E メールを送信

します。テスト E メールを受信した場合は、設定パラメータが正しいです。 

注意：メール設定後は、[テスト] をクリックして、メールが正しく設定した受信者で受信ができるかどうか

を御確認ください。 
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5.4.3.2 メールスケジュール 
E メール通知を使用する場合はスケジュールを構成する必要があります。 

 

メールスケジュールのカラーコードは次の通りです。 

緑  : モーション検出用スケジュール。 

黄  : アラーム I/O（外部アラーム入力） 用スケジュール。 

赤  : 異常アラーム用スケジュール (HDD フル、HDD エラー)。 

青  : インテリジェント用スケジュール 

紫  : 人感センサー用スケジュール（使用しません） 
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5.4.4 FTP, FTP スケジュール 
このメニューでは、トリガの際の映像/スナップショットを、FTP へ書き込む FTP 機能を有効にできます。

FTP 機能を有効にするには FTP 動作スケジュールの設定を併せて行います。 

 

FTP 有効: FTP 機能を使用する場合は、チェックして有効にします。 

サーバ IP: FTP サーバの IP アドレスまたはドメイン を入力します。 

ポート: FTP で使用するポートを入力します。 

ユーザー名/パスワード: FTP サーバのユーザー名とパスワードを入力します。 

画像品質: 最低，低，中低，中，高，最高より画像の品質を選択します。 

ビデオストリームタイプ: メインストリームを使用するか、サブストリームを使用するかを選択します。 

最大パッケージ間隔: 10 分，20 分，30 分，45 分，60 分より選択します。 

ディレクトリ名:保存するデフォルトのディレクトリを入力します。 

FTP テスト: クリックして FTP 設定をテストします。設定後は必ず FTP テストを実施して問題が無い

かをご確認ください。 
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5.4.5 P2P 

本 NVR は、“P2P 機能”をサポートしております。 

注意：P2P をご利用の際はクライアントポートが外部へ解放されている必要がございます。 

 

“P2P 機能”が有効化されている場合には、“P2P ID”と“P2P QR コード”が表示されます。スマートフォ

ンアプリで“P2P 機能”を御利用の際は、この QR コードをスキャンします。 

 

 

 

P2P 有効: P2P サービスを利用する場合はチェックします。 
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5.5 ストレージ管理 
ここでは、内蔵 HDD ，ネットワーク HDD，クラウドストレージ機能の設定ができます。 

5.5.1 ディスク管理 
このメニューでは、内蔵 HDD，ネットワーク HDD の確認や設定ができます。ネットワーク HDD を追加・

変更した場合は、HDD をフォーマットする必要があります。 

（単独ストレージの場合） 

 

（複数ストレージの場合） 

 

HDD フォーマット  : フォーマットする HDD を選択し、[HDD フォーマット] をクリックします。そして、

HDD のフォーマットを開始するには、ユーザー名とパスワードを入力し、[OK] を

クリックして HDD フォーマットを続行します。 
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注意：HDD フォーマットを行いますと、その HDD 内全てのデータが消去さ

れますのでご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、HDD フォーマット期間中はシステムの

電源を落とさないようにご注意ください。 

上書き設定:  HDD が満杯になったときに古い録画を上書きするには、このオプションを使用します。

たとえば、[7 日間]を選択した場合、HDD 上の最新の 7 日間の録画のみが保持されま

す。このオプションの日数は、[1 日間]，[3 日間]，[7 日間]，[14 日間]，[30 日間]，[90 日

間]，[自動]が選択可能で、このオプションを使用しないように、[オフ]も選択できます（古

い録画が上書きされないようにするには、[オフ] を選択します）。[オフ]へ設定した場合

は、HDD の状態を定期的に確認して、HDD が満杯ではないことを確認してください。

HDD が満杯になると、録画は停止します。 

 

「HDD の残り時間が上書き時間より短くなりました。」：このプロン

プト画面が出た場合は上書き設定の見直し、またはバックアップ

を行って HDD の残り時間を増やす、あるいは大容量 HDD へ変

更する必要があります。大容量 HDD へ変更を検討の場合は販

売店へご相談下さい。 

 

注意：HDD 変更を御検討の場合は代理店までご相談下さい。 

NVR が複数のストレージを組んでいる場合、編集アイコン がシステムに表示されます。 
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ディスクタイプ: “読み出し/書き込みディスク”、“読み出し専用ディスク”、

“冗長ディスク”より選択します。なお、ディスクタイプを

変更する場合はプロント画面が表示され、録画が途切

れます。 

  

・“読み出し/書き込みディスクモード”は、HDD が録画または録画を再生する場合に使用する通

常のモードです。 

・上書き録画中に重要なビデオデータが上書きされないように、HDD を“読み込み専用ディスク

モード”に設定することもできます。この読み出し専用ディスクモードの HDD から録画を検索し再

生することはできますが、新たに録画保存を行うことはできません。 

・“冗長ディスク”が設定されている場合、“読み出し/書き込みディスク”への録画映像を自動的に

バックアップします。このように、“冗長ディスクモード”は、読み出し/書き込みディスクと冗長ディス

クの両方でカメラを同時に録画するようにシステムが稼働することで、“読み出し/書き込みディス

ク”へのディスク障害へ備える仕組みです。（TNV-R8PW/TNV-R16PW のみ） 

＜“冗長ディスク”機能動作イメージ＞ 

 

 

ディスクグループ: ディスクをグルーピングする場合に使用します。グルーピングするディスクに対し

て同じディスクグループを御設定下さい。なお、ディスクグループを変更する場合はプロント画面が

表示され、録画が途切れます。 

（待機中はサブストリームのみ録画） 
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注意：冗長ディスクは内蔵ディスクに対してのみ設定可能です。 

注意：冗長ディスク機能は独自の機能であり、RAID とは異なるものです。 

注意：冗長ディスクが待機中にサブストリームを録画する動作はデュアルストリームへ設定されて

いる CH に限ります。 
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5.5.1.1 S.M.A.R.T. 
この機能は、NVR 内部に取り付けられている内蔵 HDD の S.M.A.R.T.情報を表示するために使用する

ことができます。また、テストを実行して(テストは 3 種類あります)、ドライブエラーを検出することもでき

ます。 

 

総合評価が不合格の場合、 ディスクの使用を継続する: 何らかの理由でハードドライブが障害(1 つ以

上の不良セクタなど)を発生した場合でも、NVR にドライブへの録画を続行するように指示できます。 

 

自己診断タイプ : 3 種類あります 

Short:このテストは、読み取り/書き込みヘッド状態、電気的エラー、内部メモリエラーなどのハード

ドライブの主要なコンポーネントを検証します。 

Long: これは、Short の検証に追加して、悪いセクターのある場合、セクターの再配置を実行しま

す。このために表面スキャンを実行するため、診断時間の長いテストです。 

Conveyance: これは、ハードドライブの機械部品が動作していることを確認する非常に迅速なテス

トです。 

注意：テストを実行する場合、NVR は通常どおり動作し続けます。HDD の

S.M.A.R.T. エラーが検出された場合、HDD は引き続き使用できます

が、録画データを失うリスクが非常に高まっている状態でございます

ので、新しい HDD へ早期交換することをお勧めします。新しい HDD

へ交換を検討の場合はお早めに販売店までご連絡下さい。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

133 

5.5.2 ディスクグループ 
CH をグルーピングして CH と録画ディスクを振り分けることができます。ディスクのグルーピング設定に

つきましては、「5.5.1 ディスク管理」をご参照ください。 

 

 

ディスクグループタイプ:  設定するディスクグループタイプを選択します。存在するディスクグループタイ

プのみがプルダウン項目となっております。 

 

 

ディスクグループ:  設定するディスクグループを選択してグルーピングする CH をハイライト設定しま

す。存在するディスクグループのみがプルダウン項目となっております。 
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5.5.3 クラウドストレージ 
本 NVR は、映像/画像を Dropbox（ドロップボックス）又は Google ドライブ（グーグルドライブ）へ簡単に

保存して共有が可能なクラウド機能を有しております。 

注意： クラウドストレージへ連続録画，連続キャプチャを保存することはできません。 

 

クラウドストレージ: この機能を有効にする場合にチェックします。NVR はアラーム設定でクラウド機能

が有効なアラームは、そのアラームによってトリガされたときに、映像/画像を

Dropbox や Google ドライブにアップロードします。 

クラウドタイプ: Dropbox 又は Google ドライブが利用可能です。 

クラウド有効化: クリックして機能をアクティブにします。しばらくすると、アクティベーションリンクがメール

に送信されます (5.4.3 メールで設定した受信メールアドレス全てへ送信されます)。メー

ルのメッセージに従って、メールのリンクをクリックしてアクティブ化します。設定したクラ

ウドタイプのウェブサイトにアクセスできます。[許可] をクリックして、アクティベーション

を完了します。 

クラウド上書き:  クラウドが満杯になったときに古い映像/画像を上書きするには、このオプションを

使用します。たとえば、[7 日間]を選択した場合、クラウド上の最新の 7 日間の映

像/画像のみが保持されます。このオプションの日数は、[1 日間]，[3 日間]，[7 日

間]，[14 日間]，[30 日間]，[90 日間]，[自動]が選択可能で、このオプションを使用

しないように、[オフ]も選択できます（古い映像/画像が上書きされないようにするに

は、[オフ] を選択します）。[オフ]へ設定した場合は、クラウドの状態を定期的に確

認して、クラウドが満杯ではないことを確認してください。クラウドが満杯になると、

映像/画像のクラウドへの保存が停止します。 

ビデオタイプ:クラウド上へ保存する際の映像フォーマットを“RF”，“AVI”，“MP4” より指定します。‟RF‟

は独自の映像フォーマットとなりますので、専用の再生プレーヤ（「第 8 章 バックアップ映

像をパソコンで閲覧する」を御参照ください）または NVR の外部ファイル再生画面（「6.1.7 

外部ファイル検索」を御参照ください）での再生が可能です。 

フォルダー名: クラウド上でのフォルダ名をそれぞれ設定します。そのフォルダが無い場合は新規で作

成されます。既にそのフォルダ名が存在する場合はそのフォルダが使用されます。 
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5.6 システム 
日付，時刻，地域などの一般的なシステム情報の変更、パスワードや権限の編集などをおこないます。 

5.6.1 基本設定（システム） 

 

デバイス名:NVR の名前を入力します。名前には、英文字と数字を使用出来ます。 

デバイス ID: （使用しません。デフォルトの 000000 のままで構いません） 

言語: システムメニューで使用する言語を選択します。 

ビデオ形式: “NTSC”を選択します。 

メニュータイムアウト:メニュー未操作状態が続いた場合に NVR がメニューを強制終了する時間を選択

します。また、"オフ" を選択して無効にすることもできます (パスワード保護は一

時的に無効になります)。 

注意：メニュータイムアウトへ"オフ" を選択するのはセキュリティ上、推奨いたしません。 

パネルキー操作:フロントパネルキーのオン/オフ。 

WEB 接続切断時間（分）：WEB ブラウザアクセスした際の自動切断までの時間を設定します。なお、VMS

クライアント接続には適用されません。 

ウィザード表示: NVR をオンまたはリブートするたびにスタートアップウィザードを表示する場合は、この

チェックボックスをオンにします。 
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5.6.1.1 日付と時刻 

 

日付と時刻 

日付: カレンダーアイコンをクリックして日付を変更します。 

時間: ダイアログボックスをクリックして時間を変更します。 

日付表示形式: ドロップダウンメニューから選択して、表示する日付形式を設定します。 

時刻表示形式: 24 時間と 12 時間（AM/PM 表記）の時間形式を選択します。 

タイムゾーン: 日本標準時である「GMT+09:00」に設定します。 
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5.6.1.2 NTP 設定 
NTP(ネットワークタイムプロトコル)機能により、NVR は自動的にクロックをタイムサーバと同期させるこ

とができます。これにより、システム時間は常に正確となります。NTP 機能を使用するには、NTP サー

バにアクセスするためのネットワーク環境が必要です。 

 

注意：NTP 機能を使用するにはネットワーク環境が必要です。 

注意：NTP 機能が有効になっている場合、システムは 毎日 00:07:50 とシステムの起動時にシステ

ム時刻を更新します。 

 

NTP を有効にする場合は、[サーバア

ドレス]を選択し、[今すぐ更新する] を

クリックして日付と時刻を NTP サーバ

と同期します。[適用] をクリックして設

定を保存します。ユーザー設定の場合

のサーバアドレスはプルダウン項目の

右側へ入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意：NTP 機能を設定後は、[今すぐ更新する]ボタンで NTP 機能の動作確認を実施して下さい。 
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5.6.1.3 サマータイム(夏時間 DST) 設定 
このメニューではサマータイム (夏時間) 機能を設定します。 

 

DST 起動: サマータイム (夏時間)を設定する場合は有効にします。 

時間オフセット: サマータイム (夏時間)期間中の時間差を選択します。これは、世界協定時刻 (UTC) と

ローカル時間の時間差を示します。 

サマータイム: サマータイム (夏時間)の開始と終了の方法を選択できます。 

週: サマータイム (夏時間)の開始と終了を指定する特定の日時を指定します。

たとえば、特定の月の最初の日曜日の午前 2 時。 

日付: サマータイム (夏時間)の開始日 (カレンダー アイコンをクリック)を選択し、

サマータイム (夏時間)の開始日時と終了日時を選択します。 

開始時間/終了時間: サマータイム (夏時間)の開始時刻と終了時刻を設定します。 
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5.6.1.4 パネルキー設定 
先ず、フロントパネルキーをご利用の場合は [パネルキー操作] がオンである必要があります。 

 

 
 

通常状態では誤動作防止のためにフロントパネルキーはキーロックが施されています。 

 

■TNV-R4PW 

 

 

■TNV-R8PW,TNV-R16PW

 

 

フロントパネルキーを操作する場合には、フロントパネルの  ボタンを約 3 秒間長押しして操作ロック

を解除します。 

全てのフロントパネルキーが操作可能な状態の間（操作ロック解除中）は、全てのボタンが青点灯してい

ます。 

操作ロックの解除中は全てのフロントパネルキーを操作可能です。 

 

フロントパネルキーの未操作が数十秒程度続きますと、再度、誤動作防止のために再度キーロック状態

となります。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

140 

5.6.2 出力設定 
このメニューでは、画面出力パラメータを設定します。 

 

 

ビデオ出力: ライブ出力が選択可能です。‟ライブ出力” は、メイン画面出力を設定するために使用され

ます。 

 

5.6.2.1 画面出力（ライブ出力） 

 

[ビデオ出力] :  “ライブ出力”が選択されます。 

[シーケンスモード]: NVR がシーケンスモードのときに表示する分割チャンネル数を選択します。 

[シーケンス切替時間]:次のビデオチャンネルを表示する前に、シーケンスモードでビデオチャンネルを

表示したい時間の最大長を秒単位で入力します(最大 300 秒)。 
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[VGA/HDMI 解像度]: お使いのモニタに適したディスプレイ解像度を選択します。2K (2560 x 1440) ま

たは 4K (3840 x 2160) といった大画面ディスプレイをご利用いただけます。 

[スケール＆オフセット]:モニターやテレビに合わせてディスプレイ画面のサイズと位置が調整可能で

す。[設定] ボタンをクリックして調整画面へ入ります。 

 

スケール: 表示画面のサイズをパーセントスケールで調整し

ます。 

X オフセット: 表示画面を左右に移動します。 

Y オフセット: 表示画面を上下に移動します。 

 

 

矢印の上でマウスの左ボタンを 1 回クリックするか長押ししてサイズと位置を調整するか、マウスのホ

イールをスクロールして調整します。マウスの右ボタンをクリックして終了し、[適用] をクリックして変

更を保存します。 

[マウスの非表示化]: NVR が未操作状態のときにマウスカーソルを非表示にする時間を選択するには

、ドロップダウン メニューをクリックします。また、"OFF" を選択して無効にすること

もできます (パスワード保護は一時的に無効になります)。 

[マウスポインタ速度調整] : マウスポインタの移動速度を調整します。 

[透明度]:スライダーを左右に押し続けると、メニューバーとメインメニューの画面の透明度を変更できま

す。 
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5.6.3 マルチユーザー 
このメニューでは、 ユーザー名，パスワード，ユーザー権限を設定します。 

 

NVR は、次のアカウントタイプをサポートします： 

• ADMIN — システム管理者: システムをフルコントロールできます。管理者とユーザーの両方の

パスワードを変更でき、ユーザーアカウントの有効化/無効化がで

きます。 

• USER — 通常のユーザー:  ユーザーは許可された機能について権限を有します。また、権限が

異なる複数のユーザーアカウントを設定できます。 

 

注意：ログの権限を有するユーザーであってもユーザーはアラームログのみへのアク

セス権限となります。 

 
 

注意：システムパラメータの“設定保存”及び“設定アップロード”につきましてはユー

ザーでログイン中の場合でも ADMIN のパスワードを御存じの場合はシステム

パラメータの“設定保存”及び“設定アップロード”が可能です。 
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5.6.3.1 パスワードの変更 
管理者アカウントまたはユーザーアカウントのパスワードを変更するには、[ユーザー編集] アイコン 

をクリックします。 

  
 

 ユーザー有効： アカウントの有効/無効。 

パスワードの強度:  赤は簡単に解読され安全ではないことを示し、緑は複雑でとてもセキュリテ

ィパフォーマンスが優れていて解読されないことを示します。パスワードの強み

と弱さのプロンプトをご参考にセキュリティパフォーマンスが高いパスワードを

設定してください。 

ユーザー名： 半角文字の英数字とアンダーバーがユーザー名に使用できます。 

パスワード： 次の制約に則ってパスワードを設定します。 

＜ 8 ～9 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

8 ～9 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 3 組以

上を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 

＜ 10 ～15 文字のパスワードを設定する際の制約＞ 

10 ～15 文字でパスワードを御設定の場合、“ 大文字，小文字，数字，特殊文字”から 2 組

以上を組合せる必要がございます。（例：数字のみは設定できません） 

＜いずれの場合もかかる制約＞ 

4 桁以上の繰り返し文字はパスワードとして設定できません。(例：“6666”や“bbbb”といった

パスワードはいずれの場合も設定できません) 

4 桁以上の連続文字はパスワードとして設定できません。(例：“1234”や“abcd”といったパス

ワードはいずれの場合も設定できません) 

4 桁以上のキーボード上で連続している文字はパスワードとして設定できません。(例：

“qwer”や“ghjk”といったパスワードはいずれの場合も設定できません) 

認証： もう 1 度パスワードを入力してください。誤設定防止のため、パスワードと一致する必要がござ

います。 

 

パスワードの変更を行う際、USER ログインの場合は古いパスワード、ADMIN ログインの場合は

ADMIN パスワード認証を行う必要があります。 

 

注意：設定可能なパスワードには次の制約がございます。 
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5.6.3.2 新規ユーザーの追加 

 

1.  現在無効になっているユーザーアカウントのいずれかを選択し、[ユーザー編集] アイコン をクリッ

クします。 

  

2. [ユーザー有効] の横にあるドロップダウンから [有効] を選択します。 

3. [ユーザー名] の横にあるフィールドをクリックして、アカウントのユーザー名を変更します。 

4. [パスワード] の横にあるフィールドをクリックして、希望のパスワードを入力します。 

5. [確認]の横にあるフィールドをクリックして、パスワードを再入力します。 

6. [保存]をクリックします。認証するには、管理者パスワードを入力する必要があります。 
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5.6.3.3 ユーザ権限の設定 
管理者アカウントは、すべてのシステム機能を完全に制御できる唯一のアカウントです。各ユーザーアカ

ウントの特定のメニューや機能へのアクセスを有効または無効にできます。 

 

1. [許可]タブの下にある編集アイコン をクリックします。 

 

 

2. ユーザーにアクセスするシステムメニューまたは機能の横にあるチェックボックスをオンにしま

す。[すべて] をクリックしてすべてのボックスをオンにします。[クリア] をクリックして、すべての

チェック ボックスをオフにします。 

3. [保存] をクリックして変更を保存します。 

 

注意：ログの権限を有するユーザーであってもユーザーはアラームログのみへのアクセス権限となり

ます。 
注意：パラメータの権限が無効化されているユーザーであっても、システムパラメータの“設定保

存”及び“設定アップロード”につきましては ADMIN のパスワードを御存じの場合はシステ

ムパラメータの“設定保存”及び“設定アップロード”が可能です。 

注意：パラメータの権限が無効化されているユーザーであっても、システムのアップグレードにつきま

しては ADMIN のパスワードを御存じの場合はシステムのアップグレードが可能です。 
注意：SEQ コントロールの権限が無効化されているユーザーは、ライブ出力 SEQ の実行/停止の処

理は出来ませんが SEQ コントロールの設定は可能です。 
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5.6.4 メンテナンス 
このセクションでは、システムログの検索と表示、デフォルト設定のロード、システムのアップグレード、

システムパラメータのエクスポートとインポート、およびシステムの自動再起動設定が可能になります。 
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5.6.4.1 ログ 
ログでは、モーションアラームやシステム警告などの重要なシステムイベントが表示できます。指定

した期間のログを検索し、USB フラッシュメモリーにバックアップできます。 

 
 

5.6.4.1.1 ログの検索とバックアップ 
1. [開始日と開始時間] の横にあるフィールドをクリックして、画面上のカレンダーから検索の開始日と

時刻を選択します。 

2. [終了日と終了時間] の横にあるフィールドをクリックして、画面上のカレンダーから検索の終了日と

時刻を選択します。 

3. [ログタイプ] の横にあるドロップダウンから検索するイベントの種類を選択するか、[すべて] を選択し

て選択した期間のシステム ログ全体を表示します。 

4. [検索]をクリックします。 

5. 検索期間のシステムログイベントを参照するビデオイベントは、[録画再生]列の をクリックするこ

とで即座に再生することができます。右クリックして検索結果に戻ります。 

6.メニューの右下隅にある ボタンをクリックして、システムログイベントのページ間を移動し

ます。 

7.[バックアップ] をクリックして、検索期間のシステム ログのバックアップを作成します。USB フラッシュメ

モリーが NVR の USB ポートに接続されていることを確認してください。 

8.バックアップドライブメニューが表示されます。バックアップファイルを保存するフォルダに移動し、[OK]

をクリックしてログのバックアップを開始します。 

5.6.4.1.2 ログの最大保存件数 
ログの最大保存容量は 64MB で HDD ストレージへ保存されます。最大件数は 262,144 件となっており

ます。いっぱいになると上書きされます。 

 

注意：ログは HDD フォーマットしても消えません。いっぱいになると上書きされます。 

 

/ 
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5.6.4.2 初期値のアップロード 
NVR 初期値のアップロードができます。すべての設定を一度に初期値へアップロードするか、特定のメ

ニューの設定のみを初期値へアップロードするかを選択できます。初期値へアップロードしても、ハードド

ライブに保存されている録画とスナップショットは削除されません。 

 

初期値をアップロードする項目をオンにするか、[すべて選択] をオンにしてすべての項目を選択しま

す。[適用] をクリックして、選択した項目の既定の設定を読み込みます。 
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5.6.4.3 アップグレード 

 

 

1. ファームウェアファイル(ファームウェアファイルの入った USB フラッシュメモリーを NVR の USB 

ポートに挿入します。 

2. [ファイルの選択]ボタンをクリックして、USB フラッシュメモリーのファームウェアファイルを選択し、

[OK]をクリック します。 

3. [アップグレード] ボタンをクリックして、システムのアップグレードを開始します。システムのアップグ

レードは約 5〜10 分続きます。アップグレード中に、NVR の電源を切ったり、NVR から USB を取り

外したりしないでください。 

注意：アップグレード中に、NVR の電源を切ったり、NVR から USB フラッシュメモリーを取り外したり

ということを絶対にしないでください。 

注意：ファームウェアアップグレードした際にパスワードが脆弱な場合は再起動後に警告画面が表示

されます。そのままご利用いただけますが、セキュリティ上「5.6.3.1 パスワードの変更」を参考

にパスワードを御変更下さい。 
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5.6.4.4 パラメータ管理 
USB フラッシュメモリーに設定したメインメニュー設定をエクスポートしたり、USB フラッシュメモ

リーから NVR にエクスポートした設定ファイルをインポートしたりできます。 

 

設定保存: クリックすると、NVR の現在のシステム設定が USB フラッシュメモリーへ保存されます。認

証するには、管理者パスワードを入力する必要があります。 

設定アップロード: システム設定のエクスポートを作成したら、別の NVR に設定をインポートできます。

[設定アップロード]ボタンをクリックして、USB フラッシュメモリーからインポートす

るシステム設定ファイルに移動します。認証するには、管理者パスワードを入力

する必要があります。 
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5.6.4.5 自動再起動 
このメニューを使用すると、システムは NVR を定期的に自動再起動できます。この機能を使用すると、

NVR システムの安定性向上を図ることができます。 

 

自動再起動: チェックを入れ、適用ボタンをクリックすると有効になります。 

時間 :NVR を日，週，月単位で自動再起動するように設定できます。 

注意：この機能を使用しない場合、NVR システムの安定性向上を図るために、おおよそ 1～2 週間に 1

度の頻度で手動再起動を実施することを推奨いたします。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

152 

5.6.4.6 リセットスイッチ設定 

本体裏面のリセットボタンを押したときの動作を設定します。チェック入の項目は有効となります。なお、

“初期値アップロード”は必ず実施されます。 

 

 

項目 内容 

初期値アップロード ・全ての設定がデフォルトの値へ戻ります。 

・パスワードは消去されます。 

HDD フォーマット ・搭載されている全ての HDD フォーマットが実施

されます。搭載されている全ての HDD 内の全

データが消去されますのでご注意ください。 

 

HDD フォーマットを有効にした場合、リセットボタンによりリセット機能が実行されますと本体再起動

（リセット実行）前に HDD フォーマット実行確認プロンプト画面が表示されます。30 秒カウント完了前

に“キャンセル”を致しますと HDD フォーマットのみ中止することが可能です。この場合、初期値アッ

プロード（全ての設定値をデフォルトの値へ）は実行されます（HDD フォーマットをキャンセルしても本

体は再起動されて全ての設定値はデフォルト値がセットされます）。 

 

  
  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

153 

5.6.5 IP カメラメンテナンス 
 

 

 

このメニューでは、IP カメラのファームウェアをアップグレードし、IP カメラをデフォルト設定に戻すことが

できます。 
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5.6.5.1 IP カメラのファームアップグレード 
 

 

 

1. ファームウェアをアップグレードする IP カメラを 1 つ選択します。 

2. [ファイルの選択] をクリックし、USB フラッシュメモリーから更新ファイルを選択し、[OK] をクリックし

ます。 

3. [アップグレード] ボタンをクリックして、IP カメラのファームアップグレードを開始します。認証するに

は、管理者パスワードを入力する必要があります。IP カメラのファームアップグレード中に、NVR と IP

カメラの電源を切ったり、USB フラッシュメモリーを取り外したりしないでください。 

 

 

注意：IP カメラのファームアップグレード中に、NVR と IP カメラの電源を切ったり、USB フラッシュメモ

リーを取り外したりしないでください。 
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5.6.5.2 IP カメラの初期値アップロード 

 

 

1. 初期値アップロードする IP カメラを選択します。 

2. 設定を復元するには、[初期値アップロード] をクリックします。認証するには、管理者パスワードを

入力する必要があります。 
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5.6.5.3 IP カメラの再起動 

NVR から IP カメラを再起動するには、再起動する IP カメラを選択して、

ボタンをクリックします。 
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5.6.5.4 IP カメラ設定ファイルのバックアップとリストア 
 

NVR に接続した USB フラッシュメモリへ IP カメラの設定をバックアップ/リストアすることが可能です。

USB フラッシュメモリを本機へ接続して、対象の IP カメラをチェックして ボタンをクリッ

クしますと IP カメラの設定を USB フラッシュメモリへバックアップが可能です。リストアするには、対象

の IP カメラをチェックして ボタンをクリックします。 

 
 

なお、IP カメラの設定をバックアップ/リストアするには本機の admin 認証が必要です。 

 
 

注意：本機の USB 端子に接続して使用される、USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォー

マット形式にてご使用ください。対応している USB フラッシュメモリーの容量は 128GB

までとなっております。 

 

  

NVR の ADMIN パスワードを入力しま

す。 
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5.6.5.5 IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットする 
 

本機で IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットすることが可能です。本機で IP カメラのスト

レージの SD カードをフォーマットするには対象の IP カメラをチェックして ボタンをク

リックします。なお、IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットを行いますとその IP カメラのス

トレージの SD カードのデータは消去されます。 

 
 

なお、IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットするにはストレージの SD カードをフォーマット必

要です。 

 
 

認証されると処理が進みます。 

 

NVR の ADMIN パスワードを入力します。 
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完了しましたら、IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットが完了したことがポップアップメッセー

ジされます。 

 
 

注意：IP カメラのストレージの SD カードをフォーマットを行いますと、その

IP カメラのストレージの SD カード内全てのデータが消去されますの

でご注意ください。 

注意：故障の原因となりますので、IP カメラのストレージの SD カードを

フォーマット実行期間中はシステムの電源を落とさないようにご注

意ください。 
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5.6.6 システム情報 
このメニューでは、システム情報，チャンネル情報，録画情報，ネットワーク情報を表示します。 

5.6.6.1 情報 
デバイス ID，デバイスモデル名，IP アドレス，MAC アドレス，ファームウェアバージョンなどのシステム

情報を表示します。 
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5.6.6.2 チャンネル情報 

 

カメラ名，メインストリームとサブストリームの録画仕様，モーション検知及びプライバシーゾーンのス

テータス情報など、接続された各カメラのチャンネル情報を表示します。 

 

 

 

 

5.6.6.3 録画情報 

 

ビットレート，ストリームタイプ，録画解像度，フレームレート(FPS)など、接続された各カメラの録画

情報を表示します。 
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5.6.6.4 ネットワーク状態 
ネットワーク情報を表示します。 
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第 6 章 録画検索（再生，バックアップ） 

検索機能を使用すると、以前に録画したビデオや、NVR のハードドライブに保存されているスナップ

ショットを検索して再生することができます。録画スケジュール、手動録画、モーションイベントのみ

に絞って録画再生する方法が可能です。バックアップ機能を使用すると、重要なイベント(ビデオとス

ナップショットの両方)を USB フラッシュメモリーに保存できます。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへのバックアップ機能を使用するする場合は、本 NVR の USB 端子へ

USB フラッシュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

6.1 検索機能の使用 
ライブ画面左下の [スタート]メニューアイコンをクリックしてスタートメ

ニュー内の [ 検索] をクリックし、基本検索画面を表示させます。 

 

1. 検索オプション:  検索する方法に合わせて、“一般”,“イベント”,“マルチ時間”, “スマート”,“タ

グ”,“外部ファイル”,“写真”,“スライス”をクリックします。 

2. 検索日: 再生する日付を指定します。カレンダーアイコン をクリッ

クしますと、カレンダーを使用して視覚的な日付指定が可能で

す。 

 

 

3. 検索タイプ:  トリガ内容で検索を絞り込めます（OR 検索となります）。 

4. ストリーム，チャンネル:  検索して再生したいストリームとチャンネルを

選択します。 
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注意：サブストリーム録画データは、録画設定で“ストリームモード”を“デュアルストリーム”へ設定して

録画を行った場合に生成されます。録画設定で“ストリームモード”を“メイン”へ設定して録画を

行った場合にはサブストリーム録画データは生成されません。詳しくは、「5.2.2.1 録画」をご参照

ください。 

5. ビデオ再生コントロール:  ビデオの再生を制御します。 

ビデオ再生コントロール 一覧表 

 

 
全画面表示再生 

 
再生 

 巻き戻し再生（x2,x4,x8,x16）  早送り（x2,x4,x8,x16） 

 スロー再生（1/2,1/4,1/8,1/16） 
 

再生の一時停止 

 

コマ送り再生（クリックしてビデオのフレー

ムをコマ送りします）  
再生の停止 

 デフォルトタグタグ追加: タグ名は“Tag”になります。 

 カスタムタグ追加: 任意の半角文字のタグ名を付けれます。 

 

映像アスペクト比選択 

 

 音量調節:  スライダーバーをスクロールして音量調節します。 

 

デジタルズーム:  再生(x1)中にアイコンクリックします。映像上をドラッグして位置を選

択、映像上をホイール操作してズーム操作します。右クリックすると通

常の再生に戻ります。一時停止等の再生(x1)以外でデジタルズームを

使用するには再生(x1)中にデジタルズームしておき、一時停止，スロ

ー再生等を行います。 

 

ビデオクリップ：ビデオの一部を USB フラッシュメモリーへ保存します。詳細は、6.1.1.1 

ビデオクリップのバックアップをご覧ください。 

 
バックアップ： ビデオクリップを USB フラッシュメモリーへ保存します。 

 

手動キャプチャ： スナップショットイメージを USB フラッシュメモリーにキャプチャします。

ビデオの再生が分割画面表示の場合 

は、キャプチャするチャンネルにマウスカーソルを移動 

し、  アイコンをクリックしてスナップショットを表示します。 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッシュメ

モリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォー

マット形式の総容量 128GB までのものとなっております。  

：映像のアスペクト比で表示します。 

：画面（CH 枠）のアスペクト比で表示します。 
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6. タイムライン:  録画(ディスプレイの右下隅に表示される凡例)を表す色付きのバーはトリガの種類

を表します。 で、プログレスバーの時間枠（表示期間の大

小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。プログレ

スバー上でマウスホイール操作しても時間枠変更の操作が可能です。 

プログレスバー タイムライン 凡例一覧 

 

緑の色は連続録画又は手動録画 黄の色はモーション録画 

オレンジの色はアラーム録画又は ANR 録画

データ部分 

紫の色は人感センサー録画 

青の色はインテリジェント録画 赤の色は I/O アラーム（外部アラーム入力）録画 

7. 再生ステータス:  ビデオ再生ステータスを表示します。 
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6.1.1 録画検索とビデオ再生の一般的な使用方法 
録画検索とビデオ再生の一般的な使用方法についてご説明いたします。 

 

1. ビデオ録画を検索する日付をカレンダーから選択します。 

 

2. [検索タイプ]を選択します（どのトリガで録画された映像を検索するかを選択します）。検索したいトリ

ガを個別に選択するか、[検索タイプ]右横のボックスをチェックしてすべてのトリガを選択します。 

 

3. 検索したいストリームとチャンネルを設定します。検索したいチャンネルは個別に選択するか

、[チャンネル]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索します。（選択可能な最

大チャンネル数には制約がございます。選択可能な最大チャンネル数につきましては仕様書

をご覧ください） 

 

注意：サブストリーム録画データは、録画設定で“ストリームモード”を“デュアルストリーム”へ設定して

録画を行った場合に生成されます。録画設定で“ストリームモード”を“メイン”へ設定して録画を

行った場合にはサブストリーム録画データは生成されません。詳しくは、「5.2.2.1 録画」をご参照く

ださい。 

 

4. ボタンをクリックすると再生が開始されます。録画再生コントロールのボタンで再生を制御します。

詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビデオ再生コントロール 一覧表”をご覧ください。 

 

5. 検索結果は、最大 00:00 から 24:00 までタイムラインに表示されます。タイムラインの最大表示期間

はプログレスバー上のマウスホイール操作で変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時

間，24 時間）。又は、 でも変更が可能です（30 分，1 時間，2 時間，6

時間，12 時間，24 時間）。 
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6.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能で

す（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホイール

操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24

時間）。 

 

7. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部を保存する場合は、  ビデオクリップ、 バック

アップ機能を使用します。 

 
 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッシュメモリー

を接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォーマット形式の

総容量 128GB までのものとなっております。 

 

8. 再生状態が表示されます。 
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6.1.1.1 ビデオクリップのバックアップ 

 

1. USB フラッシュメモリーを NVR の USB 端子へ挿入します。 

注意：USB フラッシュメモリーへバックアップする場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32

のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

2. ビデオ録画を再生してバックアップ部分をご確認ください。 

3. アイコンをクリックします（ が アイコンへ変化します）。 

4. ビデオクリップのバックアップするチャンネルへチェックを入れます。 

5. ビデオクリップを開始するタイムラインにマウスカーソルを移動します。 

6. マウスの左ボタンを押したまま、ビデオクリップを終了するタイムラインまでドラッグします。 

7. アイコンをクリックしてビデオクリップを保存します。 

8. バックアップファイルのファイルタイプを“RF”，“AVI”，“MP4” より選択後、[保存]ボタンをクリック

してビデオクリップを保存します。“チャンネル：” の欄で保存対象の CH 、“サイズ：” の欄へ表示

されているファイルサイズをご覧頂き、USB フラッシュメモリーにビデオクリップを保存するのに十

分な容量であることをご確認ください。やり直す場合は “キャンセル”をクリック致しますと最初から

やり直しが可能です。 

 

‟RF‟は独自の映像フォーマットとなりますので、専用の再生プレーヤ（「第 8 章 バックアップ映像

をパソコンで閲覧する」を御参照ください）または NVR の外部ファイル再生画面（「6.1.7 外部ファ

イル検索」を御参照ください）での再生が可能です。 

9. [保存]ボタンがクリックされますと、バックアップドライブメニューが表示されます。バックアップ

ファイルを保存するフォルダへ移動してください。もしも、USB フラッシュメモリーを差し替えた

等の場合はドライバリストの アイコンをクリックして表示を更新します。バックアップ画面

③ 

④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 
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左下には表示中の USB フラッシュメモリーの現時点での“残り容量/合計容量”が表示されて

います。[OK] をクリックしますとバックアップが開始されます。 

 
 

 

 

10. ウィンドウの下部に進行状況が表示されます。 

 

  

バックアップ済ファイル数 + バックアップ中のファイル数 

（例：1 が表示中の場合は、バックアップ済ファイル数が 0 でバックアッ

プ中のファイル数が 1 でございます） 

バックアップファイルの全数 

バックアップ書込中のファイルの進行状況 
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11. バックアップが完了いたしますと“バックアップ完了”のプロンプト画面が表示されます。[OK] をク

リックしてバックアップ操作を完了します。USB フラッシュメモリーを本機から取り外します。 
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6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ） 
USB フラッシュメモリーへ手動キャプチャ（静止画バックアップ）が可能です。なお、1 つの CH を 1 画

像（1 ファイル）として手動キャプチャすることはサポートしておりますが、多分割画面を 1 画像（1 ファ

イル）としてキャプチャすることをサポートしておりません。 

 

1. USB フラッシュメモリーを NVR の USB 端子へ挿入します。 

注意：USB フラッシュメモリーへバックアップする場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32

のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

2. ビデオ録画を再生して手動キャプチャする部分を表示ください。 

3. 手動キャプチャする CH が選択されていることを御確認下さい。 

（ご確認方法） 

・ご選択された CH 映像の枠は青色枠となります。 

・ご選択された CH は再生チャンネル選択エリアでハイライト表示されます。 

・ご選択された CH のプログレスバー左側に アイコンが表示されます。 

 
  

④ 

⑤ ⑥ 
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4. アイコンをクリックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させ

ます。もしも、前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画

面は表示されず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存

が実行されます。 

 

 

 

 

5. 「キャプチャ成功！」のプロンプト画面が表示されましたら、[OK]ボタンをクリックして手動キャプチャ

操作を完了します。 
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6.1.1.3 USB フラッシュメモリーのディレクトリ操作画面 
こちらでは、「6.1.1.1 ビデオクリップのバックアップ」及び「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止

画バックアップ）」等の場合の USB フラッシュメモリーのディレクトリ操作画面についてご説明いたしま

す。 

 

・USB フラッシュメモリーを差し替えた，USB フラッシュメモリーの表示内容がうまくない等の場合は

の アイコンをクリックして表示の更新をお試しください。 

 

・USB フラッシュメモリーが認識されて USB フラッシュメモリーが選択された場合は、画面左下へ USB フ

ラッシュメモリーの残り容量（残りの空き容量）と合計容量（総容量）が表示されます。 

 

・“ロケーション”へ現在のディレクトリ位置が表示されています。 

 

・“選択したディレクトリ”へ選択しているディレクトリ位置が表示されます。 
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・ をご選択の場合はリスト表示となります。リスト表示ではそれぞれのファイルのファイル容量

と最終更新日（最後の修正）の御確認が可能です。 

 

 

・ をご選択の場合はサムネイル表示となります。なお、サムネイル画像は対応画像のファイ

ルのみ表示されます。 
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・ディレクトリの追加： 現在のディレクトリ内へ新たにディレクトリを作成する場合は、 アイコンをク

リックしますとディレクトリ名を入力することでディレクトリの追加操作が可能となり

ます。 

 

 

・ディレクトリの削除： ディレクトリを削除するには削除するディレクトリをクリックして、対象のディレクト

リをハイライト状態へした後、 アイコンをクリックします。なお、グレーアウトし

た アイコンの場合は削除が実行できないことを示します。 
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・ディレクトリの移動： 上の階層のディレクトリへ移動するには、 アイコンをクリックします。グレー

アウトした アイコンの場合はこれより上の階層のディレクトリへ移動できない

ことを示します。 
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6.1.2 イベント検索（再生,バックアップ,録画ファイルのロック・アンロ

ック） 
 

イベント検索では、チャンネル，開始時刻と終了時刻，記録の種類を簡単に要約したビデオ録画のリ

ストを表示できます。イベント検索して USB フラッシュメモリーへデータをすばやくバックアップすること

もできます。録画の上書きを禁止するために、録画ファイルをロックすることも可能です。 

 

イベントを検索、再生、バックアップするには : 

1. 検索する日付と時刻を選択します。 

2. [検索タイプ]を選択します（どのトリガで録画された映像を検索するかを選択します）。検索したい

トリガを個別に選択するか、[検索タイプ]右横のボックスをチェックしてすべてのトリガを選択しま

す。 

3. 検索したいストリームとチャンネルを設定します。検索したいチャンネルは個別に選択する

か、[チャンネル]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索します。（選択可

能な最大チャンネル数には制約がございます。選択可能な最大チャンネル数につきまして

は仕様書をご覧ください） 

注意：サブストリーム録画データは、録画設定で“ストリームモード”を“デュアルストリーム”へ設定

して録画を行った場合に生成されます。録画設定で“ストリームモード”を“メイン”へ設定して

録画を行った場合にはサブストリーム録画データは生成されません。詳しくは、「5.2.2.1 録画」

をご参照ください。 

4. ボタンをクリックして検索を開始します。 

5. 検索条件に適合するイベントは、リスト形式で表示されます。 いずれかのイベントでマウスの左

ボタンをダブルクリックすると、すぐにビデオを再生できます。 

6. メニューの右下隅にある アイコンをクリックして、イベントのページ間を参照

するか、参照するページを入力します。 
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7. 画面の右下隅に表示されているアイコンの下をクリックすると、リストフォームのビュー（サムネイ

ルビュー・リストビュー・詳細ビュー）を切り替えることができます。 

 

 サムネイル ビュー： イベントのスナップショットを表示できます。 

 

 

リスト(List)ビュー： イベントが一覧に表示されます。 

 

 

 詳細(Detail)ビュー： イベントの詳細を表示できます。 

 

＜ファイルのロック＞ 
詳細ビューでは、ビデオイベントをロックして、ハードドライブでイベントが上書きされないよう

にすることができます。 アイコンをクリックしてロックするか、または、 アイコンをクリック

してイベントのロックを解除します。 

 

注意：ハードドライブで上書きしたくないデータがロック状態（ ）であることをご確認ください。 
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8. イベントの左下隅でマウスの左ボタンをクリックすると、システムは画面の左下隅にイベント情報を

表示します。“タイプ”はトリガの種類を示します。 

トリガ（イベント）略記 一覧表 

連続 N 手動 C モーション M 

IO アラーム I 音声 S エリア侵入 S 

人・車カウント S 物体 S ライン侵入 S 

人＆車両 S 特徴 S 顔 S 

密集 S 行列 S ライセンスプレート S 

妨害 S 異常音 S ANR A 

9. イベントの番号の横にあるチェックボックスをオンへしてファイルを個別に選択、または、[選択]

の横にあるチェックボックスをオンへしてページ内のすべてのイベントを選択します。 

10. 選択したファイルの数、合計サイズ情報が画面右下に表示されます。 

11. ファイルを選択した後、 アイコンをクリックすると USB フラッシュメモリーへビデオを保存するこ

とができます。または、イベント再生コントロールウィンドウの アイコンをクリックしますとビデオを

再生します。 

 

 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッシュメモ

リーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォーマット

形式の総容量 128GB までのものとなっております。 
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6.1.3 マルチ時間再生 
マルチ時間再生では、1 つのチャンネルから複数の通常の録画とモーションイベントを同時に再生

できます。通常とイベントの録画では、選択した分割画面モードに応じてビデオが均等に分割され

ます。たとえば、 1 時間の長さのビデオを分割画面 x 4 に選択した場合、各分割画面は 15 分間

再生されます。 

 

マルチ時間再生で動画を検索して再生するには : 

1. 検索する日付と時刻を選択します。 

2. 動画を再生する分割画面を選択します。 

3. [検索タイプ]を選択します（どのトリガで録画された映像を検索するかを選択します）。検索したい

トリガを個別に選択するか、[検索タイプ]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索

します。 

4. 検索したいストリームとチャンネルを設定します。この機能は、一度に 1 つのチャンネルを検索し

て再生することしかサポートしませんのでご注意ください。 

 

注意：サブストリーム録画データは、録画設定で“ストリームモード”を“デュアルストリーム”へ設

定して録画を行った場合に生成されます。録画設定で“ストリームモード”を“メイン”へ設定

して録画を行った場合にはサブストリーム録画データは生成されません。詳しくは、「5.2.2.1 

録画」をご参照ください。 
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5. 再生ボタンをクリックして再生を開始します。録画再生コントロールのボタンで再生を制御し

ます。詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビデオ再生コントロール 一覧表”をご覧ください。

アイコンをクリック又はマウスの右ボタンをクリックして再生を終了し、イベント検索画面に

戻ることができます。 

6. ビデオは分割画面で再生されています。 

7. 特定の分割画面でマウスの左ボタンをクリックすると、ビデオの分割画面の期間がタイムライン

に表示されます。タイムラインの上部にあるカラーバーは、クリックしたビデオの分割画面の期間

を示します。タイムラインの下部にあるカラーバーは、検索したビデオ全体の期間を示します。プロ

グレスバー上ではマウスホイール操作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能

です。 

 

 

8.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（

30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホイール操

作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時

間）。 

9. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップのバック

アップ」をご参照ください。 

10. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコンをク

リックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。もしも、

前回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面は表示さ

れず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存が実行さ

れます。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照く

ださい。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへデータを保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 
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6.1.3.1 イベント検索の検索画面と再生コントロール画面 

 

6. “タイプ”でトリガの種類を確認できます。 

トリガ（イベント）略記 一覧表 

連続 N 手動 C モーション M 

IO アラーム I 音声 S エリア侵入 S 

人・車カウント S 物体 S ライン侵入 S 

人＆車両 S 特徴 S 顔 S 

密集 S 行列 S ライセンスプレート S 

妨害 S 異常音 S ANR A 

USB フラッシュメモリーに保存するビデオにはそのビデオの左側のボックスをチェックします。画面

中央下付近へ“選択”したファイル数とバックアップファイルの“総サイズ”が表示されます。 

7. 再生したいビデオをクリックして選択し アイコンをクリック、または、ビデオを直接ダブルクリック

すると選択したビデオの録画再生が開始されます。 

USB フラッシュメモリーに保存する場合は、ビデオリスト左側のボックスをチェックします。画面中

央下付近へ“選択”したファイル数とバックアップファイルの“総サイズ”が表示されます。選択した

イベントのビデオは アイコンをクリックしてバックアップを実行します。 

注意：USB フラッシュメモリーへバックアップする場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32

のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

8. 録画再生コントロールのボタンで再生を制御します。詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビ

デオ再生コントロール 一覧表”をご覧ください。 アイコンをクリック又はマウスの右ボタ

ンをクリックして再生を終了し、イベント検索画面に戻ることができます。 

9. 現在再生しているイベントがタイムラインに表示されます。プログレスバー上でのマウスホイール

操作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。 

10.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（

30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホイール操

作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時

間）。 
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6.1.4 スマート検索と再生 
スマート検索では、チャンネルの 1 つまたは複数の特定の領域でモーションイベントを簡単に検索し

て再生できます。なお、スマート検索では映像のバックアップは行えません。 

 

スマート検索と再生を開始するには: 

1. 検索する日付と時刻期間を選択します。 

2. [検索タイプ]を選択します（どのトリガで録画された映像を検索するかを選択します）。検索したい

トリガを個別に選択するか、[検索タイプ]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索

します。 

3. 検索したいストリームとチャンネルを設定します。この機能は、一度に 1 つのチャンネルを検索し

て再生することしかサポートしませんのでご注意ください。 

注意：サブストリーム録画データは、録画設定で“ストリームモード”を“デュアルストリーム”へ設

定して録画を行った場合に生成されます。録画設定で“ストリームモード”を“メイン”へ設定

して録画を行った場合にはサブストリーム録画データは生成されません。詳しくは、「5.2.2.1 

録画」をご参照ください。 

4. 再生ボタンをクリックして再生を開始します。録画再生コントロールのボタンで再生を制御します。

詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビデオ再生コントロール 一覧表”をご覧ください。 アイコン

をクリック又はマウスの右ボタンをクリックして再生を終了し、イベント検索画面に戻ることができま

す。 
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再生コントロール: 

5. ビデオが画面で再生されます。 

6. タイムラインの上部にあるカラーバーは、検索したモーション録画の期間を示します。タイムライン

の下部にあるカラーバーは、指定した録画全体の完全な期間を示します。プログレスバー上での

マウスホイール操作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。 

 

7.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です

（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホイール

操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，

24 時間）。 

8. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコンをク

リックします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。もしも、前

回の手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面は表示され

ず、前回の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存が実行されま

す。詳しくは、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照ください。 
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6.1.4.1 スマート検索エリア 
スマート検索では、チャンネルの 1 つまたは複数の特定の領域でモーションイベントを簡単に検索し

て再生できます。ビデオ再生コントロールでこの  アイコンをクリックすると、カメラが全画面表示さ

れ、スマートコントロールバーが表示されます。検索結果の USB フラッシュメモリーへの CSV 保存をサ

ポートしております。 

 

 
 

 

スマートコントロールバー： コントロールバーの端をドラッグしますと、コントロールバーの位置を変更

できます。 

 

 

 

 全画面を検出領域とするには、このアイコンをクリックします。 

 このアイコンをクリックすると、検出領域を全削除します。 

 このアイコンをクリックすると、定義された領域に基づいてビデオを検索および再生できます。 

 再生インターフェイスに戻るには、このアイコンをクリックします。 
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検出領域を設定してスマート検索を行う場合： 

1. 映像画面上でクリック＆ドラッグして検出領域を設定します。赤枠升部分が検出領域となります。

複数の検出領域を定義できます。設定した検出領域を再度クリック＆ドラッグしますと検出領域

のキャンセルが可能です。完全に検出領域を削除する場合は、  アイコンをクリックします。検

出領域を設定致しましたら、 検索アイコンをクリックしてスマート検索再生を実行します。 

（複数の検出領域を設定した例） 

 

2. 検索アイコンをクリックしてスマート検索再生を実行しますと、スマート検索再生画面へ戻ります。

検索条件に一致するセグメント は、タイムライン上に青色で表示されます。 

 

3. 検索結果は USB フラッシュメモリーへの CSV 保存をサポートしております。ご利用の際は画面

の指示に従ってご利用ください。複数ページにまたがる検索結果の場合も、全てのページの結果

が１つの CSV ファイルとしてエクスポートされます。 
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6.1.5 画像検索 
この機能を使用して、スナップショットの検索，再生，バックアップを行うことができます。 

 
 

注意：検索結果は一度に 5000 枚を超える検索結果を表示で

きません。5000 枚を超える検索結果の場合は検索時間

の期間条件等を見直してご利用ください。 

 

画像を検索、再生、バックアップするには： 

1.  検索する日付と時刻を選択します。 

2. [検索タイプ]を選択します（どのトリガで録画された映像を検索するかを選択します）。検索したい

トリガを個別に選択するか、[検索タイプ]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索

します。 

3. 検索したいストリームとチャンネルを設定します。検索したいチャンネルは個別に選択するか、[チ

ャンネル]右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを検索します。 

注意：画像の画質及び解像度についてはキャプチャされた際の設定により決定されます。詳しくは

「5.2.3 キャプチャ」をご参照ください。 

4. ボタンをクリックして検索を開始します。 

5. 検索条件に合致する画像がリスト形式で表示されます。画像の 1 つをダブルクリックすると、大き

な画像が表示されます。 

6. メニューの右下隅にある アイコンをクリックして、画像のページ間を参照

するか、参照するページを入力します。 

7. 画面の右下隅に表示されているアイコンの下をクリックすると、リストフォームのビュー（サムネイ

ルビュー・リストビュー・詳細ビュー）を切り替えることができます。 
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 サムネイルビュー： イベントのスナップショットを表示できます。 

 
 

リスト(List)ビュー： イベントが一覧に表示されます。 

 
 

詳細(Detail)ビュー： イベントの詳細を表示できます。 

 

8. 画像をクリックすると画面の左下隅に画像情報が表示されます。“タイプ”でトリガの種類を確認で

きます。 

トリガ（イベント）略記 一覧表 

連続 N 手動 C モーション M 

IO アラーム I 音声 S エリア侵入 S 

人・車カウント S 物体 S ライン侵入 S 

人＆車両 S 特徴 S 顔 S 

密集 S 行列 S ライセンスプレート S 

妨害 S 異常音 S ANR A 

9. をチェックしますと最新順で検索結果が並べ替えられます。 

10. チェックされているファイルの数、合計サイズ情報が画面右下に表示されます。 
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11. 検索画像の USB フラッシュメモリーへのバックアップが可能です。イベントの番号の横にある

チェックボックスへチェックへしてファイルを個別に選択、あるいは、画面下部の[選択]チェック

ボックスをチェックしてページ内のすべての画像を選択可能です。 

選択したファイルを USB フラッシュメモリーへ保存を行うにはファイル選択後に ボタンをクリッ

クします。“バックアップ”画面が表示されますのでバックアップ先を指定後、[OK]をクリックして

バックアップを実行します。 

 

バックアップ処理が完了いたしますと、“バックアップ完了”プロンプト画面が表示されます。[OK]を

クリックしてバックアップ処理を完了します。 

 

 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

スライドショー機能につきましては、「6.1.5.1 画像プレビューコントロール（検索画像のスライド

ショー）」をご参照ください。 

アイコンをクリックしますと、ハイライトされた画像から検索結果画像のスライドショーが開始

されます。スライドショー実行中に アイコンをクリックしますとスライドショーが一時停止されま

す。 アイコンをクリックしますとスライドショーを再開致します。 アイコンをクリックしますと
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現在表示中画像の１つ次の画像、 アイコンをクリックしますと現在表示中画像の１つ前の画像

を表示できます。 

 

 

画面右下 アイコン をご選択の場合は、スライドショーは 1 サイクルに 4 画像を画面へ同時

に表示して実行されます。 

スライドショーが最後の画像へ到達しますと次のプトンプト画面が表示され、スライドショーは停

止いたします。 

 
 

画像検索結果へ戻るには、 ボタンをクリックします。 
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6.1.5.1 画像プレビューコントロール（検索画像のスライドショー） 

 

 

1. 画像リストは、ここで画像を選択することができます。 

2. 選択した画像を USB フラッシュメモリーに保存するには、 ボタンをクリックします。スライド

ショーで画像を表示するには ボタンをクリックします。 

 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッ

シュメモリーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは

FAT32 のフォーマット形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

3.  ボタンを押してプレビューコントロールウィンドウを終了し、画像検索ウィンドウに戻ります。 

4.  ボタンを押して一時停止し、 ボタンを押してスライドショーを再開します。 

5.  ボタンを押して、前のスナップショットまたはグループを表示し、 キーを押して次のスナップ

ショットまたはグループを表示します。 

6. 画面右下の ボタンをクリックすると、1 画面に 1 つのスナップショットが表示され、 ボタンをク

リックすると 1 画面に 4 つのスナップショットを一度に表示、 ボタンをクリックすると 1 画面に 9 つ

のスナップショットを一度に表示できます。 
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6.1.6 タグ検索 

＜“タグ”についての解説＞ 
“タグ”とは、本で例えるならば“栞（しおり）”のような機能です。ライブ画面及び録画再生で付けたタグ

を検索できます。 

 

 

 

ライブ画面でタグをつける場合は“カメラクイックツールバー”（詳しくは「4.2.1 カメラクイックツール

バー」をご覧ください）より行います。 カスタムタグアイコン（任意の半角文字のタグ名を付けれま

す）でタグ付けを行えます。 

 

 

 

 

録画再生画面でタグをつける場合はプログレスバー上部にある、 デフォルトタグアイコン（タグ

名は“Tag”になります）， カスタムタグアイコン（任意の半角文字のタグ名を付けれます）でタグ付

けを行えます。 
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6.1.6.1 タグ検索画面 

 

 

1. 検索する期間の日付と時刻を選択します。 

2. 検索するタグのキーワードを入力します。未入力の場合は全てのタグを検索します。 

3. 検索対象のチャンネルを設定します。検索対象のチャンネルは個別に選択するか、[チャンネル]

右横のボックスをチェックしてすべてのチャンネルを選択します。 

4. ボタンをクリックして検索を開始します。 

5. 検索結果がリスト形式で表示されます。再生したいものをダブルクリック、または、ファイルを選択

後に をクリックすると再生画面へ偏移し再生が開始されます。 
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6. メニューの右下隅にある アイコンをクリックして、画像のページ間を参

照するか、参照するページを入力します。 

7. ビデオ再生コントロールのそれぞれのボタンで再生を制御します。 アイコンをクリック又はマ

ウスの右ボタンをクリックして再生を終了し、タグ検索画面へ戻ることができます。 

8. 現在再生しているイベントがタイムラインに表示されます。プログレスバー上ではマウスホイール

操作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。 

9.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能で

す（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホ

イール操作でも時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，

12 時間，24 時間）。 

10. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップのバッ

クアップ」をご参照ください。 

11. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコンをクリッ

クします。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。もしも、前回の

手動キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面は表示されず、前回

の手動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存が実行されます。詳しく

は、「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照ください。 

 

 

 

注意：USB フラッシュメモリーへ画像を保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッシュメモ

リーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォーマッ

ト形式の総容量 128GB までのものとなっております。 
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6.1.7 外部ファイル検索 
USB フラッシュメモリーへバックアップした動画を再生することが可能です。 

 

1. USB フラッシュメモリーを USB 端子へ挿入し、 ボタンをクリックします。 

2. デバイスを選択します。 

3. 検索する拡張子タイプを “h264”，“rf”，“avi”， “mp4” より選択します。*.* を選択した場合は全て

のファイルタイプを検索します。 

4. 検索されたファイルが一覧表示されます。マウスホイールでファイル一覧をスクロールできます。

再生したいものをダブルクリック、または、選択後 アイコンをクリックすると再生が開始されま

す。 

5. 録画再生コントロールのボタンで再生を制御します。詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビ

デオ再生コントロール 一覧表”をご覧ください。 アイコンをクリック又はマウスの右ボタン

をクリックして再生を終了し、ライブ画面に戻ることができます。 
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6.1.8 スライス検索 

 

 

1. 検索するストリームを選択します。 

2. 検索するチャンネルを選択します。 

3. 検索する日時を選択します。 

4. プレビューウィンドウエリアです。サムネイル画像をクリックするとプレビュー再生されます。サム

ネイル画像をダブルクリックまたはプレビューウィンドウ右上の をクリックすると拡大表示し

ます。 

5. 再生ファイルの情報が表示されます。 

1 

2 

3 

4 

再生画面 

5 

6 

7 

8 9 10 

11 
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6. 録画再生コントロールのボタンで再生を制御します。詳しくは、「6.1 検索機能の使用」の“ビデオ再

生コントロール 一覧表”をご覧ください。 アイコンをクリック又はマウスの右ボタンをクリックして

再生を終了し、スライス検索画面に戻ることができます。 

7. 現在再生しているイベントがタイムラインに表示されます。プログレスバー上ではマウスホイール操

作でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です。 

8.  でプログレスバーの時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30

分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。又は、プログレスバー上のマウスホイール操作で

も時間枠（表示期間の大小）を変更可能です（30 分，1 時間，2 時間，6 時間，12 時間，24 時間）。 

9. USB フラッシュメモリーに再生中にビデオの一部をすばやく保存する場合は、 

 ビデオクリップ、 バックアップ機能を使用します。詳しくは、「6.1.1.1 ビデオクリップのバック

アップ」をご参照ください。 

10. USB フラッシュメモリーへ選択している CH の手動キャプチャを保存するには アイコンをクリック

します。保存するディレクトリのある場合は保存するディレクトリを表示させます。もしも、前回の手動

キャプチャから USB フラッシュメモリーを取外していない場合はこの画面は表示されず、前回の手

動キャプチャと同じ USB フラッシュメモリーの同じディレクトリへ保存が実行されます。詳しくは、

「6.1.1.2 録画再生画面の手動キャプチャ（静止画バックアップ）」をご参照ください。 

11. “プレ再生”，“ポスト再生”を変更した場合は、 ボタンをクリックして設定を反映させま

す。“プレ再生”，“ポスト再生”はそれぞれ、0 秒，5 秒，10 秒，20 秒，30 秒，1 分，2 分，5 分，10 分

より選択可能です。 

 

 

注意：USB フラッシュメモリーへデータを保存する場合は、本 NVR の USB 端子へ USB フラッシュメモ

リーを接続する必要がございます。使用可能な USB フラッシュメモリーは FAT32 のフォーマット

形式の総容量 128GB までのものとなっております。 

 

注意：プレ再生”，“ポスト再生”で選択した期間全ての録画データが無い場合は録画データが存在する

期間の中で再生再生されます。 
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第 7 章 Web クライアント経由のリモートアクセス 

Web クライアントを使用して、パソコンでいつでも NVR にリモートアクセスできます。Web クライアントに

アクセスする前に、NVR のインターネット設定が正しく構成されていることを確認する必要があります。 

注意： “Internet Explorer” による接続は非推奨です。 

7.1 基本的なシステム環境要件 
Web クライアントを実行するために必要なハードウェアと OS の最小要件は、以下のとおりです。 

項目 推奨スペック 

CPU Intel® Core™ i5 CPU 

メインメモリ 8GB 以上 

ハードディスク 1TB 以上 

ビデオメモリ 4GB 以上 

ディスプレイ解像度 1920x1080 

OS Windows10 、Mac OS X® 10.9 以上 

DirectX DirectX 11 

Direct3D Acceleration Function 

イーサネット・アダプター

（LAN） 
1Gbps 以上 

WEB ブラウザ Microsoft Edge 

Mac Safari 5.1 以上 
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7.1.1 Mac Safari をご利用の場合(プラグイン) 
1. Mac で Safari を表示し、NVR に設定した NVR IP アドレスまたは DDNS ドメイン名 (ホスト名) を 

[URL] ボックスに入力します。 

 

2. ダウンロードしたプラグイン " SurveillanceClient.dmg"をダウンロードし、ダウンロードしたファイルを

ダブルクリックします。 

 

3. [続行] --[インストール] >クリックします。Mac コンピュータのユーザー名とパスワードを入力し、「ソ

フトウェアのインストール」-->をクリックしてインストールを完了します。   

 

4. Safari を閉じてからもう一度開き、手順 1 を繰り返して Web クライアントログインページを開きます。 

1 

2 

3 

4 
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7.2 Web クライアント・マネージャー 
Web クライアントは、管理者アカウントを使用して NVR を完全に制御することをサポートしています。不

正なログインを防止するため、ユーザー名とパスワードは大切に管理してください。 

注意：不正なログインを防止するため、ユーザー名とパスワードは大切に管理してください。 

 

8 

12 

10 

10 

13 14 
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注意：暫くパスワードの変更が行われていない場合、パスワード変更を促すダイアログが表示される場

合がございます。セキュリティ上、定期的なパスワード変更を推奨します。なお、ここで変更した

パスワードは本体のパスワードも同じように変更されます。パスワードについては、「3.3 パス

ワード」をご参照ください。 
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7.2.1 ライブ 
これは、Web クライアントにログインした後に開く最初の画面です。ここでは、ライブプレビューの視聴，

ローカルコンピュータへの手動録画，画面のスナップショット撮影，PTZ コントロール，カラー調整などを

行うことができます。 

 

1- チャンネルリスト: クイックカメラ機能クリックボタン のチャンネルリストを開き、チャンネルリス

トを表示します。クリックボタン をクリックしてチャンネルリストを非表示にし

ます。 

  ： ライブビデオストリームのオン/オフを切替えます。ライブビデオストリームがオ

ンの場合、ボタンは青色です。 

 ： 手動スナップショットボタン。現在のライブディスプレイのスナップショットをコンピュー

タに保存するときにクリックします。 

： ビットレートボタン。メインストリーム，サブストリーム，スマートフォンストリームを選択

できます。スマートフォンストリームは IPC チャンネルでのみ使用できます。 

 

2- ライブビデオストリームオプション: 

メインストリーム:  高品質のメインストリームビデオ設定を使用して、すべてのライブビデオを

表示します。 

サブストリーム:  中間品質のサブストリームビデオ設定を使用して、すべてのライブビデオを表

示します。 

スマートフォンストリーム: 帯域幅を節約するために、低品質のスマートフォンストリームビ

デオ設定を使用して、すべてのライブビデオを表示します。IPC チャ

ンネルに対してのみ使用できます。 

3- メインメニュー: 

ライブ: ライブ映像の受像。 

再生 : NVR の HDD に保存されている録画ビデオ/画像を検索して表示します。 

リモート設定 : NVR 設定メニューへアクセス。 

4- 情報:  マウスカーソルを合わせると、システムの詳細が表示されます。 

5- 終了:  Web クライアント・マネージャーを終了します。使用しない場合等はセキュリティのためログア

ウトしてください。 
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6- カラー コントロール: カラーコントローラーの表示/非表示を切り替えます。 

 

7- PTZ コントロール:  PTZ コントローラーを表示または非表示を切り替えます。 

8- PTZ コントローラー 

 

 

 

ズーム: -/+をクリックして拡大または縮小します。 

ステップ: １クリックでのステップ数を１，５，20 よ

り選択可能です。 

 

 

フォーカス: -/+をクリックしてフォーカスを調整しま

す。 

ステップ: １クリックでのステップ数を１，５，20 より

選択可能です。 

 

オートフォーカス: 自動焦点 

復旧: デフォルトへ戻します 
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9- ライブビューコントロールボタン: 

 

 画面の分割数を選択できます。  

すべてのライブチャンネルを開きます。 

すべてのライブチャンネルを閉じます。 

オリジナルのアスペクト比でライブビデオを表示します。 

ストレッチ:アスペクト比を画面に合わせて伸ばします。 

 Web クライアントを全画面表示に拡大します。 

手動録画: クリックすると、表示されているすべてのチャンネルの手動録画が開始されます。

録画を停止するには、もう一度クリックします。手動録画はパソコンに保存されます。 

スナップショット: 現在表示されているすべてのチャンネルのスナップショットをコンピュー

タに保存します。 

デジタルズーム:ライブ画像をクリックし、ライブ画像の領域をクリックしてドラッグして拡大しま

す。右クリックすると、標準表示に戻ります。 

 ボリュームコントロール。なお、  はミュート状態です。 

タグ付けします。任意のタグ付け(半角大小英字，半角数字)が可能です。 

10- ナビゲーション，通知ポップアップエリア:  画面に表示されるチャンネルの現在のページ番号を

表示します。方向キーを使用してページを切り替えます。 

 

通知がある場合はポップアップ表示されます。 

 

11- 画面分割:  一度に画面に表示するチャンネル数を選択します。画面分割数の選択。 
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12- ステータスアイコン： 

Ｒ ： 録画中であることを示します。 

M ： モーションイベントを検知したことを示します。 

M ： モーションイベントによってモーション録画中であることを示します。 

I ： IO 外部トリガを検知したことを示します。 

I ： IO 外部トリガによって IO 外部トリガ録画中であることを示します。 

S ： インテリジェント又は AI のイベントを検知したことを示します。 

S ： インテリジェント又は AI のイベントによってイベント録画中であることを示します。 

PIR ： これは、IPC が PIR イベントを検知したことを示します。 

PIR ： これは、IPC が PIR イベントによってイベント録画中であることを示します。 

13- AI アラーム： AI アラーム通知エリアの表示/非表示と通知内容の選択が可能です。 

  

14- 手動アラーム： 手動で外部アラーム出力を ON/OFF します。 
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7.2.2 録画再生 

NVR 内の HDD に保存されている録画ビデオを検索して再生し、ビデオをパソコンにダウンロードできま

す。 

 

 

録画を検索するには: 

1. ウィンドウの右上隅にある[再生] をクリックします。 

2. ウィンドウの左上隅のプルダウンより再生対象を選択します。通常の録画検索の場合は“基本”を

選択します。その他の項目につきましては、「6.1 検索機能の使用」をご参考にご利用ください。 

 

3. [日付]で、録画を検索する日を選択します。録画の日付には赤い下線が表示されます。 

 

4. [サーチタイプ]から検索する種類を選択します。 
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5. ストリームから検索して再生したいビデオストリームを選択します。 

 

 

注意：サブストリームを再生したい場合は、デュアルストリームで録画するように NVR を設定したこ

とを確認してください。 

 

 

6. 録画を検索したいチャンネルを確認してください。すべてのチャンネルを一度に再生するには、

（すべて再生）をクリックします。 

7. [検索]をクリック。 

8. 検索に合った録画がタイムラインに表示されます。再生を開始するビデオのセクションをクリック

し、再生ボタン をクリックします。 
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7.2.2.1 再生コントロールボタン 

  停止 ： 選択しているチャンネルの再生を停止します。 

  再生 ： 選択しているチャンネルを再生します。 

 キャプチャー： 再生中のチャンネルのいずれかをクリックし、このキャプチャボタンをクリックすると

静止画をパソコンに保存します。 

 [ダウンロード] メニューを開くと、複数のビデオ録画を一度にダウンロードできます。 

 

 

 

ダウンロードしたいファイルを選択し、[ダウン

ロード開始]ボタンを押すとダウンロードを開

始しダウンロードの状態が表示されます。停

止するには、[ダウンロード停止] ボタンを押し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 再生速度: クリックして再生速度を選択します。 

 すべて再生: クリックすると、検索対象に選択したすべてのチャンネルを再生します。 

 すべて停止: クリックすると、すべてのチャンネルの再生を停止します。 

  デジタルズーム: ビデオを再生してクリックし、ビデオの領域をクリックしてドラッグすると拡大しま

す。右クリックすると、標準表示に戻ります。 

 オリジナルの割合:  元のアスペクト比で再生ビデオを表示 

 ストレッチ:  アスペクト比を画面に合わせて伸ばします。 

  全画面： Web クライアントを全画面表示に拡大します。 
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7.2.3 リモート設定 
ここでは、NVR の設定をリモートで設定できます。詳細については、「第 5 章 NVR システムの設定」を

ご参考ください。 
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第 8 章 バックアップ映像をパソコンで閲覧する 

このセクションでは、ビデオプレーヤーでバックアップファイルを再生する方法をご紹介いたします。 

 

最小システム要件 

• OS: Windows10 

• CPU: 1GHz 以上 

• RAM: 1GB 以上 

• VRAM: 16MB 

1. ビデオプレーヤーソフトウェアをインストールして実行します。 

 

2. バックアップファイルをパソコンにコピーします。 

3. ボタンをクリックするか、または [Play List] の[+] ボタンをクリックして、1 つまた

は複数のビデオ ファイルを読み込みます。".rf", ". avi", ".mp4", ".264", ".265" ファイルの再生を

サポートしています。バックアップされたビデオを含むフォルダをロードするには、 ボタンをクリッ

クします。  
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8.1 ビデオプレイヤーの操作 

 

 

 

 

①Play List 

リストへ再生ファイルを追加 

リストから再生ファイルを削除 

再生モードを選択: 

[single]   単一のファイルを 1 度のみ再生 

[Order]   リスト内すべてのファイルを順番に再生 

[RepeatOne]  1 つのファイルを繰返しリピート 

[RepeatAll] リスト内すべてのファイルをリピート。 
 

 

 

 

 

② 

プレイリストの表示/非表示 

再生ファイル/フォルダを開く 

 

1 

2 3 4 

5 

6 
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③再生コントロール 

再生 

一時停止 

停止 

コマ送り（1 フレームずつ再生） 

スロー再生（x1/2，x 1/4，x 1/8，x 1/16） 

早送り （x2，x4，x8，x16） 

 

 

 

④音量制御、マルチスクリーンプレイ 

 音量制御 

マルチスクリーンプレイ。一度に複数のビデオを再生することができます。マルチスクリーンを

選択すると、再生リストのビデオを再生画面にドラッグできます。 

 

 

⑤ツールメニュー 

 スナップショットの取得 

ビデオ クリップをコンピュータに保存します。1 回押して 開始し、もう１度押してビデオ クリップを

終了します。 

ビデオプレーヤーをデスクトップ画面の１番上に表示します。 

 ビデオ再生画面を全画面表示に拡大します。 
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⑥高度なセットアップメニュー は、ビデオプレーヤーの OSD 言語を選択し、ビデオプレーヤーを設

定することができます。 

 

[基本設定]: オントップモードを設定する。 

[Stick on Top When Playing] 再生中は最前面表示されます。 

[Never Stick on Top] 最前面表示を解除します。 

[Always Stick on Top] 常時最前面表示します。 

 

 

[キャプチャ設定]: スナップショットを保存する形式と保存先を設定します。 
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第 9 章 Android・iOS から NVR を使用する 

NVR は、Android と iOS のスマートフォンデバイスからのリモートアクセスをサポート

しています。 

App ストア 、 Google Play ストア から「RXCamView」を検索してインストールして使

用します。 

  

 

9.1 「RXCamView」へ NVR の登録 

① アイコンをタップして、[デバイスリスト]をタップし、[+]をタップして、[IPC/NVR/DVR] をタップ

し、デバイスを追加していきます。 

   

 

② P2P QR コードをスキャンします。 

または、「手動」を選択して NVR 情報を入力して[保存する]をタップします。 
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③デバイスマネージャーへ登録されます。 

▷ボタンをタップでライブ画面が表示されます。 

   

 

 

 

 

  

（ライブ画面） 
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9.2 「RXCamView」の各操作 
9.2.1 ライブ画面 
ライブ画面は 1 画面表示、分割画面表示が可能です。CH グループ作成はライブ画面より可能です。 

  
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

4 分割画面 

6 分割画面 

8 分割画面 

9 分割画面 

16 分割画面 

1 画面に最大 16 チャンネルが表示可能です。 

画面をスワイプすると次のチャンネルが表示可能です。 

最大 80 チャンネルが受信可能です。 

静止画撮影 

手動録画（スマホへ保存） 

PTZ 制御 

画質調整 

双方向音声（NVR が対応している場合使用可能） 

音声オン/オフ 
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CH グループ作成 

CH グループ編集 

スワイプで CH グ

ループ削除 

スワイプ 

 

CH グループ名を入力 
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9.2.2 録画検索・再生 
日時検索、サムネイル検索、イベント検索が可能。 

   

 

   

    

   

 

時間軸スワイプ

で時間検索 

サムネイル検索 

オンで複数 CH 間

の再生が同期。 

イベント検索 

デバイス・CH

選択 日時検索 
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9.2.3 ファイル一覧 
スマホで行った録画や静止画の閲覧が可能です。 
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9.2.4 イベント通知 
スマホで NVR からのイベント通知を受け取れます。 

   

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イベントが

発生した

チャンネル

のライブ画

面へ。 

イベント時の

録画再生。 

タップして選択 

通知をカレンダー検

索可能。 

通知の全削除 

スワイプで通知を個

別削除可能。 

ス
ワ
イ
プ 

未読通知数 

スマホへの通知

対象デバイスを

選択可能。 

デバイス別に通知対象

内容を選択可能。 

選択後は[保存する]を

タップ。 

通知の全既読 
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通知をデバイス別・CH

別で検索可能。 

通知をアラー

ム別で検索可

能。 
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9.2.5 ローカル設定 

 

 

  

←メインストリーム。 

←サブストリーム。 

ライブ画面でデフォルト表示す

る CH グループを選択。 

ライブ画面でデフォルト表示す

るデバイスを選択。 
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9.2.6 リモート設定 
スマホで NVR 本体の設定が可能です。 

設定を反映させるためには、それぞれの設定画面で保存を実行します。 

  

 

 

 

 

9.2.6.1 ［ライブ］設定画面 
設定の詳細は「5.1.3 ライブ」を参照してください。 

 

  

 

  

各設定画面内右上の  について 

NVR へ設定内容を反

映する場合 

 

 

 

の表示で反映完了 

NVR の設定内容を読

み出す場合 

の表示で読出し完了 
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9.2.6.2 ［日時］設定画面 
設定の詳細は、「5.6.1.1 日付と時刻」、「5.6.1.2 NTP 設定」、「5.6.1.3 サマータイム(夏時間 DST)設定」を

参照してください。 

  

 

 

9.2.6.3 ［HDD］設定画面 
設定の詳細は、「5.5.1 ディスク管理」を参照してください。 
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9.2.6.4 ［録画スケジュール］設定画面 
設定の詳細は、「5.2.2.2 録画スケジュール」を参照してください。 
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9.2.6.5 ［ネットワーク］設定画面 
設定の詳細は、「5.4 ネットワーク」を参照してください。 
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9.2.6.6 ［モーション］設定画面 
設定の詳細は、「5.1.6 モーション（パラメータ設定）」、「5.1.6.1 モーション（アラーム設定）」を参照してくだ

さい。 
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9.2.6.7 ［IO 制御］（外部入力アラーム）設定画面 
設定の詳細は、「5.3.2 I/O アラーム（外部入力アラーム）」を参照してください。 
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9.2.6.8 ［システム情報］画面 
システム情報が閲覧可能です。詳細は、「5.6.6 システム情報」を参照してください。 
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9.2.6.9 ［メール］設定画面 
設定の詳細は、「5.4.3.1 メール設定」を参照してください。 
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9.2.6.10 ［メールスケジュール］設定画面 
設定の詳細は、「5.4.3.2 メールスケジュール」を参照してください。   

 

  
 

 

 

 

 

9.2.6.11 ［クラウドストレージ］設定画面 
設定の詳細は、「5.5.2 クラウド」を参照してください。 

 

 
 

 

  

異常アラーム 

インテリジェント 

閉じる 
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9.2.6.12 ［アラームプッシュスケジュール］設定画面 
設定の詳細は、5.3.6 アラームスケジュール（リンケージアクションのスケジューリング）を参照してくださ

い。 

 
 

 

 

 

 

9.2.6.13 ［PIR］（人感センサー）設定画面 
設定の詳細は、「5.1.7 人感センサー（パラメータ設定）」、「5.1.7.1 人感センサー（アラーム設定）」を参照

してください。 
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9.2.6.14 ［ビデオブロック］（プライバシー設定）設定画面 
設定の詳細は、「5.1.8 プライバシー設定」を参照してください。 
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第 10 章 付録 

10.1 トラブルシューティング, FAQ 
1. Q: パスワードを変更しましたが、新しいパスワードを忘れた場合、システムにアクセスするにはどうす

ればいいですか？ 

A:設定が全て出荷状態へ戻りますがリセットを行うとパスワードもリセットされます。“リセットスイッチ

設定”でHDDフォーマットを御設定の場合は同時に搭載されている全てのHDDフォーマットが実施

され、搭載されている全てのHDD内の全データが消去されます。詳しくは、「1.1 リアパネル」，

「5.6.4.6 リセットスイッチ設定」をご参照ください。 

2. Q: NVRとカメラを接続することで、ビデオが表示されません。両方のデバイスの電源はOKです。何が

間違っていますか？ 

A: NVR側のネットワークケーブルを確認して、ケーブルがしっかりと接続されているか、設定が正し

いかを確認します。 

3. Q: NVR が熱の影響を受けないようにするには？ 

A: NVRは、稼働中に十分に放熱する必要があります。NVRの安定性と寿命を確保するために、空

気循環が良好で熱源から離れた場所にNVRを置いてください。 

4. Q: 録画中に検索再生できますか？ 

A:システムは、録画動作中の検索再生機能をサポートします。 

5. Q: NVR の HDD でレコードを消去できますか？ 

A: ファイルのセキュリティを考慮して、レコードの一部をクリアすることはできません。ロックの有無

にかかわらず全てのレコードを削除する場合は、HDD のフォーマットを行います。 

6. Q:NVRにリモートログインできないのはなぜですか？ 

A: ネットワーク接続の設定が正しいか、RJ-45 ポートが良好な接続状態にあるか確認してください。

アカウントとパスワードが正しく入力されているかどうかを確認します。 

7. Q: NVR が PTZ を制御できません。どうしたらよいですか？ 

A: 以下についてご確認ください。 

1) 手前のPTZが誤動作しています。 

2) PTZデコーダの設定、接続、インストールが正しくない。 

3) NVRの PTZ 設定が正しくない。 

4) PTZ デコーダのプロトコルが NVR のプロトコルと一致しません。 

5) PTZ デコーダのアドレスが NVR のアドレスと一致しません。 

6) 多くのデコーダが接続されている場合 、PTZデコーダのABラインの最も遠い側に120Ωの抵抗

を加えて、インピーダンスマッチングを実現する必要があります。そうしないと、PTZ制御が不安定

になります。 

8. Q: アラームが機能しないのはなぜですか? 

A:アラーム設定、アラームスケジュール設定、アラーム接続、アラーム入力信号が正しいか確認して

ください。 
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9. Q: WEBクライアントからファームウェアアップデートできません。 

A: ADMINパスワード認証ができない場合はファームウェアアップデートを実施できません。また、本

体が設定操作中/録画検索中の場合はファームウェアアップデートができません（メニュー一覧画面

表示中だけの場合は可能です）。 

10. Q:なぜブザーは鳴り続けるのですか? 

A:アラーム設定を確認し、モーション検出機能が有効になっているか、オブジェクトの動きが常に

検出されているか、I/Oアラームのノーマルオープン・ノーマルクローズの設定が誤っていないか

どうかを確認してください。また、対応するHDDアラーム設定を参照してください。 

11. Q: [停止]ボタンを押したり、 コンテキストメニューの[録画の停止]をクリックして録画を停止できな

いのはなぜですか? 

A: [停止] または [録画の停止] を押すと、手動録画の録画停止しかできません。特定の時間に

スケジュールされた録画を停止したい場合は、スケジュール設定を「録画なし」に変更してくだ

さい。スタートアップ録画を停止するには、予約録画または手動録画にレコードモードを変更し

ます。その後、所定の方法で録画を停止することができます。また、録画を停止する別の方法

は、チャンネルを録画設定で録画スイッチをオフへ設定することです。 

12. Q:「非表示」設定中チャンネルのライブ音声が出ない。 

A:如何なる場合でもNVRのライブ画面では、「非表示」設定中のチャンネルの音声は出ません。

（「非表示」設定中においても録画設定で音声の項目が有効となっている場合、そのチャンネル

の録音は行われます） 

13. Q:「非表示」設定したチャンネルがWebクライアントやRXCamViewで表示されている。 

A:「非表示」設定はVGA，HDMI出力に対してのみ有効です。 

14. Q:録画が上書きされない。 

A:上書き設定をご確認ください。又は、ロックしているファイルをご確認ください。 

15. Q:指定した検出領域でスマート検索を行いたい。 

A:「6.1.4.1 スマート検索エリア」をご覧ください。 

16. Q:録画再生のタイムラインの凡例の“アラーム”とは何ですか。 

A:凡例の“アラーム”は、イベントが重複した場合に表示されます。 

17. Q:そのCHでトリガが重複した際はどういう動作を行いますか。 

A:（ブザー/ラッチタイム/録画継続時間）最終のトリガからカウントダウンが開始されます。 

18. Q:アラームでの全画面表示中に別CHでトリガが発生した場合、切り替わりますか？ 

A: 切り替わります。 

19. Q:本体内部の外部IOアラームリレーは修理/メンテナンス可能ですか？ 

A: 本体内部の外部IOアラームリレーは修理/メンテナンスができません。 

20. Q: “WEB SESSION TIMEOUT” はウェブラウザアクセスへのみ適用されますか？ 

A: “WEB SESSION TIMEOUT” はウェブラウザアクセスへのみ適用され、VMSクライアント接続へ

は適用されません。 
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21. Q:次の画像のプロンプトが表示されました。これは何ですか？ 

 
A: このプロンプト画面はディスクタイプを変更した場合、又は、ハードディスク（内蔵ディスク）を交

換又は一旦お取外しされた場合に表示される場合がございます。なお、ご自身で内蔵ディスクの

取外しや交換を行われた場合は保証対象外となりますのでご注意ください。ハードディスク（内蔵

ディスク）の交換及び増設をご検討の際は代理店までご相談いただきますようお願いいたします。 

22. Q: “冗長ディスク”について教えて下さい。 

A:「5.5.1 ディスク管理」をご覧ください。 

23. Q: NVRは正常に動作するが、フロントパネルでNVRを制御できないのはなぜですか? 

A:「5.6.1.4 パネルキー設定」をご覧いただき、システム設定とキーロック状態をご確認ください。 

24. Q:ログは削除できますか？ 

A: セキュリティを考慮して、HDDフォーマットしてもログは消えないようになっております。 

25. Q:リモートコントローラーは別売りで取扱いはございますか？ 

A: リモートコントローラーの取扱いはございません。ご了承ください。 

26. Q: 電源に接続した後にNVRが起動できないのはなぜですか？ 

A: ACアダプタが故障している場合、ACアダプタを変更してください。 

27. Q: NVRをオンにした後、ブルースクリーンで何も表示されない。 

A:  

1) NVR背面パネルのVGA/HDMI出力ケーブルがしっかりと接続されているか確認してください。 

28. Q: NVRのチャンネルに映像が表示されないのはなぜですか？ 

A:  

1) NVR設定：NVRで非表示のカメラ機能を有効にしているかどうかを確認してください。 

2) 接続：ケーブルとインターフェース，ネットワーク設定を確認してください。 

3) カメラ：カメラをご確認ください。 

29. Q: 1 時間ごとに使用されるストレージ容量が期間によって異なるのはなぜですか？ 

A:  

1) 録画設定と密接に関連しています。異なるレコードフレームレート，解像度，画質では異なる

ビットレートを持ちます。レコードのフレームレート，解像度，画質が低いほどビットレートは低

くなります。 

2) 使用されるストレージは映像変化の大小と密接に関連しています。映像変化が静かな場合は

使用されるストレージが少なくなります。映像の変化が大きい場合は使用されるストレージが

大きくなります。つまり、異なる映像では使用されるストレージ量に大きなギャップが発生する

可能性があります。 

30. Q: 動きがありますがNVRはトリガを発動せず記録しません。なぜですか？ 

A:  

1) モーションの場合、モーション検出時間,モーション検出範囲設定が正しいか、感度が低すぎな

いかどうかを御確認ください。 
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2) モーションの場合、モーション記録するにはモーション機能をONにしてスケジュール設定を行う

必要があります。「5.1.6 モーション（パラメータ設定）」，「5.1.6.1 モーション（アラーム設定）」，

「5.2.2.2 録画スケジュール」，「5.2.3.2 キャプチャスケジュール」をご覧ください。 

3) 音声検知の場合、映像に動きがあっても音声検知の無い場合は記録しません。 

4) コンビを組んでいませんか？ コンビ元の単独の2つのアラームは無効化されます。「5.3.7 コン

ビネーションアラーム（COMBINATION ALARM）」をご覧ください。 

5) インテリジェントによるトリガが発動しない場合：（トリガへ設定している仮想エリアをご確認くだ

さい）仮想ライン/仮想エリアの縁がカメラ映像のエッジ/コーナーに近すぎている場合はトリ

ガできない場合がございます。 

6) インテリジェントによるトリガが発動しない場合：（パラメータをご確認ください）顔認識の最小/

最大ピクセルの誤設定等がないかご確認ください。 

7) インテリジェントによるトリガが発動しない場合：「5.1.9.8 インテリジェント機能のスケジュール

設定」を御参考にスケジュール設定をご確認ください。 

8) スケジュール動作が実時間とズレていませんか？ 時刻設定をご確認ください。 

31. Q:音声検知して良いはずだがNVRはトリガを発動せず記録しません。なぜですか？ 

A:  

1) 音声入力ケーブルに不具合がないことをご確認ください。 

2) [システム] – [基本設定] の“音声入力タイプ”をご確認ください。 

3) 音声入力音圧が低い場合は増幅アンプの導入をご検討ください。 

4) 音声入力端子の差し間違いがないことをご確認ください。 

5) 音声検知のライトスケジュールをご確認ください。詳しくは、「5.1.9.9 音声検知」を御参照くださ

い。 

32. Q: LANでNVRにアクセスすることができますが、インターネットからNVRにアクセスできません。な

ぜですか？ 

A:  

1) LANがインターネットにつながっていません。又はそのLANに不具合があります。 

2) そのネットワークはNVRに対して適切なポートフォワーディング設定が行われていません。 

3) P2P機能を使用しない場合で固定IPではない場合にはDDNSサービスが必要ですが、NVRの

LAN環境，DDNSサーバで適切にDDNSが設定されていません。 

4) P2P機能をご利用の場合、NVRがDNS解決できていない場合がございます。 

33. Q: 不在中に他の人が録画を止めないようにすることはできますか？ 

A: “画面ロック”を行うことで、正しいパスワードを持っていない限り誰もNVRを操作することができ

なくなります。「4.2.3.1 画面のロック解除とロック」をご覧ください。 

34. Q: NVRの内蔵HDDのすべての録画データを消去するにはどうすればよいですか？ 

A: デバイス設定の「HDDフォーマットセット」オプションを選択します。「5.5.1 ディスク管理」をご覧く

ださい。但し、HDDフォーマットを行ってもログは残ります。 

35. Q: PCでNVRの内蔵HDDの録画データを録画再生できますか？ 

A: VMSソフトウェア又はWEBブラウザアクセスでNVRの内蔵HDDの録画データを録画再生可能で

す。 

36. Q: NVRの内蔵HDDを増設したい。 

A: TNV-R8PW/TNV-R16PWは最大2台までのHDDが搭載できます。代理店までご相談ください。 

37. Q: S.M.A.R.T.でエラーが確認されたのでHDD交換及び録画映像のバックアップをお願いしたい。 

A:  お早めに代理店までご相談ください。 

  



TNV-R4PW,TNV-R8PW,TNV-R16PW ユーザーマニュアル 

 

238 

38. Q:MICROSOFT EDGE ブラウザに対応していますか？ 

A: MICROSOFT EDGE ブラウザによるライブ閲覧，録画再生，録画映像バックアップをサポートし

ています。 

39. Q:録画バックアップ，ファームウェア更新をするために、NVRへUSBフラッシュメモリーを接続します

が検出しません。 

A: そのUSBフラッシュメモリーが対応していない可能性があります。 

40. Q:ログ検索は何処ですか？ 

A: 「5.6.4.1 ログ」をご参照ください。 

41. Q:“画面ロック”と“ログアウト”の違いは何ですか？ 

A: “画面ロック”は“画面ロック”を行ったアカウントでのみロック解除できます。“ログアウト”の場

合はログインの際にアカウントを変更可能です。アカウントを選択してログインするにはパスワード

によるログインが必要です。パターン認証画面の場合は、[パスワード]ボタンをクリックしてパス

ワード認証画面へ移行します。ログイン画面を表示中のNVRはログイン中同様に録画等のバック

グラウンド動作を行っております。 

 （パターン認証画面） 

（パスワード認証画面） 

42. Q:登録されたCHが接続できません。私は何か間違っていますか？ 

A: もしも、そのIPCのWEBクライアントへログインした際にパスワード変更を促すダイアログが表示

されましたら、アクティベーションがうまくいいっていない可能性がございます。この場合、そのIPC

のパスワードを変更することで登録されたCHが接続できる可能性がございます。このダイアログ

は定期的なパスワード変更を促し、セキュアな遠隔接続であり続けることをサポートするために表

示されます。 

 

43. Q:ライブ出力の “スケール＆オフセット” が調整できない。 

A: ライブ出力解像度の “自動認識” を解除してください。 
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44. Q:認可証明書ファイルを読み込ませたが“認証が失敗しました”と表示されてパスワードリカバリが

出来ない。どうにかならないか。 

A:  

1) 認可証明書ファイルが壊れている可能性がございます。認可証明書ファイルを別デバイスへ

バックアップされている場合はバックアップしている認可証明書ファイルをお試しください。 

2) 設定が全てデフォルト値へセットされますが、本体裏面のリセットボタンを10秒程度押しますと

パスワードも “CCTV1212@”へリセットされます。“リセットスイッチ設定”でHDDフォーマットを御

設定の場合は同時に搭載されている全てのHDDフォーマットが実施され、搭載されている全て

のHDD内の全データが消去されます。（「1.1 リアパネル」の 表の「NO.5 RESET」，「5.6.4.6 リセ

ットスイッチ設定」をご覧ください） 

45. Q: “ライブ出力”の”出力解像度”を変更の場合に録画は停止するか？ 

A: 停止しません。 

46. Q: NVRでUSBフラッシュメモリーをフォーマットできるか？ 

A: バックアップ画面よりUSBフラッシュメモリーをフォーマット可能です。「3.4 USBフラッシュメモ

リーを本機でフォーマットする」をご参照ください。 

47. Q: USBフラッシュメモリーへライブ画面を直接スクリーンショットできるか？ 

A: 一旦本体へ手動キャプチャを行っていただき、写真検索でUSBフラッシュメモリーへ保存する手

順となります。詳しくは、「4.2.1 カメラクイックツールバー」，「5.2.3.1 キャプチャ」をご覧ください。な

お、全ての手動キャプチャのキャプチャ画質は “録画設定” ―  “キャプチャ” で設定した画質が

適用されます。 

 

48. Q:再生録画している最中にUSBフラッシュメモリーへ直接スクリーンショットしたい。 

A:本体でプログレスバー上部にある手動キャプチャアイコンをクリックしますと録画再生中のハイ

ライトされたチャンネルのUSBフラッシュメモリーへの手動キャプチャが可能です（4つのチャンネル

をキャプチャする際は4回の手動キャプチャ操作が必要です）。詳しくは、「6.1 検索機能の使用」を

ご覧ください。なお、全ての手動キャプチャのキャプチャ画質は “録画設定” ―  “キャプチャ” で

設定した画質が適用されます。 

 

49. Q:録画再生しているこの画面をNVR本体へ、今、キャプチャしたい。 

A: 録画再生映像のキャプチャはUSBフラッシュメモリーへのみ可能です。しかし、あなたはこの日

時のこの映像のこの瞬間に対して“カスタムタグ”を付けることが可能です。タグ名は半角文字で

ある必要がございます。詳しくは「6.1.6 タグ検索」をご覧ください。 
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50. Q:OSD表示位置（カメラタイトル/日時表示）が調整できない。 

A:そのIPカメラは対応していない可能性がございます。 

51. Q:本機でブザー音を止めたい。 

A: で、そのイベントの へ設定します。 

52. Q:本機でブザー音をスケジューリングできないか？ 

A: “アラームスケジュール” の “ブザー” で、スケジューリング設定します。 

 

53. Q:  SDGS（エスディージーズ）、ROHS（ローズ）へ対応しているか？ 

A: ROHS2へ対応し、SDGS 問題ございません。 

54. Q:  録画再生で、“リソース不足です”と表示される。 

A: サブストリームでの再生、又は、分割画面表示の場合は分割数を下げる、又は、1CH表示での

再生をお試しください。 

55. Q:  分割画面の分割数・レイアウトを任意に変更できるか？ 

A: 製品仕様上、分割画面の分割数・レイアウトを任意に変更はできません。選択可能な分割数，

レイアウトのみご選択いただけます。 
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10.2 メンテナンス 

1. NVR をシャットダウンするには、最初にシステムをシャットダウンしてから電源を切ります。電源を直接

オフにした場合、HDD データが破損する恐れがあります。 

2. NVR は高温になる場所に設置しないでください。 

3. 内部にほこりが溜まっている場合，異物が入った場合は代理店までメンテナンスを御依頼ください。 

4. 機器の電源が入った起動中の状態のままでオーディオケーブルやビデオケーブル、RS-232 や RS-

485 などのコネクタに接続されたケーブルを抜き差しないでください。 

5. データの損失に備え、HDD は 2～3 年に一度メンテナンスを実施することを推奨いたします。メンテナ

ンスを御検討の際は代理店までご連絡下さい。 

6. NVR の音声信号や映像信号が他の電子機器に介入しないようにし、静電気や誘起電圧による HDD

の破損を防止してください。ネットワークケーブル/ネットワークスイッチが長年継続して接続されて

いる場合は、ネットワークケーブル/ネットワークスイッチの定期交換メンテナンスを推奨いたします。 

7. 長期で連続してご利用の際は、AC コード，AC アダプタのプラグが奥までしっかり差し込まれている

ことを定期的にご確認ください。 

8. この装置を住宅環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この場合には使用者が適

切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 
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10.3 付属品(参考) 
 

クイックガイダンス 

 

添付 CD-ROM 

 

AC アダプタ(DC48V)， 

電源ケーブル 

 

USB マウス 
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10.4 記録時間の目安一覧表 
この目安時間は撮影するカメラの被写体内容などにより変動する事がありますので、あくまでもご

参考とお考えください。H.265 は H.264 のおおよそ 50％～75％のビットレートで同じ映像品質を保

つことが可能な映像フォーマットです。冗長ディスク機能をご利用の際は冗長化部分の容量を除き

ます。Data/Hour, Data/Day は 1CH だけでのデータ量です。 

推奨する録画ビットレートの範囲 

1024kbps～8192 kbps 
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10.5 用語集 

インテリジェント 
 従来の検知トリガにはない、高度な検出機能を提供します。 

デュアルストリーム 
デュアルストリームがネットワークを介して低解像度のストリームを送信しながら、局所的に高解像

度のビデオを記録するために使用する技術です。 2 つのストリームは 4CIF および CIF の最大解

像度を有するサブストリームの最大解像度を持つメインストリームでは、デバイスによって生成され

ます。 

トリガ 
きっかけとなる出来事のこと。イベント。自動的に特定の処理を行う仕組みなどをこのように呼び

ます。例えば、モーション録画の場合はモーションを利用して（トリガにして）自動で録画動作させ

ます。 

ノーマルオープン 
通常の状況下で接点は開回路であり、閉回路になるには外力やその他の信号が必要であり、この

接点は「ノーマルオープン」接点(Normal Open、N.O.または NO)または「A 接点」と呼ばれ、英語では

Break とも呼ばれます。 

ノーマルクローズ 
通常の状況下で接点は閉回路であり、開回路になるには外力やその他の信号が必要であり、この

接点は「ノーマルクローズ」接点(Normal Close、N.C.または NC)または「B 接点」と呼ばれ、英語で

Make とも呼ばれます。 

DDNS 
ダイナミック DNS は（広告をリアルタイムで変更するには、ドメイン·ネーム·サーバに通知する

ために、このようなインターネットプロトコルスイートを使用して、ルーターやコンピュータシステ

ムなどのネットワーク機器用の機能を提供する方法、プロトコル、またはネットワークサービス

で、その構成されたホスト名、アドレスまたは DNS に格納されている （ad-hoc) アクティブな

DNS 設定です 。 

DHCP 
ダイナミックホストコンフィギュレーションプロトコル（DHCP）は、インターネット·プロトコル·ネット

ワークでの動作のための設定情報を取得するための装置（DHCP クライアント）で使用される

ネットワークアプリケーションプロトコルです。 

HTTP 
Hyper Text Transfer Protocol 転送プロトコルの略。ネットワークを介してサーバとブラウザ間のハ

イパーテキストの要求と情報を転送するためのプロトコルです。 

NTP 
ネットワークタイムプロトコルの略。ネットワークを介して時刻同期させるために設計されたプロトコ

ルです 。 
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NVR 
ネットワークビデオレコーダーの略。NVR は、 IP カメラ、 IP ドームと他の NVR の一元管理とスト

レージに使用される PC ベースまたは埋め込まれたシステムにすることができます。 

PPPoE 
イーサネット上のポイントツーポイントプロトコルは、イーサネットフレームの内側にポイントツーポ

イントプロトコル（PPP フレーム）をカプセル化するためのネットワークプロトコルです。 個々のユー

ザーがイーサネット上とプレーンメトロイーサネットネットワークにおける ADSL トランシーバ（モデ

ム）に接続し、 ADSL サービスで、主に使用されます。ADSL トランシーバ（モデム）に接続し、 

ADSL サービスで、主に使用されます。 

PTZ 
パン、チルト、ズームの略。カメラが左右（パン）、アップとダウン（チルト）、ズームイン、ズームアウ

トすることができるモータ駆動システムです。 

SEQ 
 シーケンス動作の略。 

SNMP 
SNMP は、Simple Network Management Protocol と呼ばれる SNMP マネージャと SNMP エージェ

ント間の通信プロトコルです。IETF (Internet Engineeriing Task Force、インターネット エンジニアリ

ング タスク グループ) によって定義された SGMP (Simple Gateway Monitor Protocol、シンプル 

ゲートウェイ モニタリング プロトコル) に基づくネットワーク管理プロトコルです。 SNMP テクノロ 

ジーを活用したネットワーク管理ステーション(NMS) では、管理ワークステーションが SNMP を使

用してリモートでコンピュータワークステーション，端末，ルーター，ハブ，ネットワークプリンタなど

のネットワーク上のすべてのサポートされたデバイスの、デバイスの状態，デバイス構成の変更，

イベント警告を監視可能です。 

USB 
Universal Serial Bus の略。USB はプラグアンドプレイホストコンピュータとのインターフェースデバ

イスへのシリアルバス規格です 。 

冗長ディスク 
“冗長ディスク”が設定されている場合、“読み出し/書き込みディスク”への録画映像を自動的

にバックアップします。このように、“冗長ディスクモード”は、読み出し/書き込みディスクと冗長

ディスクの両方でカメラを同時に録画するようにシステムが稼働することで、“読み出し/書き込

みディスク”へのディスク障害へ備える仕組みです。「5.5.1 ディスク管理」をご参照ください。 
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10.6 製品仕様 

 

型名
TNV-R4PW

4入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー
TNV-R8PW

8入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー
TNV-R16PW

16入力 4K PoE対応ネットワークレコーダー

4ch 8ch 16ch

オーディオ

入力帯域幅 50Mbps 128Mbps 112Mbps

出力帯域幅 64Mbps 128Mbps 96Mbps

録画解像度

HDMI出力解像度

VGA出力解像度

オーディオ出力

デコーディングフォーマット

ライブビュー/再生解像度

同時再生(Max) 4ch 8ch 16ch

キャパシティ 4k:45fps, 4MP:90fps, 2MP:180fps 4k:45fps, 4MP:90fps, 2MP:180fps 4k:45fps, 4MP:90fps, 2MP:180fps

HDD(SATA) HDD(SATA) インターフェイス×1 HDD(SATA) インターフェイス×2 HDD(SATA) インターフェイス×2

容量
HDD（2TB)×1標準搭載 （最大10TB（10TB×
1）まで増設可能）

HDD（2TB)×1標準搭載 （最大20TB（10TB×
2）まで増設可能）

HDD（2TB)×1標準搭載 （最大20TB（10TB×
2）まで増設可能）

ネットワーク・インターフェイス RJ-45×1 10/100 Mbps （自動認識）

USBインターフェイス

アラーム入/出力　通信 入力X4　出力X1　　RS-485 

インターフェイス RJ-45×4 RJ-45×8 RJ-45×16

最大消費電力 13W/ch（全ChTotal 45Wまで) 13W/ch（全ChTotal 83Wまで) 13W/ch（全ChTotal 156Wまで)

サポート規格

電源 DC48V 1.2A（専用ACアダプター付属） DC48V　2.0A（専用ACアダプター付属） DC48V　3.75A（専用ACアダプター付属）

消費電力 最大4W（HDD除く） 最大5W（HDD除く） 最大8W（HDD除く）

動作温度

動作湿度

外形寸法 300(W)×51(H)×215.5(D)mm 

質量 約1.55kg（標準HDD2TB装着時） 約 4.0kg（標準HDD2TB装着時） 約 4.0kg（標準HDD2TB装着時） 

付属品

最大8メガピクセル

1ch,RCA

1024*768, 1280*720, 1280*1024, 1440*900, 1920*1080 , 2560*1440, 3840*2160

1024*768, 1280*720, 1280*1024, 1440*900, 1920*1080

1ch, RCA 

8MP/5MP/3MP/2MP(1080p)/1.3MP(960p)/1.0MP(720p)/D1/CIF

総合

PoE

10～90%(但し、結露しないこと)

378(W)×53(H)×324(D)mm 

取扱説明書、ソフトウェアCD、ACアダプター、電源ケーブル、マウス

-10～40ºC 

IEEE 802.3at, IEEE 802.3af

IPビデオ入力

映像/オーディオ出力

ビデオ/音声
入力

ネットワーク

デコーディング

外部
インターフェイス

H.265/H.264

RJ-45×1 100/1000 Mbps （自動認識）

フロントパネル：USB2.0X1,リアパネル：USB2.0X1

ハードディスク

入力X8　出力X1　　RS-485 

8MP/5MP/3MP/2MP(1080p)/1.3MP(960p)/1.0MP(720p)/D1/CIF

※製品の仕様は予告無く、変更することがあります。
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10.7 外形寸法図 
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※製品の仕様は予告無く、変更することがあります。
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■TNV-R8PW 
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■TNV-R16PW 
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10.8 免責について 
1. この商品は、カメラで監視している映像を録画・再生することを目的に作られたものです。この

商品単独で犯罪などを防止するものではありません。 

2. 弊社は如何なる場合も以下に関して一切の責任を負わないものとします。 

1) 本商品に関連して直接または間接的に発生した、偶発的、特殊、または結果的損害・被

害。 

2) お客様の誤使用や不注意による損害または本商品の破損等。 

3) お客様による本商品の分解、修理または改造が行われた場合、それに起因するかどう

かにかかわらず、発生した一切の故障または不具合。 

4) 本商品の故障・不具合を含む何らかの理由または原因により、映像が表示・記録または

動体検知等ができないこと及び記録した情報が消失したことで被る不便・損害・被害。 

5) 第三者の機器等と組み合わせたシステムによる不具合、あるいはその結果被る不便・

損害・被害。 

6) お客様による監視映像（記録を含む）が何らかの理由により公となりまたは監視目的外

に使用され、その結果生じた損害、被害。 

7) 被写体となった個人または団体等によるプライバシー侵害等を理由とするいかなる賠償

請求、クレーム等。 

8) 本商品の自動動体検知機能の誤検出、各検知機能の誤検出、または検出モレによる不

具合、あるいはその結果被る不便・損害・被害。 

 

 


